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accept-lifetime
キーチェーンの認証キーが有効なキーとして受信される期間を設定するには、accept-lifetimeコマ
ンドをキーチェーンキーコンフィギュレーションモードで使用します。デフォルト値に戻すに

は、このコマンドの no形式を使用します。

accept-lifetime [ local ] start-time { infinite end-time | duration seconds }
no accept-lifetime

Syntax Description ローカルタイムゾーンで時刻を指定します。local

keyコマンドで指定したキーが受信できる開始時刻です。構文は次のいずれ
かにすることができます。

hh : mm : ss month date year

hh : mm : ss date month year

• hh：時間

• mm：分

• ss：秒

• month：月の最初の 3文字

• date：日（1～ 31）

• year：年（4桁）

デフォルトの開始時刻で、指定できる最初の日付は 1993年 1月 1日です。

start-time

キーは start-time値以降、受信可能です。infinite

キーは、start-time値から end-time値まで、受信可能です。シンタックスは
start-time値と同じです。end-timeは start-time値の後である必要があります。
デフォルトの終了時刻は無限の期間です。

end-time

キーが受信可能な時間の長さ（秒単位）指定できる範囲は 1～ 864000です。duration seconds

Command Default キーチェーン上の認証キーは、永久に有効として受信されます（開始時刻は 1993年 1月 1日、終
了時刻は無期限です）。

Command Modes キーチェーンキーコンフィギュレーション（config-keychain-key）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE Fuji 16.9.2
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Usage Guidelines DRPエージェント、Enhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）、およびRouting Information
Protocol（RIP）バージョン 2のみがキーチェーンを使用します。

start-time値と infinite、end-time、または duration secondsのいずれかの値を指定します。

キーにライフタイムを割り当てる場合は、Network Time Protocol（NTP）またはその他の時刻同期
方式を実行することを推奨します。

最後のキーが期限切れになった場合、認証は続行されますが、エラーメッセージが生成されま

す。認証を無効にするには、手動で有効な最後のキーを削除する必要があります。

Examples
次の例では、chain1という名前のキーチェーンが設定されます。key1という名前のキー
は午後 1時 30分から午後 3時 30分まで受け入れられ、午後 2時 00分から午後 3時 00分
まで送信されます。key2という名前のキーは午後 2時 30分から午後 4時 30分まで受け
入れられ、午後 3時 00分から午後 4時 00分まで送信されます。このオーバーラップによ
り、ルータの設定時間内でのキーの移行または不一致に対処できます。時間の違いを処理

するために、前後に 30分間の余裕が設けられています。
Device(config)# interface GigabitEthernet1/0/1
Device(config-if)# ip rip authentication key-chain chain1
Device(config-if)# ip rip authentication mode md5
Device(config-if)# exit
Device(config)# router rip
Device(config-router)# network 172.19.0.0
Device(config-router)# version 2
Device(config-router)# exit
Device(config)# key chain chain1
Device(config-keychain)# key 1
Device(config-keychain-key)# key-string key1
Device(config-keychain-key)# accept-lifetime 13:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Device(config-keychain-key)# send-lifetime 14:00:00 Jan 25 1996 duration 3600
Device(config-keychain-key)# exit
Device(config-keychain)# key 2
Device(config-keychain)# key-string key2
Device(config-keychain)# accept-lifetime 14:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Device(config-keychain)# send-lifetime 15:00:00 Jan 25 1996 duration 3600

次に、chain1という名前のキーをEIGRPアドレスファミリに設定する例を示します。Key1
という名前のキーは、午後 1時 30分から午後 3時 30分まで承認され、午後 2時から午後
3時まで送信されます。Key2という名前のキーは、午後 2時 30分から午後 4時 30分ま
で承認され、午後3時から午後4時まで送信されます。この重複により、キーの移行また
はルータの設定時間の不一致に対処できます。時間の違いを処理するために、前後に 30
分間の余裕が設けられています。

Device(config)# router eigrp 10
Device(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 4453
Device(config-router-af)# network 10.0.0.0
Device(config-router-af)# af-interface ethernet0/0
Device(config-router-af-interface)# authentication key-chain trees
Device(config-router-af-interface)# authentication mode md5
Device(config-router-af-interface)# exit
Device(config-router-af)# exit
Device(config-router)# exit
Device(config)# key chain chain1
Device(config-keychain)# key 1
Device(config-keychain-key)# key-string key1
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Device(config-keychain-key)# accept-lifetime 13:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Device(config-keychain-key)# send-lifetime 14:00:00 Jan 25 1996 duration 3600
Device(config-keychain-key)# exit
Device(config-keychain)# key 2
Device(config-keychain-key)# key-string key2
Device(config-keychain-key)# accept-lifetime 14:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Device(config-keychain-key)# send-lifetime 15:00:00 Jan 25 1996 duration 3600

Related Commands DescriptionCommand

キーチェーンの認証キーを識別します。key

ルーティングプロトコルの認証をイネーブルにするために必要な認

証キーチェーンを定義します。

key chain

キーの認証文字列を指定します。key-string (authentication)

キーチェーンの認証キーが有効に送信される期間を設定します。send-lifetime

認証キーの情報を表示します。show key chain
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address-family ipv6（OSPF）
標準の IPv6アドレスプレフィックスを使用するルーティングセッション（Open Shortest Path First
（OSPF）など）を設定するためにアドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始する
には、ルータコンフィギュレーションモードで address-family ipv6コマンドを使用します。アド
レスファミリコンフィギュレーションモードをディセーブルにするには、このコマンドの no形
式を使用します。

address-family ipv6 [unicast ][vrf vrf-name ]
no address-family ipv6 [unicast ][vrf vrf-name ]

Syntax Description （オプション）IPv6ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（オプション）IPv6アドレスに対してすべてのVPNルーティングおよび転送（VRF）
インスタンステーブルまたは特定の VRFテーブルを指定します。

vrf

（オプション）IPv6アドレスの特定の VRFテーブル。vrf-name

Command Default IPv6アドレスプレフィックスはイネーブルではありません。IPv6アドレスプレフィックスが設定
されている場合は、ユニキャストアドレスプレフィックスがデフォルトです。

Command Modes ルータコンフィギュレーション（config-router）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されま

した。

Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines address-family ipv6コマンドは、ルータをアドレスファミリコンフィギュレーションモード（プ
ロンプト：config-router-af）にします。このモードから、標準 IPv6アドレスプレフィックスを使
用するルーティングセッションを設定できます。

Examples
次の例は、ルータをアドレスファミリコンフィギュレーションモードに切り替える方法

を示しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router ospfv3 1
Device(config-router)# address-family ipv6 unicast
Device(config-router-af)#

Related Commands 説明コマンド

OSPFv3ルータコンフィギュレーションモード
を開始します。

router ospfv3
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area nssa
Not-So-StubbyArea（NSSA）を設定するには、ルータアドレスファミリまたはルータコンフィギュ
レーションモードでareanssaコマンドを使用します。エリアからNSSAの区別を削除するには、
このコマンドの no形式を使用します。

area nssa commandarea area-id nssa [no-redistribution] [default-information-originate [metric]
[metric-type]] [no-summary] [nssa-only]
no area area-id nssa [no-redistribution] [default-information-originate [metric] [metric-type]]
[no-summary] [nssa-only]

Syntax Description スタブエリアまたはNSSAの ID。IDは、10進数値または IPアドレス
で指定します。

area-id

（任意）ルータがNSSAエリア境界ルータ（ABR）であり、redistribute
コマンドで、通常のエリアだけにルートをインポートし、NSSAエリ
アにインポートしない場合に使用します。

no-redistribution

（任意）タイプ 7デフォルトを NSSAエリアに生成するために使用し
ます。このキーワードは、NSSA ABRまたは NSSA自律システム境界
ルータ（ASBR）だけで有効です。

default-information-
originate

（任意）OSPFデフォルトメトリックを指定します。metric

（任意）デフォルトルートのOSPFメトリックタイプを指定します。metric-type

（任意）エリアをNSSAにすることを許可しますが、サマリールート
を注入しません。

no-summary

（任意）タイプ 7LSAのPropagate（P）ビットを 0に設定することで、
このNSSAエリアに対するデフォルトアドバタイズメントを制限しま
す。

nssa-only

Command Default NSSAエリアは未定義です。

Command Modes ルータアドレスファミリトポロジコンフィギュレーション（config-router-af-topology）ルータコ
ンフィギュレーション（config-router）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines 指定したエリアをソフトウェアコンフィギュレーションから削除するには、no area area-idコマ
ンドを使用します（他のキーワードは指定しません）。つまり、noarea area-idコマンドは、area
authentication、area default-cost、area nssa、area range、area stub、および area virtual-linkなど
のすべてのエリアオプションを削除します。

IPルーティングコマンド
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Release 12.2(33)SRB

マルチトポロジルーティング（MTR）機能を使用する予定の場合は、このOSPFルータコンフィ
ギュレーションコマンドをトポロジ対応にするために、ルータアドレスファミリトポロジコン

フィギュレーションモードで area nssaコマンドを実行する必要があります。

Examples
次に、エリア 1を NSSAエリアにする例を示します。

router ospf 1
redistribute rip subnets
network 172.19.92.0 0.0.0.255 area 1
area 1 nssa

Related Commands DescriptionCommand

ルートを 1つのルーティングドメインから他のルーティングドメインに再配布し
ます。

redistribute

IPルーティングコマンド
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area virtual-link
OpenShortest Path First（OSPF）仮想リンクを定義するには、ルータアドレスファミリトポロジ、
ルータコンフィギュレーション、またはアドレスファミリコンフィギュレーションモードでarea
virtual-linkコマンドを使用します。仮想リンクを削除するには、このコマンドのno形式を使用し
ます。

area area-id virtual-link router-id authentication key-chain chain-name [hello-interval seconds]
[retransmit-interval seconds] [transmit-delay seconds] [dead-interval seconds] [ttl-security hops
hop-count]
no area area-id virtual-link router-id authentication key-chain chain-name

Syntax Description Table 1:

仮想リンクに割り当てるエリア ID。10進数値
または有効な IPv6プレフィックスを指定しま
す。デフォルトはありません。

area-id

仮想リンクネイバーに関連付けられるルータ

ID。ルータ IDは show ip ospfまたは show ipv6
displayコマンドで表示されます。デフォルトは
ありません。

router-id

仮想リンク認証を有効にします。authentication

暗号化認証キーのキーチェーンを設定します。key-chain

有効な認証キーの名前。chain-name

（任意）Cisco IOSソフトウェアがインターフェ
イス上で送信する helloパケットの間隔（秒単
位）を指定します。hello間隔は、helloパケット
でアドバタイズされる符号なし整数値です。こ

の値は、共通のネットワークに接続されている

すべてのルータおよびアクセスサーバで同じで

あることが必要です。有効な範囲は 1～ 8192
です。デフォルトは 10です。

hello-interval seconds

（任意）インターフェイスに属する隣接に対す

るリンクステートアドバタイズメント（LSA）
の再送信間隔（秒単位）を指定します。再送信

間隔は、接続されているネットワーク上の任意

の 2台のルータ間の予想されるラウンドトリッ
プ遅延です。この値は、予想されるラウンドト

リップ遅延よりも大きいことが必要です。有効

な範囲は 1～ 8192です。デフォルトは 5分で
す。

retransmit-interval seconds

IPルーティングコマンド
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（任意）インターフェイス上でリンクステート

アップデートパケットを送信するために必要な

推定される時間（秒単位）を指定します。ゼロ

よりも大きい整数値を指定します。アップデー

トパケット内の LSAの経過時間は、転送前に
この値の分だけ増分されます。有効な範囲は 1
～ 8192です。デフォルト値は 1です。

transmit-delay seconds

（任意）helloパケットがどれだけの時間（秒単
位）届かなかった場合にネイバーがルータをダ

ウンと見なすかを指定します。デッドインター

バルは符号なし整数値です。デフォルトはhello
間隔の 4倍または 40秒です。hello間隔と同様
に、この値は、共通のネットワークに接続され

ているすべてのルータとアクセスサーバで同じ

でなければなりません。

dead-interval seconds

（任意）仮想リンク上で存続可能時間（TTL）
セキュリティを設定します。引数 hop-countの
範囲は 1～ 254です。

ttl-security hops hop-count

Command Default OSPF仮想リンクは定義されていません。

Command Modes ルータアドレスファミリトポロジコンフィギュレーション（config-router-af-topology）

ルータコンフィギュレーション（config-router）

アドレスファミリコンフィギュレーション（config-router-af）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines OSPFでは、すべてのエリアがバックボーンエリアに接続されている必要があります。バックボー
ンへの接続が失われた場合は、仮想リンクを確立して修復できます。

hello間隔を短くするほど、トポロジの変更が速く検出されますが、ルーティングトラフィックの
増加につながります。再送信間隔は控えめに設定する必要があります。そうしないと、不必要な

再送信が発生します。シリアル回線および仮想リンクの場合は、値を大きくする必要があります。

インターフェイスの送信遅延と伝達遅延を考慮した伝送遅延値を選択する必要があります。

IPv6のOSPFで仮想リンクを設定するには、アドレスではなくルータ IDを使用する必要がありま
す。IPv6の OSPFでは、仮想リンクはリモートルータの IPv6プレフィックスではなくルータ ID
を使用します。

IPルーティングコマンド
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ネイバーからの OSPFパケット上の TTL値のチェックをイネーブルにするか、ネイバーに送信さ
れる TTL値を設定するには、ttl-security hops hop-countキーワードと引数を使用します。この機
能により、OSPFにさらなる保護レイヤが追加されます。

仮想リンクを正しく設定するには、各仮想リンクネイバーにトランジットエリア IDと対応する
仮想リンクネイバールータ IDが設定されている必要があります。ルータ IDを表示するには、特
権 EXECモードで show ip ospfまたは show ipv6 ospfコマンドを使用します。

Note

指定したエリアをソフトウェアコンフィギュレーションから削除するには、no area area-idコマ
ンドを使用します（他のキーワードは指定しません）。つまり、noarea area-idコマンドは、area
default-cost、area nssa、area range、area stub、および area virtual-linkなどのすべてのエリアオ
プションを削除します。

Note

Release 12.2(33)SRB

マルチトポロジルーティング（MTR）機能を使用する予定の場合は、このOSPFルータコンフィ
ギュレーションコマンドをトポロジ対応にするために、ルータアドレスファミリトポロジコン

フィギュレーションモードで area virtual-linkコマンドを実行する必要があります。

Examples
次に、すべてのオプションパラメータでデフォルト値を使用して、仮想リンクを確立す

る例を示します。

Device(config)# ipv6 router ospf 1
Device(config)# log-adjacency-changes
Device(config)# area 1 virtual-link 192.168.255.1

次に、IPv6の OSPFで仮想リンクを確立する例を示します。

Device(config)# ipv6 router ospf 1
Device(config)# log-adjacency-changes
Device(config)# area 1 virtual-link 192.168.255.1 hello-interval 5

次の例に、IPv6向けの OSPFv3で仮想リンク用の TTLセキュリティを設定する方法を示
します。

Device(config)# router ospfv3 1
Device(config-router)# address-family ipv6 unicast vrf vrf1
Device(config-router-af)# area 1 virtual-link 10.1.1.1 ttl-security hops 10

次の例に、仮想リンク用にキーチェーンを使用して認証を設定する方法を示します。

Device(config)# area 1 virtual-link 192.168.255.1 authentication key-chain ospf-chain-1

IPルーティングコマンド
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Related Commands 説明コマンド

OSPFv3エリアパラメータを設定します。area

OSPFルーティングプロセスに関する全般的な情報の表示をイネーブルにしま
す。

show ip ospf

OSPFルーティングプロセスに関する全般的な情報の表示をイネーブルにしま
す。

show ipv6 ospf

ネイバーからの OSPFパケット上の TTL値のチェックか、ネイバーに送信さ
れる TTL値の設定をイネーブルにします。

ttl-security hops
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authentication（BFD）
シングルホップセッション用のBidirectional ForwardingDetection（BFD）テンプレートで認証を設
定するには、BFDコンフィギュレーションモードで authenticationコマンドを使用します。シン
グルホップセッション用の BFDテンプレートで認証を無効にするには、このコマンドの no形式
を使用します。

authentication authentication-type keychain keychain-name
no authentication authentication-type keychain keychain-name

Syntax Description 認証タイプ。有効な値は、md5、meticulous-md5、meticulous-sha1、およ
び sha-1です。

authentication-type

指定された名前で認証キーチェーンを設定します。この名前の長さは最

大 32文字です。
keychain keychain-name

Command Default シングルホップセッション用の BFDテンプレートでは認証が有効になっていません。

Command Modes BFDコンフィギュレーション（config-if）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji
16.9.2

Usage Guidelines シングルホップテンプレートで認証を設定できます。セキュリティを強化するために認証を設定

することをお勧めします。認証は、BFDの送信元と宛先のペアごとに設定する必要があり、認証
パラメータは両方のデバイスで同じである必要があります。

Examples
次に、BFDシングルホップテンプレートの template1で認証を設定する例を示します。

Device>enable
Device#configuration terminal
Device(config)#bfd-template single-hop template1
Device(config-bfd)#authentication sha-1 keychain bfd-singlehop

IPルーティングコマンド
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bfd
インターフェイスに対してベースラインBidirectional ForwardingDetection（BFD）セッションパラ
メータを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードでbfd コマンドを使用
します。ベースライン BFDセッションパラメータを削除するには、このコマンドの no形式を使
用します。

bfd interval milliseconds min_rx milliseconds multiplier multiplier-value
no bfd interval milliseconds min_rx milliseconds multiplier multiplier-value

Syntax Description BFD制御パケットが BFDピアに送信される速度（ミリ秒単位）を指定
します。milliseconds引数の有効範囲は 50～ 9999です。

interval milliseconds

BFD制御パケットが BFDピアで受信されるものと期待される速度（ミ
リ秒単位）を指定します。milliseconds引数の有効範囲は 50～ 9999で
す。

min_rx milliseconds

BFDピアから連続して紛失してよい BFD制御パケットの数を指定しま
す。この数に達すると、BFDはそのピアが利用不可になっていること
を宣言し、レイヤ 3BFDピアに障害が伝えられます。multiplier-value引
数の有効範囲は 3～ 50です。

multiplier
multiplier-value

Command Default ベースライン BFDセッションパラメータの設定はありません。

Command Modes インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji
16.9.2

Usage Guidelines bfdコマンドは、SVI、イーサネット、およびポートチャネルインターフェイスで設定できます。

BFDがポートチャネルインターフェイスで実行されている場合は、BFDには、750 * 3ミリ秒の
タイマー値制限があります。

bfd interval設定は次のような場合には削除されません。

• IPv4アドレスがインターフェイスから削除された場合

• IPv6アドレスがインターフェイスから削除された場合

• IPv6がインターフェイスからディセーブルにされた場合

•インターフェイスがシャットダウンされた場合

•インターフェイスで IPv4 CEFがグローバルまたはローカルでディセーブルにされた場合

•インターフェイスで IPv6 CEFがグローバルまたはローカルでディセーブルにされた場合

IPルーティングコマンド
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bfd interval設定は、それを設定したサブインターフェイスが削除されたときに削除されます。

インターフェイスコンフィギュレーションモードで bfd intervalコマンドを設定すると、デフォル
トで BFDエコーモードが有効になります。インターフェイスコンフィギュレーションモードで
no ip redirect（BFDエコーが必要な場合）または no bfd echoのいずれかを有効にする必要があり
ます。

CPU使用率の上昇を避けるために、BFDエコーモードを使用する前に、no ip redirectコマンドを
入力して、インターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）リダイレクトメッセージの送信
を無効にする必要があります。

Note

Examples
次に、ギガビットイーサネット 1/0/3のBFDセッションパラメータを設定する例を示しま
す。

Device>enable
Device#configuration terminal
Device(config)#interface gigabitethernet 1/0/3
Device(config-if)#bfd interval 100 min_rx 100 multiplier 3

IPルーティングコマンド
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bfd all-interfaces
ルーティングプロセスに参加しているすべてのインターフェイスのBidirectionalForwardingDetection
（BFD）を有効にするには、ルータコンフィギュレーションモードまたはアドレスファミリイ
ンターフェイスコンフィギュレーションモードで bfd all-interfaces コマンドを使用します。1つ
のインターフェイスですべてのネイバーの BFDを無効にするには、このコマンドの no形式を使
用します。

bfd all-interfaces
no bfd all-interfaces

Syntax Description このコマンドには引数またはキーワードはありません。

Command Default ルーティングプロセスに参加しているインターフェイスの BFDが無効になっています。

Command Modes ルータコンフィギュレーション（config-router）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji
16.9.2

Usage Guidelines すべてのインターフェイスの BFDを有効にするには、ルータコンフィギュレーションモードで
bfd all-interfacesコマンドを入力します。

Examples
次に、すべての Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）ネイバーの BFDを有
効にする例を示します。

Device>enable
Device#configuration terminal
Device(config)#router eigrp 123
Device(config-router)#bfd all-interfaces
Device(config-router)#end

次に、すべての Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ネイバーの BFDを有効
にする例を示します。

Device> enable
Device#configuration terminal
Device(config)#router isis tag1
Device(config-router)#bfd all-interfaces
Device(config-router)#end

IPルーティングコマンド
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bfd check-ctrl-plane-failure
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティングプロトコルのBidirectional Forwarding
Detection（BFD）コントロールプレーン障害チェックを有効にするには、ルータコンフィギュレー
ションモードで bfd check-control-plane-failure コマンドを使用します。コントロールプレーン障
害検出を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

bfd check-ctrl-plane-failure
no bfd check-ctrl-plane-failure

Syntax Description このコマンドには引数またはキーワードはありません。

Command Default BFDコントロールプレーン障害チェックが無効になっています。

Command Modes ルータコンフィギュレーション（config-router）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji
16.9.2

Usage Guidelines bfd check-ctrl-plane-failureコマンドは、IS-ISルーティングプロセスについてのみ設定できます。こ
のコマンドは、他のプロトコルではサポートされていません。

スイッチが再起動すると、見せかけの BFDセッション障害が発生する場合があります。このと
き、隣接ルータは、転送障害が本当に発生したかのように動作します。ただし、スイッチで bfd
check-control-plane-failureコマンドが有効になっていると、ルータはコントロールプレーン関連の
BFDセッション障害を無視できます。ルータを再起動する予定がある場合は、直前にすべての隣
接ルータの設定にこのコマンドを追加し、再起動が完了したときにすべての隣接ルータからこの

コマンドを削除することをお勧めします。

Examples
次に、IS-ISルーティングプロトコルのBFDコントロールプレーン障害チェックを有効に
する例を示します。

Device>enable
Device#configuration terminal
Device(config)#router isis
Device(config-router)#bfd check-ctrl-plane-failure
Device(config-router)#end

IPルーティングコマンド
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bfd echo
Bidirectional ForwardingDetection（BFD）エコーモードを有効にするには、インターフェイスコン
フィギュレーションモードで bfd echoコマンドを使用します。BFDエコーモードを無効にするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

bfd echo
no bfd echo

Syntax Description このコマンドには引数またはキーワードはありません。

Command Default インターフェイスコンフィギュレーションモードで bfd intervalコマンドを使用して BFDを設定
している場合は、BFDエコーモードがデフォルトで有効になります。

Command Modes インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines エコーモードはデフォルトでイネーブルになっています。キーワードを指定せずに no bfd echoコ
マンドを入力すると、エコーパケットの送信がオフになり、スイッチがBFDネイバースイッチか
ら受信したエコーパケットを転送しないことを示します。

エコーモードを有効にすると、必要最短エコー送信間隔と必要最短送信間隔の値が bfd
intervalmillisecondsmin_rxmillisecondsパラメータから取得されます。

CPU使用率の上昇を避けるために、BFDエコーモードを使用する前に、no ip redirectsコマンド
を入力して、インターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）リダイレクトメッセージの送信
を無効にする必要があります。

Note

Examples
次に、BFDネイバー間でエコーモードを設定する例を示します。
Device>enable
Device#configuration terminal
Device(config)#interface GigabitEthernet 1/0/3
Device(config-if)#bfd echo

show bfd neighbors detailsコマンドの次の出力は、BFDセッションネイバーがBFDエコー
モードで稼働しているところを示します。この出力では、対応するコマンド出力が太字で

表示されています。

Device#show bfd neighbors details
OurAddr NeighAddr LD/RD RH/RS Holdown(mult) State Int
172.16.1.2 172.16.1.1 1/6 Up 0 (3 ) Up Fa0/1
Session state is UP and using echo function with 100 ms interval.
Local Diag: 0, Demand mode: 0, Poll bit: 0

IPルーティングコマンド
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MinTxInt: 1000000, MinRxInt: 1000000, Multiplier: 3
Received MinRxInt: 1000000, Received Multiplier: 3
Holdown (hits): 3000(0), Hello (hits): 1000(337)
Rx Count: 341, Rx Interval (ms) min/max/avg: 1/1008/882 last: 364 ms ago
Tx Count: 339, Tx Interval (ms) min/max/avg: 1/1016/886 last: 632 ms ago
Registered protocols: EIGRP
Uptime: 00:05:00
Last packet: Version: 1 - Diagnostic: 0

State bit: Up - Demand bit: 0
Poll bit: 0 - Final bit: 0
Multiplier: 3 - Length: 24
My Discr.: 6 - Your Discr.: 1
Min tx interval: 1000000 - Min rx interval: 1000000
Min Echo interval: 50000

IPルーティングコマンド
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bfd slow-timers
Bidirectional Forwarding Detection（BFD）スロータイマー値を設定するには、インターフェイス
コンフィギュレーションモードで bfd slow-timers コマンドを使用します。BFDによって使用さ
れるスロータイマーを変更するには、このコマンドの no形式を使用します。

bfd slow-timers [milliseconds]
no bfd slow-timers

Command Default BFDスロータイマー値は 1000ミリ秒です。

Command Modes グローバルコンフィギュレーション（config）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji
16.9.2

Examples
次に、BFDスロータイマー値を 14,000ミリ秒に設定する例を示します。
Device(config)#bfd slow-timers 14000

show bfd neighbors detailsコマンドの次の出力は、BFDスロータイマー値 14,000ミリ秒が
実装されているところを示します。MinTxIntおよびMinRxIntの値はBFDスロータイマー
の設定値に対応しています。関連するコマンド出力は太字で示されています。

Device#show bfd neighbors details
OurAddr NeighAddr LD/RD RH/RS Holdown(mult) State Int
172.16.1.2 172.16.1.1 1/6 Up 0 (3 ) Up Fa0/1
Session state is UP and using echo function with 100 ms interval.
Local Diag: 0, Demand mode: 0, Poll bit: 0
MinTxInt: 14000, MinRxInt: 14000, Multiplier: 3
Received MinRxInt: 1000000, Received Multiplier: 3
Holdown (hits): 3600(0), Hello (hits): 1200(337)
Rx Count: 341, Rx Interval (ms) min/max/avg: 1/1008/882 last: 364 ms ago
Tx Count: 339, Tx Interval (ms) min/max/avg: 1/1016/886 last: 632 ms ago
Registered protocols: EIGRP
Uptime: 00:05:00
Last packet: Version: 1 - Diagnostic: 0

State bit: Up - Demand bit: 0
Poll bit: 0 - Final bit: 0
Multiplier: 3 - Length: 24
My Discr.: 6 - Your Discr.: 1
Min tx interval: 1000000 - Min rx interval: 1000000
Min Echo interval: 50000

IPルーティングコマンド
20

IPルーティングコマンド
bfd slow-timers



• BFDセッションがダウンすると、BFD制御パケットがスロータイマー間隔で送信さ
れます。

• BFDセッションが稼働している場合、エコーが有効になっていれば、BFD制御パケッ
トがネゴシエートされたスロータイマー間隔で送信され、エコーパケットがネゴシ

エートされた設定済みの BFD間隔で送信されます。エコーが有効になっていない場
合は、BFD制御パケットがネゴシエートされた設定済みの間隔で送信されます。

Note

IPルーティングコマンド
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bfd template
Bidirectional Forwarding Detection（BFD）テンプレートを設定し、BFDコンフィギュレーション
モードを開始するには、グローバルコンフィギュレーションモードで bfd-templateコマンドを使
用します。BFDテンプレートを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

bfd template template-name
no bfd template template-name

Command Default BFDテンプレートはインターフェイスにバインドされません。

Command Modes インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines bfd-templateコマンドを使用してテンプレートを作成していない場合でも、インターフェイスで
テンプレート名を設定できますが、テンプレートを定義するまでテンプレートは無効と見なされ

ます。テンプレート名を再設定する必要はありません。名前は自動的に有効になります。

Examples Device> enable
Device#configuration terminal
Device(config)#interface Gigabitethernet 1/3/0
Device(config-if)#bfd template template1

IPルーティングコマンド
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bfd-template single-hop
シングルホップBidirectional ForwardingDetection（BFD）テンプレートをインターフェイスにバイ
ンドするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで bfd templateコマンドを使用
します。シングルホップBFDテンプレートをインターフェイスからアンバインドするには、この
コマンドの no形式を使用します。

bfd-template single-hop template-name
no bfd-template single-hop template-name

Syntax Description シングルホップBFDテンプレートを作成します。single-hop

テンプレート名。template-name

Command Default BFDテンプレートは存在しません。

Command Modes グローバルコンフィギュレーション（config）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines bfd templateコマンドを使用するとBFDテンプレートを作成し、デバイスをBFDコンフィギュレー
ションモードにすることができます。テンプレートは一連のBFD間隔値を指定するために使用で
きます。BFDテンプレートの一部として指定される BFD間隔値は、1つのインターフェイスに限
定されるものではありません。

Examples
次に、BFDテンプレートを作成し、BFD間隔値を指定する例を示します。

Device>enable
Device#configuration terminal
Device(config)#bfd-template single-hop node1
Device(bfd-config)#interval min-tx 100 min-rx 100 multiplier 3
Device(bfd-config)#echo

次に、BFDシングルホップテンプレートを作成し、BFD間隔値と認証キーチェーンを設
定する例を示します。

Device> enable
Device#configuration terminal
Device(config)#bfd-template single-hop template1
Device(bfd-config)#interval min-tx 200 min-rx 200 multiplier 3
Device(bfd-config)#authentication keyed-sha-1 keychain bfd_singlehop

デフォルトでは、BFDテンプレート設定で BFDエコーは有効になっていません。これは
明示的に設定する必要があります。

Note
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default-information originate（OSPF）
デフォルト外部ルートを Open Shortest Path First（OSPF）ルーティングドメイン内に生成するに
は、ルータコンフィギュレーションモードまたはルータアドレスファミリトポロジコンフィ

ギュレーションモードで default-information originateコマンドを使用します。この機能を無効に
するには、このコマンドの no形式を使用します。

default-information originate [always] [metric metric-value] [metric-type type-value] [route-map
map-name]
no default-information originate [always] [metric metric-value] [metric-type type-value] [route-map
map-name]

Syntax Description （任意）ソフトウェアにデフォルトルートがあるかどうかにかかわらず、

常に、デフォルトルートをアドバタイズします。

ルートマップを使用する場合、キーワードalwaysには次の例外が含
まれます。ルートマップを使用する場合、OSPFによるデフォルト
ルートの送信は、ルーティングテーブル内にデフォルトルートが存

在するかどうかによって制限されず、alwaysキーワードは無視され
ます。

Note

always

（任意）デフォルトルートを生成するために使用するメトリック。値を省

略して、default-metricルータコンフィギュレーションコマンドを使用し
て値を指定しない場合、デフォルトのメトリック値は 10になります。使用
される値はプロトコル固有です。

metric metric-value

（任意）OSPFルーティングドメインにアドバタイズされる、デフォルト
ルートに関連付けられた外部リンクタイプ次のいずれかの値を指定できま

す。

•タイプ 1外部ルート。

•タイプ 2外部ルート。

デフォルトはタイプ 2外部ルートです。

metric-type
type-value

（任意）ルーティングプロセスは、ルートマップが満たされている場合に

デフォルトルートを生成します。

route-map
map-name

Command Default このコマンドは、デフォルトでディセーブルになっています。OSPFルーティングドメイン内に
デフォルト外部ルートは生成されません。

Command Modes ルータコンフィギュレーション（config-router）ルータアドレスファミリトポロジコンフィギュ
レーション（config-router-af-topology）

Command History
このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2
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Usage Guidelines redistributeまたは default-informationルータコンフィギュレーションコマンドを使用して、OSPF
ルーティングドメインにルートを再配布する場合、Cisco IOSソフトウェアは自動的に自律システ
ム境界ルータ（ASBR）になります。ただし、デフォルトでは、ASBRはデフォルトルートをOSPF
ルーティングドメインに生成しません。キーワードalwaysを指定した場合を除き、ソフトウェア
には、デフォルトルートを生成する前に、自身のためにデフォルトルートが設定されている必要

があります。

ルートマップを使用する場合、OSPFによるデフォルトルートの送信は、ルーティングテーブル
内にデフォルトルートが存在するかどうかによって制限されません。

Release 12.2(33)SRB

マルチトポロジルーティング（MTR）機能を使用する予定の場合は、このOSPFルータコンフィ
ギュレーションコマンドをトポロジ対応にするために、ルータアドレスファミリトポロジコン

フィギュレーションモードで default-information originateコマンドを実行する必要があります。

Examples
次に、OSPFルーティングドメインに再配布されるデフォルトルートのメトリックを 100
に指定し、外部メトリックタイプをタイプ 1に指定する例を示します。

router ospf 109
redistribute eigrp 108 metric 100 subnets
default-information originate metric 100 metric-type 1

Related Commands DescriptionCommand

Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）プロセスに外部情報ま
たはデフォルト情報を受け入れます。

default-information

ルートのデフォルトメトリック値を設定します。default-metric

ルートを 1つのルーティングドメインから他のルーティングドメインに再
配布します。

redistribute (IP)

IPルーティングコマンド
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distance（OSPF）
アドミニストレーティブディスタンスを定義するには、ルータコンフィギュレーションモード

またはVRFコンフィギュレーションモードで distanceコマンドを使用します。distanceコマンド
を削除し、システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

distance weight
[ip-address wildcard-mask [access-list name ]]
no distance weight ip-address wildcard-mask [access-list-name]

Syntax Description アドミニストレーティブディスタンス。範囲は 10～ 255です。単独で使用され
る場合、weight引数は、ルーティング情報ソースに他の指定がない場合にソフト
ウェアが使用するデフォルトのアドミニストレーティブディスタンスを指定し

ます。アドミニストレーティブディスタンスが255のルートはルーティングテー
ブルに格納されません。「使用上のガイドライン」の項の表に、デフォルトのア

ドミニストレーティブディスタンスがリストされています。

weight

（任意）4分割ドット付き 10進表記の IPアドレス。ip-address

（任意）4分割ドット付き 10進表記のワイルドカードマスク。wildcard-mask引
数でビットが1に設定されている場合、ソフトウェアは、アドレス値で対応する
ビットを無視します。

wildcard-mask

（任意）着信ルーティングアップデートに適用される IPアクセスリストの名
前。

access-list-name

Command Default このコマンドが指定されていない場合、アドミニストレーティブディスタンスはデフォルトにな

ります。「使用上のガイドライン」の項の表に、デフォルトのアドミニストレーティブディスタ

ンスがリストされています。

Command Modes ルータコンフィギュレーション（config-router）

VRFコンフィギュレーション（config-vrf）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー
ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用で

きない場合は、AAA管理者に連絡してください。

アドミニストレーティブディスタンスは、10～ 255の整数です。通常は、値が大きいほど、信頼
性の格付けが下がります。255のアドミニストレーティブディスタンスは、ルーティング情報源
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がまったく信頼できないため、無視すべきであることを意味します。重み値は主観的に選択しま

す。重み値を選択するための定量的方法はありません。

アクセスリストがこのコマンドで使用される場合、ネットワークがルーティングテーブルに挿入

されるときに適用されます。この動作により、ルーティング情報を提供する IPプレフィックスに
基づいてネットワークをフィルタリングできます。たとえば、管理制御下にないネットワーキン

グデバイスからの、間違っている可能性があるルーティング情報をフィルタリングできます。

distanceコマンドを実行する順序は、「例」の項に示すように、割り当てられるアドミニストレー
ティブディスタンスに影響を与える可能性があります。次の表に、デフォルトのアドミニストレ

イティブディスタンスを示します。

Table 2:デフォルトのアドミニストレーティブディスタンス

デフォルト距離レートソース

0接続されているインターフェイス

0インターフェイスからのスタティックルート

1ネクストホップへのスタティックルート

5EIGRP集約ルート

20外部 BGP

90内部 EIGRP

110OSPF

115IS-IS

120RIPバージョン 1および 2

170外部 EIGRP

200内部 BGP

255不明

タスク ID

動作タスク ID

読み取り、書き込みospf

Examples
次の例では、router ospfコマンドを使用して、Open Shortest Path First（OSPF）ルーティ
ングインスタンス1を設定しています。最初のdistanceコマンドは、デフォルトのアドミ
ニストレーティブディスタンスを 255に設定します。つまり、ソフトウェアは、明示的
なディスタンスが設定されていないネットワーキングデバイスからのすべてのルーティン
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グアップデートを無視します。2番目の distanceコマンドは、ネットワーク 192.168.40.0
上のすべてのデバイスのアドミニストレーティブディスタンスを 90に設定します。

Device#configure terminal
Device(config)#router ospf 1
Device(config-ospf)#distance 255
Device(config-ospf)#distance 90 192.168.40.0 0.0.0.255

Related Commands 説明コマンド

BGPノードへの最適なルートである可能性がある、外部、内部およびローカルア
ドミニストレーティブディスタンスの使用を許可します。

distance bgp

OSPFノードへの最適なルートである可能性がある、外部、内部およびローカルア
ドミニストレーティブディスタンスの使用を許可します。

distance
ospf

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf
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eigrp log-neighbor-changes
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）隣接関係の変更のロギングをイネーブルにす
るには、ルータコンフィギュレーションモード、アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ド、またはサービスファミリコンフィギュレーションモードで eigrp log-neighbor-changesコマン
ドを使用します。EIGRP隣接関係の変化に関するロギングをディセーブルにするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

eigrp log-neighbor-changes
no eigrp log-neighbor-changes

Syntax Description このコマンドには引数またはキーワードはありません。

Command Default 隣接関係の変更がロギングされます。

Command Modes ルータコンフィギュレーション（config-router）アドレスファミリコンフィギュレーション
（config-router-af）サービスファミリコンフィギュレーション（config-router-sf）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines このコマンドは、ルーティングシステムの安定性を監視して問題の検出に役立てるために、ネイ

バールータとの隣接関係の変更のロギングをイネーブルにします。デフォルトでは、ロギングは

イネーブルです。隣接関係の変更のロギングをディセーブルにするには、このコマンドのno形式
を使用します。

EIGRPアドレスファミリ隣接関係の変更のロギングをイネーブルにするには、アドレスファミリ
コンフィギュレーションモードで eigrp log-neighbor-changesコマンドを使用します。

EIGRPサービスファミリ隣接関係の変更のロギングをイネーブルにするには、サービスファミリ
コンフィギュレーションモードで eigrp log-neighbor-changesコマンドを使用します。

Examples
次の設定は、EIGRPプロセス 209について隣接関係の変更のロギングをディセーブルに
します。

Device(config)# router eigrp 209
Device(config-router)# no eigrp log-neighbor-changes

次の設定は、EIGRPプロセス 209について隣接関係の変更のロギングをイネーブルにし
ます。

Device(config)# router eigrp 209
Device(config-router)# eigrp log-neighbor-changes

次に、自律システム4453でEIGRPアドレスファミリの隣接の変更のロギングをディセー
ブルにする例を示します。
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Device(config)# router eigrp virtual-name
Device(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 4453
Device(config-router-af)# no eigrp log-neighbor-changes
Device(config-router-af)# exit-address-family

次の設定は、EIGRPサービスファミリプロセス 209について隣接関係の変更のロギング
をイネーブルにします。

Device(config)# router eigrp 209
Device(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4453
Device(config-router-sf)# eigrp log-neighbor-changes
Device(config-router-sf)# exit-service-family

Related Commands 説明コマンド

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始して、EIGRP
ルーティングインスタンスを設定します。

address-family (EIGRP)

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを終了します。exit-address-family

サービスファミリコンフィギュレーションモードを終了します。exit-service-family

EIGRPルーティングプロセスを設定します。router eigrp

サービスファミリコンフィギュレーションモードを指定します。service-family
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eigrp log-neighbor-warnings
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）ネイバー警告メッセージのロギングを有効に
するには、ルータコンフィギュレーションモード、アドレスファミリコンフィギュレーション

モード、またはサービスファミリコンフィギュレーションモードで eigrp log-neighbor-warnings
コマンドを使用します。EIGRPネイバー警告メッセージのロギングを無効にするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

eigrp log-neighbor-warnings [seconds]
no eigrp log-neighbor-warnings

Syntax Description （任意）ネイバー警告メッセージの反復間隔（秒数）。有効な範囲は1～65535です。
デフォルトは 10です。

seconds

Command Default ネイバー警告メッセージが 10秒間隔でログに記録されます。

Command Modes ルータコンフィギュレーション（config-router）アドレスファミリコンフィギュレーション
（config-router-af）サービスファミリコンフィギュレーション（config-router-sf）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines ネイバー警告メッセージが発生すると、デフォルトでログに記録されます。このコマンドを使用

すると、ネイバー警告メッセージを無効および有効にしたり、ネイバー警告メッセージの反復間

隔を設定したりすることができます。

EIGRPアドレスファミリの警告メッセージのロギングを有効にするには、アドレスファミリコン
フィギュレーションモードで eigrp log-neighbor-warningsコマンドを使用します。

EIGRPサービスファミリの警告メッセージのロギングを有効にするには、サービスファミリコン
フィギュレーションモードで eigrp log-neighbor-warningsコマンドを使用します。

Examples
次のコマンドでは、EIGRPプロセス 209のネイバー警告メッセージがログに記録され、5
分（300秒）間隔で警告メッセージが繰り返されます。

Device(config)# router eigrp 209
Device(config-router)# eigrp log-neighbor-warnings 300

次に、自律システム番号 4453のサービスファミリのネイバー警告メッセージをログに記
録し、5分（300秒）間隔で警告メッセージを繰り返す例を示します。

Device(config)# router eigrp virtual-name
Device(config-router)# service-family ipv4 autonomous-system 4453
Device(config-router-sf)# eigrp log-neighbor-warnings 300
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次に、自律システム番号 4453のアドレスファミリのネイバー警告メッセージをログに記
録し、5分（300秒）間隔で警告メッセージを繰り返す例を示します。

Device(config)# router eigrp virtual-name
Device(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 4453
Device(config-router-af)# eigrp log-neighbor-warnings 300

Related Commands 説明コマンド

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始して、EIGRP
ルーティングインスタンスを設定します。

address-family (EIGRP)

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを終了します。exit-address-family

サービスファミリコンフィギュレーションモードを終了します。exit-service-family

EIGRPルーティングプロセスを設定します。router eigrp

サービスファミリコンフィギュレーションモードを指定します。service-family
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ip authentication key-chain eigrp
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）パケットの認証を有効にするには、インター
フェイスコンフィギュレーションモードで ip authentication key-chain eigrpコマンドを使用しま
す。このような認証をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

ip authentication key-chain eigrp as-number key-chain
no ip authentication key-chain eigrp as-number key-chain

Syntax Description 認証が適用される自律システム番号as-number

認証キーチェーン名key-chain

Command Default EIGRPパケットには認証は適用されません。

Command Modes インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）仮想ネットワークインターフェイス
（config-if-vnet）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Examples
次に、自律システム 2に認証を適用し、SPORTSというキーチェーン名を識別する例を
示します。

Device(config-if)#ip authentication key-chain eigrp 2 SPORTS

Related Commands DescriptionCommand

キーチェーンの認証キーが有効として受信される期間を設定しま

す。

accept-lifetime

EIGRPパケットで使用される認証タイプを指定します。ip authentication mode eigrp

キーチェーンの認証キーを識別します。key

ルーティングプロトコルの認証をイネーブルにします。key chain

キーの認証文字列を指定します。key-string (authentication)

キーチェーンの認証キーが有効に送信される期間を設定します。send-lifetime
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ip authentication mode eigrp
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）パケットに使用される認証タイプを指定する
には、インターフェイスコンフィギュレーションモードで ip authentication mode eigrpコマンド
を使用します。認証タイプをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

ip authentication mode eigrp as-number md5
no ip authentication mode eigrp as-number md5

Syntax Description 自律システム（AS）番号。as-number

キー付きMessage Digest 5（MD5）認証。md5

Command Default EIGRPパケットには認証は適用されません。

Command Modes インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）仮想ネットワークインターフェイス
（config-if-vnet）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines 認証を設定して、未承認のソースによる無許可または不正なルーティングメッセージの導入を防

ぎます。認証が設定される際に、MD5キー付きダイジェストが指定された自律システム内の各
EIGRPパケットに追加されます。

Examples
次に、自律システム10にあるEIGRPパケットでMD5認証を使用するためにインターフェ
イスを設定する例を示します。

Device(config-if)#ip authentication mode eigrp 10 md5

Related Commands DescriptionCommand

キーチェーンの認証キーが有効として受信される期間を設定

します。

accept-lifetime

EIGRPパケットの認証をイネーブルにします。ip authentication key-chain eigrp

キーチェーンの認証キーを識別します。key

ルーティングプロトコルの認証をイネーブルにします。key chain

キーの認証文字列を指定します。key-string (authentication)
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DescriptionCommand

キーチェーンの認証キーが有効に送信される期間を設定しま

す。

send-lifetime
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ip bandwidth-percent eigrp
インターフェイス上で Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）で使用される可能性あ
る帯域幅の割合を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで ip
bandwidth-percent eigrpコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形
式を使用します。

ip bandwidth-percent eigrp as-number percent
no ip bandwidth-percent eigrp as-number percent

Syntax Description 自律システム（AS）番号。as-number

EIGRPで使用できる帯域幅のパーセントpercent

Command Default EIGRPでは、利用可能な帯域幅の 50%を使用できます。

Command Modes インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）仮想ネットワークインターフェイス
（config-if-vnet）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines bandwidthインターフェイスコンフィギュレーションコマンドで定義されているように、EIGRP
はリンクの帯域幅を 50%まで使用します。このコマンドは、帯域幅のその他のフラクションが必
要な場合に使用できます。100%を超える値が設定されている可能性があることに注意してくださ
い。他の理由で帯域幅が意図的に低く設定されている場合、この設定オプションは便利な場合が

あります。

Examples
次に、EIGRPで、自律システム 209の 56-kbpsシリアルリンクを最大 75%（42 kbps）使
用できるようにする例を示します。

Device(config)#interface serial 0
Device(config-if)#bandwidth 56
Device(config-if)#ip bandwidth-percent eigrp 209 75

Related Commands DescriptionCommand

インターフェイスの帯域幅値を設定します。bandwidth (interface)
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ip cef load-sharing algorithm
Cisco Express Forwardingロードバランシングアルゴリズムを選択するには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで ip cef load-sharing algorithmコマンドを使用します。デフォルトのユニ
バーサルロードバランシングアルゴリズムに戻るには、このコマンドの no形式を使用します。

ip cef load-sharing algorithm {original | [universal [id]]}
no ip cef load-sharing algorithm

Syntax Description 送信元および宛先のハッシュに基づいて、ロードバランスアルゴリズムを元のアル

ゴリズムに設定します。

original

送信元ハッシュ、宛先ハッシュ、IDハッシュを使用するユニバーサルアルゴリズム
に、ロードバランシングアルゴリズムを設定します。

universal

（任意）固定 ID。id

Command Default ユニバーサルロードバランシングアルゴリズムがデフォルトで選択されています。ロードバラン

シングアルゴリズムに固定識別子を設定しなかった場合、ルータは固有 IDを自動的に生成しま
す。

Command Modes グローバルコンフィギュレーション（config）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji
16.9.2

Usage Guidelines Cisco Express Forwardingのオリジナルのロードバランシングアルゴリズムでは、すべてのデバイ
スで同じアルゴリズムが使用されるため、複数のデバイスにわたるロードシェアリングで歪みが

発生していました。ロードバランシングアルゴリズムをユニバーサルモードに設定すると、ネッ

トワークのそれぞれのデバイスは、送信元アドレスと宛先アドレスのペアごとに別々のロードシェ

アリング決定を下すことができるようになり、ロードバランシングのゆがみが解消します。

Examples
次に、Cisco Express Forwardingの元のロードバランシングアルゴリズムを有効にする例
を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ip cef load-sharing algorithm original
Device(config)# exit

Related Commands 説明コマンド

シスコエクスプレスフォワーディングのロードバランシングをイネーブルに

します。

ip load-sharing
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ip prefix-list
プレフィックスリストを作成したり、プレフィックスリストエントリを追加するには、グローバ

ルコンフィギュレーションモードで ip prefix-listコマンドを使用します。プレフィックスリスト
エントリを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

ip prefix-list {list-name [seq number] {deny | permit} network/length [ge ge-length] [le le-length]
| description 説明 | sequence-number}
no ip prefix-list {list-name [seq number] [ {deny | permit} network/length [ge ge-length] [le
le-length]] | description 説明 | sequence-number}

Syntax Description プレフィックスリストを識別するための名前を設定します。「detail」また
は「summary」という単語は、show ip prefix-listコマンドのキーワードであ
るため、リスト名として使用しないでください。

list-name

（任意）プレフィックスリストエントリにシーケンス番号を適用します。seq

（任意）1～ 4294967294の整数。このコマンドを設定するときにシーケン
ス番号が入力されない場合は、デフォルトのシーケンス番号がプレフィック

スリストに適用されます。最初のプレフィックスエントリに番号 5が適用
され、後続の番号のないエントリには 5ずつ増えた番号が適用されます。

number

一致した条件へのアクセスを拒否します。deny

一致した条件へのアクセスを許可します。permit

ネットワークアドレスおよびネットワークマスクの長さ（ビット単位）を

設定します。ネットワーク番号には、任意の有効な IPアドレスまたはプレ
フィックスを指定できます。ビットマスクは 1から 32までの番号を使用で
きます。

network / length

（任意）引数 ge-lengthを指定された範囲に適用することにより、範囲の下
限（範囲の説明の「～から」の部分）を指定します。

geキーワードは、演算子の「以上」を表します。Note

ge

（任意）照合されるプレフィックスの最小の長さを表します。ge-length

（任意）引数 le-lengthを指定された範囲に適用することにより、範囲の上限
（範囲の説明の「～まで」の部分）を指定します。

leキーワードは、演算子の「以下」を表します。Note

le

（任意）照合されるプレフィックスの最大の長さを表します。le-length

（任意）プレフィックスリストに記述名を設定します。description

（任意）プレフィックスリストの記述名（1～ 80文字の長さ）。description
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（任意）プレフィックスリストのシーケンス番号の使用を有効または無効

にします。

sequence-number

Command Default プレフィックスリストまたはプレフィックスリストエントリは作成されません。

Command Modes グローバルコンフィギュレーション（config）

Command History Table 3:

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines IPプレフィックスフィルタリングを設定するには、ip prefix-listコマンドを使用します。一致条
件に基づいてプレフィックスを許可または拒否するには、プレフィックスリストをpermitまたは
denyキーワードを指定して設定します。どのプレフィックスリストのエントリとも一致しないト
ラフィックに暗黙拒否が適用されます。

プレフィックスリストエントリは、IPアドレスとビットマスクで構成されています。IPアドレ
スは、クラスフルなネットワーク、サブネット、または単一のホストルート用にできます。ビッ

トマスクは、1～ 32の数値です。

プレフィックスリストは、完全なプレフィックス長の一致、またはgeキーワードと leキーワード
が使用されている場合は範囲内の一致に基づいてトラフィックをフィルタリングするように設定

されます。geキーワードと leキーワードは、プレフィックス長の範囲を指定するために使用さ
れ、network/length引数だけを使用するよりも柔軟な設定を提供します。プレフィックスリスト
は、geキーワードと leキーワードのどちらも指定されていない場合、完全一致を使用して処理さ
れます。ge値のみが指定されている場合、範囲は ge ge-length引数に入力された値から完全な 32
ビットの長さまでです。le値のみが指定されている場合、範囲は network/length引数に入力された
値から le le-length引数までです。ge ge-lengthと le le-lengthの両方のキーワードと引数が入力され
た場合、その範囲は ge-length引数と le-length引数に使用される値の間です。

この動作は、次の式で表すことができます。

length < ge ge-length < le le-length <= 32

シーケンス番号なしで seqキーワードが設定されている場合、デフォルトのシーケンス番号は 5
です。このシナリオでは、最初のプレフィックスリストエントリには番号 5が割り当てられ、後
続のプレフィックスリストエントリは 5ずつ増分します。たとえば、次の 2つのエントリはシー
ケンス番号 10と 15を持ちます。最初のプレフィックスリストエントリにシーケンス番号が入力
され、後続のエントリには入力されない場合、後続のエントリ番号は 5ずつ増分します。たとえ
ば、最初に設定されたシーケンス番号が 3の場合、後続のエントリは 8、13、および 18になりま
す。デフォルトのシーケンス番号を抑制するには、seqキーワードを指定してno ip prefix-listコマ
ンドを入力します。

プレフィックスリストの評価はシーケンス番号が最も小さいからものから開始し、一致するもの

が見つかるまで順番に評価していきます。IPアドレスの一致が見つかると、そのネットワークに
permitまたは deny文が適用され、リストの残りは評価されません。
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最も処理される頻度の高いプレフィックスリスト文のシーケンス番号を最小にすれば、最良のパ

フォーマンスを得ることができます。seq numberキーワードと引数はリシーケンスに使用できま
す。

Tip

neighborprefix-listコマンドを入力すると、特定のピアのインバウンドまたはアウトバウンドアッ
プデートにプレフィックスリストが適用されます。プレフィックスリストの情報とカウンタは、

show ip prefix-listコマンドの出力に表示されます。prefix-listカウンタをリセットするには、clear
ip prefix-listコマンドを入力します。

Examples
次の例では、プレフィックスリストがデフォルトルート 0.0.0.0/0を拒否するように設定
されています。

Device(config)#ip prefix-list RED deny 0.0.0.0/0

次の例では、プレフィックスリストが 172.16.1.0/24サブネットからのトラフィックを許
可するように設定されています。

Device(config)#ip prefix-list BLUE permit 172.16.1.0/24

次の例では、プレフィックスリストが 24ビット以下のマスク長を持つ 10.0.0.0/8ネット
ワークからのルートを許可するように設定されています。

Device(config)#ip prefix-list YELLOW permit 10.0.0.0/8 le 24

次の例では、プレフィックスリストが 25ビット以上のマスク長を持つ 10.0.0.0/8ネット
ワークからのルートを拒否するように設定されています。

Device(config)#ip prefix-list PINK deny 10.0.0.0/8 ge 25

次の例では、マスク長が 8～ 24ビットの任意のネットワークからのルートを許可するよ
うにプレフィックスリストが設定されています。

Device(config)#ip prefix-list GREEN permit 0.0.0.0/0 ge 8 le 24

次の例では、プレフィックスリストが 10.0.0.0/8ネットワークからの任意のマスク長を持
つルートを拒否するように設定されています。

Device(config)#ip prefix-list ORANGE deny 10.0.0.0/8 le 32

Related Commands 説明コマンド

プレフィックスリストのエントリカウンタをリセットします。clear ip prefix-list

プレフィックスリストのテキスト説明を追加します。ip prefix-list description
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説明コマンド

デフォルトのプレフィックスリストシーケンシングを有効または無効

にします。

ip prefix-list sequence

標準アクセスリストまたは拡張アクセスリストで許可された宛先ネッ

トワーク番号アドレスを含むすべてのルートを配布し、パケットに対

してポリシールーティングを実行します。

match ip address

プレフィックスリストを使用して、指定されたネイバーからのルート

をフィルタリングします。

neighbor prefix-list

プレフィックスリストまたはプレフィックスリストエントリに関する

情報を表示します。

show ip prefix-list
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ip hello-interval eigrp
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）プロセスの Helloインターバルを設定するに
は、インターフェイスコンフィギュレーションモードで ip hello-interval eigrpコマンドを使用し
ます。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ip hello-interval eigrp as-number seconds
no ip hello-interval eigrp as-number [seconds]

Syntax Description 自律システム（AS）番号。as-number

helloインターバル（秒単位）。有効な範囲は 1～ 65535です。seconds

Command Default 低速の非ブロードキャストマルチアクセス（NBMA）ネットワークの helloインターバルは 60秒
で、その他のすべてのネットワークは 5秒です。

Command Modes インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）仮想ネットワークインターフェイス
（config-if-vnet）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines デフォルトの 60秒は、低速の NBMAメディアだけに適用されます。低速とは、bandwidthイン
ターフェイスコンフィギュレーションコマンドで指定されているように、T1以下のレートのこ
とを指します。EIGRP、フレームリレー、およびスイッチドマルチメガビットデータサービス
（SMDS）ネットワークは NBMAと見なすことができることに注意してください。これらのネッ
トワークは、インターフェイスで物理マルチキャストを使用するように設定されていない場合

NBMAと見なされ、それ以外の場合、NBMAとは見なされません。

Examples
次に、イーサネットインターフェイスの 0の helloインターバルを 10秒に設定する例を
示します。

Device(config)#interface ethernet 0
Device(config-if)#ip hello-interval eigrp 109 10

Related Commands DescriptionCommand

インターフェイスの帯域幅値を設定します。bandwidth (interface)

自律システム番号によって指定された特定のEIGRPルーティングプロセ
スのホールドタイムを設定します。

ip hold-time eigrp
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ip hold-time eigrp
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）プロセスのホールドタイムを設定するには、
インターフェイスコンフィギュレーションモードで ip hold-time eigrpコマンドを使用します。デ
フォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ip hold-time eigrp as-number seconds
no ip hold-time eigrp as-number seconds

Syntax Description 自律システム（AS）番号。as-number

ホールド時間（秒単位）。有効な範囲は 1～ 65535です。seconds

Command Default EIGRPホールドタイムは、低速の非ブロードキャストマルチアクセス（NBMA）ネットワークで
180秒で、その他のすべてのネットワークでは 15秒です。

Command Modes インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）仮想ネットワークインターフェイス
（config-if-vnet）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines 非常に混雑した大規模ネットワークでは、一部のルータおよびアクセスサーバが、デフォルト

ホールドタイム内にネイバーから helloパケットを受信できない可能性があります。この場合、
ホールドタイムを増やすこともできます。

ホールドタイムは、少なくとも hello間隔の 3倍にすることを推奨します。指定されたホールド
時間内にルータがhelloパケットを受信しなかった場合は、そのルータ経由のルートが使用できな
いと判断されます。

ホールドタイムを増やすと、ネットワーク全体のルート収束が遅くなります。

デフォルトの 180秒のホールドタイムと 60秒の helloインターバルは、低速の NBMAメディア
だけに適用されます。低速とは、bandwidthインターフェイスコンフィギュレーションコマンド
で指定されているように、T1以下のレートのことを指します。

Examples
次に、イーサネットインターフェイス 0のホールドタイムを 40秒に設定する例を示しま
す。

Device(config)#interface ethernet 0
Device(config-if)#ip hold-time eigrp 109 40
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Related Commands DescriptionCommand

インターフェイスの帯域幅値を設定します。bandwidth (interface)

自律システム番号によって指定された EIGRPルーティングプロセスの
helloインターバルを設定します。

ip hello-interval eigrp
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ip load-sharing
インターフェイスで Cisco Express Forwardingのロードバランシングを有効にするには、インター
フェイスコンフィギュレーションモードで ip load-sharingコマンドを使用します。インターフェ
イスでCisco Express Forwardingのロードバランシングを無効にするには、このコマンドの no形式
を使用します。

ip load-sharing { per-destination }
no ip load-sharing

Syntax Description インターフェイスでCisco Express Forwardingの宛先別ロードバランシングを有
効にします。

per-destination

Command Default 宛先単位のロードバランシングは、シスコエクスプレスフォワーディングをイネーブルにする

と、デフォルトでイネーブルになります。

Command Modes インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines 宛先別ロードバランシングにより、デバイスは複数の等コストのパスを使用して負荷を分散させ

ます。指定された送信元と宛先ホストのペアは、複数の等コストのパスを使用可能な場合であっ

ても、同じパスを使用することが保証されています。異なる送信元と宛先ホストのペア宛てのト

ラフィックは、それぞれ異なるパスを通る傾向があります。

Examples
次の例は、宛先単位のロードバランシングをイネーブルにする方法を示しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/1
Device(config-if)# ip load-sharing per-destination
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ip ospf database-filter all out
Open Shortest Path First（OSPF）インターフェイスへの発信リンクステートアドバタイズメント
（LSA）をフィルタ処理するには、インターフェイスまたは仮想ネットワークインターフェイス
コンフィギュレーションモードで ip ospf database-filter all outコマンドを使用します。インター
フェイスに対する LSAの転送を元に戻すには、このコマンドの no 形式を使用します。

ip ospf database-filter all out [disable]
no ip ospf database-filter all out

Syntax Description （任意）OSPFインターフェイスへの発信LSAのフィルタリングを無効にします。すべ
ての発信 LSAがインターフェイスにフラッディングされます。

このキーワードは、仮想ネットワークインターフェイスモードでのみ使用でき

ます。

Note

disable

Command Default このコマンドは、デフォルトでディセーブルになっています。すべての発信LSAがインターフェ
イスにフラッディングされます。

Command Modes インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

仮想ネットワークインターフェイス（config-if-vnet）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines このコマンドは、neighbor database-filterコマンドがネイバーベースで実行する機能と同じ機能を
実行します。

仮想ネットワークに対して ip ospf database-filter all outコマンドを有効にして無効にする場合は、
仮想ネットワークインターフェイスコンフィギュレーションモードで disableキーワードを使用
します。

Examples
次に、イーサネットインターフェイス 0経由で到達可能なブロードキャスト、非ブロー
ドキャスト、ポイントツーポイントネットワークに OSPF LSAがフィルタリングされな
いようにする例を示します。

Device(config)#interface ethernet 0
Device(config-if)#ip ospf database-filter all out

Related Commands DescriptionCommand

OSPFネイバーへの発信 LSAをフィルタします。neighbor database-filter
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ip ospf name-lookup
すべての OSPF show EXECコマンド表示で使用するドメインネームシステム（DNS）名を検索す
るように Open Shortest Path First（OSPF）を設定するには、グローバルコンフィギュレーション
モードで ip ospf name-lookupコマンドを使用します。この機能を無効にするには、このコマンド
の no 形式を使用します。

ip ospf name-lookup
noipospfname-lookup

Syntax Description このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

Command Default このコマンドは、デフォルトでディセーブルになっています。

Command Modes グローバルコンフィギュレーション

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines このコマンドを使用するとルータがルータ IDやネイバー IDではなく名前で表示されるため、ルー
タを識別しやすくなります。

Examples
次に、すべての OSPF show EXECコマンドの表示で使用する DNS名を検索するように
OSPFを設定する例を示します。

Device(config)#ip ospf name-lookup
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ip split-horizon eigrp
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）スプリットホライズンをイネーブルにするに
は、インターフェイスコンフィギュレーションモードで ip split-horizon eigrpコマンドを使用し
ます。スプリットホライズンをディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用します。

ip split-horizon eigrp as-number
no ip split-horizon eigrp as-number

Syntax Description 自律システム（AS）番号。as-number

Command Default このコマンドの動作は、デフォルトでイネーブルです。

Command Modes インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

仮想ネットワークインターフェイス（config-if-vnet）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines 設定で EIGRPスプリットホライズンをディセーブルにするには、no ip split-horizon eigrpコマン
ドを使用します。

Examples
次の例に、EIGRPスプリットホライズンを有効にする方法を示します。

Device(config-if)#ip split-horizon eigrp 101

Related Commands DescriptionCommand

スプリットホライズンメカニズムをイネーブルにします。ip split-horizon (RIP)

ルーティング情報を交換するネイバールータを定義します。neighbor (EIGRP)
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ip summary-address eigrp
指定されたインターフェイスで Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）のアドレス集
約を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションまたは仮想ネットワークインター

フェイスコンフィギュレーションモードで ip summary-address eigrpコマンドを使用します。こ
の設定を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

ip summary-address eigrp as-number ip-address mask [admin-distance] [leak-map name]
no ip summary-address eigrp as-number ip-address mask

Syntax Description 自律システム（AS）番号。as-number

インターフェイスに適用されるサマリー IPアドレス。ip-address

サブネットマスク。mask

（任意）アドミニストレーティブディスタンス。範囲は 0～ 255です。

Cisco IOS XEリリース 3.2S以降、admin-distance引数が削除されまし
た。アドミニストレーティブディスタンスを設定するには、

summary-metricコマンドを使用します。

Note

admin-distance

（任意）サマリー経由でリークするルートを設定するために使用されるルート

マップ参照を指定します。

leak-map name

Command Default • EIGRPサマリールートには、アドミニストレーティブディスタンス 5が適用されます。

• EIGRPは、単一ホストルートに対しても、自動的にネットワークレベルを集約します。

•事前設定されるサマリーアドレスはありません。

• EIGRPのデフォルトのアドミニストレーティブディスタンスメトリックは 90です。

Command Modes インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

仮想ネットワークインターフェイスコンフィギュレーション（config-if-vnet）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines インターフェイスレベルのアドレス集約を設定するには、ip summary-address eigrpコマンドを使
用します。EIGRP集約ルートには、アドミニストレーティブディスタンス値 5が割り当てられま
す。アドミニストレーティブディスタンスメトリックは、ルーティングテーブルにインストー

ルすることなくサマリーをアドバタイズするために使用します。
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デフォルトでは、EIGRPはサブネットルートをネットワークレベルに集約します。noauto-summary
コマンドを入力して、サブネットレベルの集約を設定することができます。

アドミニストレーティブディスタンスが 255に設定されている場合、サマリーアドレスはピアに
アドバタイズされません。

リークするルートに対する EIGRPのサポート

キーワード leak-mapを設定すると、マニュアルサマリーによって抑制されるコンポーネントルー
トをアドバタイズできるようになります。サマリーの任意のコンポーネントサブセットをリーク

できます。ルートマップおよびアクセスリストは、リークされたルートを特定するために定義す

る必要があります。

不完全な設定を入力した場合、次がデフォルトの動作になります。

•存在しないルートマップを参照するようにキーワード leak-mapを設定する場合、このキー
ワードの設定は無効です。サマリーアドレスはアドバタイズされますが、すべてのコンポー

ネントルートは抑制されます。

•キーワード leak-mapを設定していてもアクセスリストが存在しないかルートマップがアクセ
スリストを参照していない場合、サマリーアドレスおよびすべてのコンポーネントルートが

アドバタイズされます。

仮想ネットワークトランクインターフェイスを設定していて ip summary-address eigrpコマンド
を設定している場合、アドミニストレーティブディスタンスオプションは仮想ネットワークサ

ブインターフェイス上の ip summary-address eigrpコマンドでサポートされていないため、コマ
ンドのadmin-distance値はトランクインターフェイス上で実行されている仮想ネットワークによっ
て継承されません。

Examples
次の例は、イーサネットインターフェイス 0/0で 192.168.0.0/16サマリーアドレスにアド
ミニストレーティブディスタンスを 95に設定する方法を示しています。

Device(config)#router eigrp 1
Device(config-router)#no auto-summary
Device(config-router)#exit
Device(config)#interface Ethernet 0/0
Device(config-if)#ip summary-address eigrp 1 192.168.0.0 255.255.0.0 95

次に、10.2.2.0サマリーアドレスを通じてリークされる 10.1.1.0/24サブネットを設定する
例を示します。

Device(config)#router eigrp 1
Device(config-router)#exit
Device(config)#access-list 1 permit 10.1.1.0 0.0.0.255
Device(config)#route-map LEAK-10-1-1 permit 10
Device(config-route-map)#match ip address 1
Device(config-route-map)#exit
Device(config)#interface Serial 0/0
Device(config-if)#ip summary-address eigrp 1 10.2.2.0 255.0.0.0 leak-map LEAK-10-1-1
Device(config-if)#end
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次の例では、GigabitEthernetインターフェイス 0/0/0を仮想ネットワークトランクイン
ターフェイスとして設定します。

Device(config)#interface gigabitethernet 0/0/0
Device(config-if)#vnet global
Device(config-if-vnet)#ip summary-address eigrp 1 10.3.3.0 255.0.0.0 33

Related Commands DescriptionCommand

ネットワークレベルのルートにサブネットルートの自動集約を設定し

ます（デフォルト動作）。

auto-summary (EIGRP)

EIGRPサマリー集約アドレスの固定メトリックを設定します。summary-metric
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ip route static bfd
スタティックルートのBidirectional ForwardingDetection（BFD）ネイバーを指定するには、グロー
バルコンフィギュレーションモードで ip route static bfdコマンドを使用します。スタティック
ルートの BFDネイバーを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

ip route static bfd {interface-type interface-number ip-address | vrf vrf-name} [group group-name]
[passive] [unassociate]
no ip route static bfd {interface-type interface-number ip-address | vrf vrf-name} [group group-name]
[passive] [unassociate]

Syntax Description インターフェイスのタイプと番

号。

interface-type interface-number

A.B.C.D形式のゲートウェイの
IPアドレス。

ip-address

Virtual Routing and Forwarding
（VRF）インスタンスと宛先の
vrf名を指定します。

vrf vrf-name

（任意）BFDグループを割り当
てます。group-nameは BFDグ
ループ名を指定する最大 32文
字の文字列です。

group group-name

（任意）BFDに設定されたスタ
ティックルートの関連付けを解

除します。

unassociate

Command Default スタティックルート BFDネイバーは指定されていません。

Command Modes グローバルコンフィギュレーション（config）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji
16.9.2

Usage Guidelines スタティックルート BFDネイバーを指定するには、ip route static bfdコマンドを使用します。設
定に指定されている同一のインターフェイスとゲートウェイを保持するスタティックルートはす

べて、到達可能性通知を得るために同一の BFDセッションを共有します。

interface-type interface-numberおよび ip-address引数に同じ値が指定されているスタティックルー
トはすべて、自動的にBFDを使用して、ゲートウェイの到達可能性を判別し、高速障害検出を利
用します。
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groupキーワードはBFDグループを割り当てます。スタティックBFD設定は、インターフェイス
が関連付けられているVPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスに追加されます。passive
キーワードは、グループのパッシブメンバを指定します。passiveキーワードなしでグループにス
タティックBFDを追加すると、BFDがグループのアクティブメンバになります。グループのBFD
セッションをトリガーするために、スタティックルートをアクティブBFD設定によって追跡する
必要があります。特定のグループのすべてのスタティックBFD設定（アクティブとパッシブ）を
削除するには、no ip route static bfdコマンドを使用して、BFDグループ名を指定します。

unassociateキーワードは、BFDネイバーがスタティックルートに関連付けられることなく、イン
ターフェイスに BFDが設定されている場合に BFDセッションが要求されることを指定します。
これは IPv4スタティックルートがないBFDv4セッションを起動するために役立ちます。unassociate
キーワードを指定しない場合は、IPv4スタティックルートが BFDセッションに関連付けられま
す。

BFDでは、両方のエンドポイントデバイス BFDセッションが開始されている必要があります。
そのため、このコマンドは各エンドポイントデバイスで設定する必要があります。

スイッチ仮想インターフェイス（SVI）の BFDスタティックセッションは、その SVI上で無効
だった bfd intervalmillisecondsmin_rxmillisecondsmultipliermultiplier-valueコマンドが有効化された
後にのみ確立されます。

スタティック BFDセッションを有効にするには、次の手順を実行します。

1. SVIで BFDタイマーを有効にします。

bfd interval milliseconds min_rx milliseconds multiplier multiplier-value

2. スタティック IPルートの BFDを有効にします。

ip route static bfd interface-type interface-number ip-address

3. SVIで BFDタイマーを無効にし、再度有効にします。

no bfd interval milliseconds min_rx milliseconds multiplier multiplier-value

bfd interval milliseconds min_rx milliseconds multiplier multiplier-value

Examples
次に、指定したネイバー、グループおよびグループのアクティブメンバを介してすべての

スタティックルートの BFDを設定する例を示します。
Device#configuration terminal
Device(config)#ip route static bfd GigabitEthernet 1/0/1 10.1.1.1 group group1

次に、指定したネイバー、グループおよびグループのパッシブメンバを介してすべてのス

タティックルートの BFDを設定する例を示します。
Device#configuration terminal
Device(config)#ip route static bfd GigabitEthernet 1/0/1 10.2.2.2 group group1 passive

次に、groupおよびpassiveキーワードを指定せず、無関係なモードですべてのスタティッ
クルートの BFDを設定する例を示します。
Device#configuration terminal
Device(config)#ip route static bfd GigabitEthernet 1/0/1 10.2.2.2 unassociate
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ipv6 route static bfd
スタティックルートの Bidirectional Forwarding Detection for IPv6（BFDv6）ネイバーを指定するに
は、グローバルコンフィギュレーションモードで ipv6 route static bfdコマンドを使用します。ス
タティックルートの BFDv6ネイバーを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

ipv6 route static bfd [vrf vrf-name] interface-type interface-number ipv6-address [unassociated]
no ipv6 route static bfd

Syntax Description （任意）スタティックルートを

指定する必要がある Virtual
Routing and Forwarding（VRF）
インスタンスの名前。

vrf vrf-name

インターフェイスのタイプと番

号。

interface-type interface-number

ネイバーの IPv6アドレス。ipv6-address

（任意）スタティック BFDネ
イバーを関連付けられたモード

から無関係なモードに移行しま

す。

unassociated

Command Default スタティックルートの BFDv6ネイバーは指定されていません。

Command Modes グローバルコンフィギュレーション（config）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines スタティックルートのネイバーを指定するには、ipv6 route static bfdコマンドを使用します。設定
に指定されている同一のインターフェイスとゲートウェイを保持するスタティックルートはすべ

て、到達可能性通知を得るために同一のBFDv6セッションを共有します。BFDv6では、両方のエ
ンドポイントのルータでBFDv6セッションが開始されている必要があります。そのため、このコ
マンドは各エンドポイントルータで設定する必要があります。IPv6スタティックBFDv6ネイバー
は、インターフェイスとネイバーアドレスで完全に指定される必要があり、直接接続されている

必要があります。

vrf vrf-name、interface-type interface-numberおよび ipv6-addressに同じ値が指定されているスタティッ
クルートはすべて、自動的にBFDv6を使用して、ゲートウェイの到達可能性を判別し、高速障害
検出を利用します。
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Examples
次に、アドレスが 2001::1のイーサネットインターフェイス 0/0でネイバーを作成する例
を示します。

Device#configuration terminal
Device(config)#ipv6 route static bfd ethernet 0/0 2001::1

次に、ネイバーを無関係なモードに変換する例を示します。

Device#configuration terminal
Device(config)#ipv6 route static bfd ethernet 0/0 2001::1 unassociated
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metric weights（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）メトリック計算を調整するには、ルータコン
フィギュレーションモードまたはアドレスファミリコンフィギュレーションモードで metric
weightsコマンドを使用します。デフォルト値にリセットするには、このコマンドの no形式を使
用します。

Router Configuration
metric weights tos k1 k2 k3 k4 k5
no metric weights

アドレスファミリコンフィギュレーション
metric weights tos [k1 [k2 [k3 [k4 [k5 [k6]]]]]]
no metric weights

Syntax Description サービスのタイプ。この値は常にゼロである必要があります。tos

（任意）EIGRPメトリックベクトルをスカラー量に変換する定数。有効な値
は 0～ 255です。デフォルト値は次のとおりです。

• k1： 1

• k2： 0

• k3： 1

• k4： 0

• k5：0

• k6：0

アドレスファミリコンフィギュレーションモードでは、値を指定しな

いと、デフォルト値が設定されます。k6引数は、アドレスファミリコ
ンフィギュレーションモードでのみサポートされています。

Note

k1 k2 k3 k4 k5 k6

Command Default EIGRPメトリック K値がデフォルト値として設定されます。

Command Modes ルータコンフィギュレーション（config-router）

アドレスファミリコンフィギュレーション（config-router-af）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2
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Usage Guidelines このコマンドを使用すると、EIGRPルーティングおよびメトリックの計算のデフォルト動作を変
更して、特定のタイプオブサービス（ToS）のEIGRPメトリック計算の調整が可能になります。

k5が 0に等しい場合、次の計算式に従って複合 EIGRPメトリックが計算されます。

メトリック = [k1 *帯域幅 + (k2 *帯域幅)/(256 –負荷) + k3 *遅延 + K6 *拡張メトリック]

k5がゼロに等しくない場合、追加の計算が実行されます。

メトリック =メトリック * [k5/(信頼性 + k4)]

スケーリングされた帯域幅 = 107/最小インターフェイス帯域幅（キロビット/秒）* 256

遅延は、クラシックモードでは数十マイクロ秒、名前付きモードではピコ秒単位です。クラシッ

クモードでは、16進数のFFFFFFFF（10進数 4294967295）の遅延は、ネットワークが到達不能で
あることを示します。名前付きモードでは、16進数 FFFFFFFFFFFF（10進数 281474976710655）
の遅延は、ネットワークが到達不能であることを示します。

信頼性は 255のフラクションとして指定されます。つまり、255は 100%の信頼度または完全に安
定したリンクであることを示します。

負荷は、255のフラクションとして指定されます。負荷 255は、完全に飽和状態のリンクを表し
ます。

Examples
次に、メトリックウェイトをデフォルトと少し異なる値に設定する例を示します。

Device(config)#router eigrp 109
Device(config-router)#network 192.168.0.0
Device(config-router)#metric weights 0 2 0 2 0 0

次に、アドレスファミリメトリックウェイトを ToS：0、K1：2、K2：0、K3：2、K4：
0、K5：0、K6：1に設定する例を示します。

Device(config)#router eigrp virtual-name
Device(config-router)#address-family ipv4 autonomous-system 4533
Device(config-router-af)#metric weights 0 2 0 2 0 0 1

Related Commands DescriptionCommand

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始して、EIGRP
ルーティングインスタンスを設定します。

address-family (EIGRP)

インターフェイスの帯域幅値を設定します。bandwidth (interface)

インターフェイスの遅延値を設定します。delay (interface)

IPv6 EIGRPルーティングプロセスを設定します。ipv6 router eigrp

新しいEIGRPルーティング情報を一定の期間使用されないようにしま
す。

metric holddown
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DescriptionCommand

IPルーティングソフトウェアによって、コマンド（EIGRPのみ）に
よって指定されたものよりも多くのホップカウントのあるルートが到

達不能ルートとしてアドバタイズされます。

metric maximum-hops

EIGRPルーティングプロセスを設定します。router eigrp
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neighbor description
説明をネイバーに関連付けるには、ルータコンフィギュレーションモードまたはアドレスファ

ミリコンフィギュレーションモードで neighbor descriptionコマンドを使用します。説明を削除
するには、このコマンドの no形式を使用します。

neighbor {ip-addresspeer-group-name} description text
no neighbor {ip-addresspeer-group-name} description [text]

Syntax Description ネイバーの IPアドレス。ip-address

EIGRPピアグループ名。この引数は、アドレス
ファミリコンフィギュレーションモードでは

利用できません。

peer-group-name

ネイバーを説明するテキスト（最大80文字）。text

Command Default ネイバーの説明はありません。

Command Modes ルータコンフィギュレーション（config-router）アドレスファミリコンフィギュレーション
（config-router-af）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Examples
次に、ネイバーに「peer with example.com」という説明を設定する例を示します。

Device(config)#router bgp 109
Device(config-router)#network 172.16.0.0
Device(config-router)#neighbor 172.16.2.3 description peer with example.com

次の例では、アドレスファミリネイバーの説明を「address-family-peer」としています。

Device(config)#router eigrp virtual-name
Device(config-router)#address-family ipv4 autonomous-system 4453
Device(config-router-af)#network 172.16.0.0
Device(config-router-af)#neighbor 172.16.2.3 description address-family-peer

Related Commands 説明コマンド

アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始して、EIGRPルーティングインスタン
スを設定します。

address-family (EIGRP)
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説明コマンド

EIGRPルーティングプロセスのネットワークを
指定します。

network (EIGRP)

EIGRPアドレスファミリプロセスを設定しま
す。

router eigrp

IPルーティングコマンド
60

IPルーティングコマンド
neighbor description



network（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）ルーティングプロセスのネットワークを指定
するには、ルータコンフィギュレーションモードまたはアドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードで networkコマンドを使用します。エントリを削除するには、このコマンドの no形式
を使用します。

network ip-address [wildcard-mask]
no network ip-address [wildcard-mask]

Syntax Description 直接接続されるネットワークの IPアドレスip-address

（任意）EIGRPワイルドカードビット。ワイルドカードマスクは、サブネット
マスクをビット単位で補完するサブネットワークを示します。

wildcard-mask

Command Default ネットワークは指定されていません。

Command Modes ルータコンフィギュレーション（config-router）アドレスファミリコンフィギュレーション
（config-router-af）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines EIGRPルーティングプロセスに対してnetworkコマンドが設定されると、ルータは1つ以上のロー
カルインターフェイスを一致させます。networkコマンドは、networkコマンドで設定されたアド
レスと同じサブネット内にあるアドレスで構成されているローカルインターフェイスのみと一致

します。次にルータが一致したインターフェイスを通じてネイバー関係を確立します。ルータに

設定可能なネットワーク文（(networkコマンド）の数に制限はありません。

ネットワークをまとめてグループ化するためのショートカットとしてワイルドカードマスクを使

用します。ワイルドカードマスクは、IPアドレスのネットワーク部分のすべてをゼロと一致させ
ます。ワイルドカードマスクは、特定のホスト/IPアドレス、ネットワーク全体、サブネット、さ
らには IPアドレスの範囲を対象としています。

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始する際、このコマンドは名前付きEIGRP
IPv4設定だけに適用されます。名前付き IPv6および Service Advertisement Framework（SAF）設定
では、アドレスファミリコンフィギュレーションモードでこのコマンドをサポートしていませ

ん。

Examples
次に、EIGRP自律システム 1を設定し、ネットワーク 172.16.0.0および 192.168.0.0を通
じてネイバーを確立する例を示します。

Device(config)#router eigrp 1
Device(config-router)#network 172.16.0.0
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Device(config-router)#network 192.168.0.0
Device(config-router)#network 192.168.0.0 0.0.255.255

次に、EIGRPアドレスファミリ自律システム 4453を設定し、ネットワーク 172.16.0.0お
よび 192.168.0.0を通じてネイバーを確立する例を示します。

Device(config)#router eigrp virtual-name
Device(config-router)#address-family ipv4 autonomous-system 4453
Device(config-router-af)#network 172.16.0.0
Device(config-router-af)#network 192.168.0.0

Related Commands 説明コマンド

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始して、EIGRP
ルーティングインスタンスを設定します。

address-family (EIGRP)

EIGRPアドレスファミリプロセスを設定します。router eigrp
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nsf（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）の Cisco Nonstop Forwarding（NSF）動作をイ
ネーブルにするには、ルータコンフィギュレーションモードまたはアドレスファミリコンフィ

ギュレーションモードで nsfコマンドを使用します。EIGRP NSFをディセーブルにして EIGRP
NSF設定を running-configファイルから削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

nsf
no nsf

Syntax Description このコマンドには引数またはキーワードはありません。

Command Default EIGRP NSFはディセーブルです。

Command Modes ルータコンフィギュレーション（config-router）

アドレスファミリコンフィギュレーション（config-router-af）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines nsfコマンドは、NSF対応ルータで EIGRP NSFサポートをイネーブルまたはディセーブルにする
ために使用します。NSFは、ハイアベイラビリティをサポートするプラットフォームでのみサ
ポートされています。

Examples
次の例は、NSFをディセーブルにする方法を示しています。

Device#configure terminal
Device(config)#router eigrp 101
Device(config-router)#no nsf
Device(config-router)#end

次に、EIGRP IPv6 NSFをイネーブルにする例を示します。

Device#configure terminal
Device(config)#router eigrp virtual-name-1
Device(config-router)#address-family ipv6 autonomous-system 10
Device(config-router-af)#nsf
Device(config-router-af)#end

Related Commands 説明コマンド

EIGRPアドレスファミリの IPv6イベント通知に関する情報を
表示します。

debug eigrp address-family ipv6
notifications

IPルーティングコマンド
63

IPルーティングコマンド

nsf（EIGRP）



説明コマンド

EIGRPルーティングプロセスの NSFイベントに関する通知と
情報を表示します。

debug eigrp nsf

EIGRPルーティングプロセスの情報と通知を表示します。debug ip eigrp notifications

アクティブルーティングプロトコルプロセスのパラメータと

現在の状態を表示します。

show ip protocols

アクティブ IPv6ルーティングプロトコルプロセスのパラメー
タと現在の状態を表示します。

show ipv6 protocols

EIGRPを実行している NSF認識ルータが、非アクティブなピ
ア用のルートを保持する期間を決定するために、graceful-restart
purge-timeタイマーを設定します。

timers graceful-restart purge-time

再起動しているルータが NSF対応または NSF認識ピアから
end-of-table通知を待機する最大時間を設定します。

timers nsf converge

初期再起動期間の最大時間を設定します。timers nsf signal
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offset-list（EIGRP）
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）を介して学習されたルートに対する着信およ
び発信メトリックにオフセットを追加するには、ルータコンフィギュレーションモードまたはア

ドレスファミリトポロジコンフィギュレーションモードで offset-listコマンドを使用します。オ
フセットリストを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

offset-list {access-list-numberaccess-list-name} {in | out} offset [interface-type interface-number]
no offset-list {access-list-numberaccess-list-name} {in | out} offset [interface-type interface-number]

Syntax Description 標準アクセスリスト番号または適用される名前。アクセスリスト番号

0は、すべてのネットワーク（ネットワーク、プレフィックス、また
はルート）を示します。offset値が0の場合、アクションは実行されま
せん。

access-list-number |
access-list-name

着信メトリックにアクセスリストが適用されます。in

発信メトリックにアクセスリストが適用されます。out

アクセスリストと一致するネットワークのメトリックに提供されるプ

ラスのオフセット。オフセットが 0の場合、アクションは実行されま
せん。

offset

（任意）オフセットリストが適用されるインターフェイスタイプ。interface-type

（任意）オフセットリストが適用されるインターフェイス番号。interface-number

Command Default EIGRPを介して学習されたルートに対する着信および発信メトリックに、オフセット値が追加さ
れません。

Command Modes ルータコンフィギュレーション（config-router）アドレスファミリトポロジコンフィギュレー
ション（config-router-af-topology）

Command History Table 4:

変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines オフセット値がルーティングメトリックに追加されました。インターフェイスタイプおよびイン

ターフェイス番号のあるオフセットリストは、拡張済みと見なされ、拡張されていないオフセッ

トリストよりも優先されます。したがって、エントリで拡張オフセットリストと通常のオフセッ

トリストが渡される場合、拡張オフセットリストのオフセットがメトリックに追加されます。
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Examples
次の例では、ルータによって、アクセスリスト 21に対してだけ 10のオフセットがルー
タの遅延コンポーネントに適用されます。

Device(config-router)#offset-list 21 out 10

次の例では、ルータによって、イーサネットインターフェイス 0から学習されたルート
に対して 10のオフセットが適用されます。

Device(config-router)#offset-list 21 in 10 ethernet 0

次の例では、ルータによって、EIGRP名前付きコンフィギュレーションのイーサネット
インターフェイス 0から学習されたルートに対して 10のオフセットが適用されます。

Device(config)#router eigrp virtual-name
Device(config-router)#address-family ipv4 autonomous-system 1
Device(config-router-af)#topology base
Device(config-router-af-topology)#offset-list 21 in 10 ethernet0

IPルーティングコマンド
66

IPルーティングコマンド

offset-list（EIGRP）



redistribute（IP）
あるルーティングドメインから別のルーティングドメインにルートを再配布するには、該当する

コンフィギュレーションモードで redistributeコマンドを使用します。（プロトコルに応じて）
再配布のすべてまたは一部を無効にするには、このコマンドのno形式を使用します。プロトコル
固有の動作の詳細については、「使用上のガイドライン」の項を参照してください。

redistribute protocol [process-id] {level-1 | level-1-2 | level-2} [autonomous-system-number] [metric
{metric-value | transparent}] [metric-type type-value] [match {internal | external 1 | external 2}]
[tag tag-value] [route-map map-tag] [subnets] [nssa-only]
no redistribute protocol [process-id] {level-1 | level-1-2 | level-2} [autonomous-system-number]
[metric {metric-value | transparent}] [metric-type type-value] [match {internal | external 1 |
external 2}] [tag tag-value] [route-map map-tag] [subnets] [nssa-only]

Syntax Description ルートの再配布元のプロトコルです。次のキーワード

のいずれかになります。application、bgp、connected、
eigrp、isis、mobile、ospf、rip、、または static[ip]。

static [ip]キーワードは、IPスタティックルートを再配
布する場合に使用します。intermediate
system-to-intermediate system（IS-IS）プロトコルに再配
布する場合は、オプションの ipキーワードを使用しま
す。

applicationキーワードは、あるルーティングドメイン
から別のルーティングドメインにアプリケーションを

再配布するために使用されます。 IS-IS、OSPF、ボー
ダーゲートウェイプロトコル（BGP）、Enhanced
Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）、Routing
Information Protocol（RIP）など、さまざまなルーティ
ングプロトコルに複数のアプリケーションを再配布で

きます。

connectedキーワードは、インターフェイス上で IPア
ドレスを有効にすることによって自動的に確立される

ルートを示します。Open Shortest Path First（OSPF）や
IS-ISなどのルーティングプロトコルの場合、これらの
ルートは自律システムに対して外部として再配布され

ます。

protocol
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（任意）applicationキーワードの場合、これはアプリ
ケーションの名前です。

bgpキーワードまたはeigrpキーワードの場合、これは
16ビット 10進数値である自律システム（AS）番号で
す。

isisキーワードの場合、これはルーティングプロセスの
わかりやすい名前を定義する任意のタグ値です。ルー

ティングプロセスの名前を作成することは、ルーティ

ングを設定するときに名前を使用することを意味しま

す。2つのルーティングドメインにルータを設定し、
この 2つのドメイン間でルーティング情報を再配布で
きます。

ospfキーワードの場合、ルートの再配布元の該当する
OSPFプロセス IDです。この値により、ルーティング
プロセスを識別します。この値は 0以外の 10進数で指
定します。

ripキーワードの場合、process-idの値は必要ありませ
ん。

applicationキーワードの場合、これはアプリケーショ
ンの名前です。

デフォルトでは、プロセス IDは定義されません。

process-id

IS-IS用に、レベル 1ルートが他の IPルーティングプ
ロトコルに個別に再配布されることを指定します。

level-1

IS-IS用に、レベル 1とレベル 2の両方のルートが他の
IPルーティングプロトコルに再配布されることを指定
します。

level-1-2

IS-IS用に、レベル 2ルートが他の IPルーティングプ
ロトコルに個別に再配布されることを指定します。

level-2

（オプション）再配布ルートの自律システム番号です。

有効な範囲は 1～ 65535です。

• 4バイト自律システム（AS）番号の形式として
asdot表記（1.0～ 65535.65535）のみがサポートさ
れています。

自律システムの番号形式の詳細については、routerbgp
コマンドを参照してください。

autonomous-system-number
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（オプション）同じルータ上の一方の OSPFプロセス
から他方のOSPFプロセスに再配布する場合、メトリッ
ク値を指定しないと、メトリックは一方のプロセスか

ら他方のプロセスへ存続します。他のプロセスをOSPF
プロセスに再配布するときに、メトリック値を指定し

ない場合、デフォルトのメトリックは20です。デフォ
ルト値は 0です

metric metric-value

（オプション）再配布ルートのルーティングテーブル

メトリックを RIPメトリックとして使用します。
metric transparent

（オプション）OSPFルーティングドメインにアドバ
タイズされるデフォルトのルートに関連付けられる外

部リンクタイプを指定します。次の 2つの値のいずれ
かにすることができます。

• 1：タイプ 1外部ルート

• 2：タイプ 2外部ルート

metric-typeを指定しない場合、Cisco IOSソフトウェア
ではタイプ 2外部ルートが採用されます。

IS-ISの場合、次の 2つの値のいずれかになります。

• internal：63以下の IS-ISメトリック。

• external：64以上、128以下の IS-ISメトリック。

デフォルトは internalです。

metric-type type value

（任意）OSPFルートを他のルーティングドメインに
再配布する条件を指定します。次のいずれかを指定で

きます。

• internal：特定の自律システムの内部ルート。

• external 1：自律システムの外部だが、OSPFにタ
イプ1外部ルートとしてインポートされるルート。

• external 2：自律システムの外部だが、OSPFにタ
イプ2外部ルートとしてインポートされるルート。

デフォルトは internalです。

match {internal | external1 | external2}
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（オプション）各外部ルートに付加する 32ビットの
10進値を指定します。これは OSPF自体には使用され
ません。自律システム境界ルータ（ASBR）間で情報を
通信するために使用できます。何も指定しない場合、

BGPおよび外部ゲートウェイプロトコル（EGP）から
のルートにはリモート自律システム（AS）番号が使用
され、その他のプロトコルには 0が使用されます。

tag tag-value

（オプション）この送信元ルーティングプロトコルか

ら現在のルーティングプロトコルへのルートのイン

ポートをフィルタリングするために照会するルート

マップを指定します。指定しない場合は、すべてのルー

トが再配布されます。このキーワードを指定し、ルー

トマップタグを 1つも指定しないと、いずれのルート
もインポートされません。

route-map

（オプション）設定されているルートマップの ID。map-tag

（オプション） OSPFへの再配布ルート。

キーワードが設定されているかどうかに関係な

く、サブネット機能はデフォルトでイネーブル

になります。subnetsこの自動追加により、ク
ラスレス OSPFルートが再配布されます。

Note

subnets

（オプション）OSPFに再配布されるすべてのルートに
対する nssa-only属性を設定します。

nssa-only

Command Default ルートの再配布はディセーブルです。

Command Modes ルータコンフィギュレーション（config-router）

アドレスファミリコンフィギュレーション（config-af）

アドレスファミリトポロジコンフィギュレーション（config-router-af-topology）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

redistributeコマンドの no形式の使用

redistributeコマンドに設定したオプションを削除するには、期待する結果が得られるように
redistributeコマンドの no形式を慎重に使用する必要があります。キーワードを変更または無効
にしても、プロトコルによって他のキーワードの状態に影響する場合としない場合があります。

Caution
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異なるプロトコルでは、redistributeコマンドの no形式を異なる方法で導入することを理解する
ことが重要です。

• BGP、OSPF、RIPの設定では、no redistributeコマンドは、実行コンフィギュレーションの
redistributeコマンドから、指定されたキーワードのみを削除します。これらでは、その他の
プロトコルから再配布するときに、減算キーワードの方式を使用します。たとえば、BGPで
no redistribute static route-map interiorを設定する場合、ルートマップのみが再配布から除外
され、redistribute staticがフィルタなしでそのまま残ります。

• no redistribute isisコマンドは、実行コンフィギュレーションから IS-IS再配布を削除します。
IS-ISは、IS-ISが再配布されているかどうかや、プロトコルを再配布しているかどうかに関
係なく、コマンド全体を削除します。

• EIGRPは、EIGRPコンポーネントバージョン rel5の前は、減算キーワード方式を使用してい
ました。EIGRPコンポーネントバージョン rel5以降、no redistributeコマンドによって、他
のプロトコルから再配布するときに redistributeコマンド全体が削除されます。

• router eigrpコマンドを発行し、networkサブコマンドを使用してプロセスのネットワークを
指定すると、EIGRPルーティングプロセスが設定されます。EIGRPルーティングプロセスを
設定しておらず、そのような EIGRPプロセスから BGP、OSPF、RIPへのルートの再配布を
設定したとします。no redistribute eigrpコマンドを使用して redistribute eigrpコマンドのパ
ラメータを変更するか無効にする場合、no redistribute eigrpコマンドは特定のパラメータの
変更または無効化を行うのではなく redistribute eigrpコマンド全体を削除します。

redistributeコマンドのその他の使用上のガイドライン

内部メトリックが指定されたリンクステートプロトコルを受信するルータの場合、ルートのコス

トには、そのルータから再配布するルータまでのコストと宛先に達するまでのアドバタイズされ

たコストの合計が考慮されます。外部メトリックでは、宛先に達するまでのアドバタイズされた

コストだけを考慮します。

IPルーティングプロトコルから学習したルートは、レベル 1またはレベル 2で接続エリアに再配
布できます。level-1-2キーワードを使用すると、1つのコマンドでレベル 1とレベル 2の両方の
ルートが許可されます。

再配布されるルーティング情報は、distribute-list outルータコンフィギュレーションコマンドで
フィルタリングする必要があります。これにより、管理者が意図するルートだけが、受信側のルー

ティングプロトコルに転送されます。

ルータコンフィギュレーションコマンドの redistributeまたは default-informationを使用して
OSPFルーティングドメインにルートを再配布した場合、ルータは必ず自動的に ASBRになりま
す。ただし、デフォルトでは、ASBRはデフォルトルートを OSPFルーティングドメインに生成
しません。

OSPFまたはBGP以外のプロトコルからOSPFにルートを再配布するときは、metric-typeキーワー
ドと type-value引数でメトリックが指定されていないと、OSPFではデフォルトメトリックとして
20が使用されます。BGPからOSPFにルートを再配布する場合は、デフォルトメトリックとして
1が使用されます。OSPFプロセスから別の OSPFプロセスにルートを再配布する場合、自律シス
テム（AS）の外部およびNot-So-Stubby Area（NSSA）のルートではデフォルトメトリックとして
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20が使用されます。OSPFプロセス間でエリア内およびエリア間のルートを再配布する場合は、
再配布元プロセスの内部 OSPFメトリックが再配布先プロセスの外部メトリックとしてアドバタ
イズされます（この場合にのみ、OSPFへのルートの再配布時にルーティングテーブルのメトリッ
クが維持されます）。

show ip ospf [topology-info]コマンドは、subnetsキーワードが設定されているかどうかに関係な
く、subnetsキーワードを表示します。これは、OSPFのサブネット機能がデフォルトでイネーブ
ルになっているためです。

Note

NSSAエリアの内部のルータでは、nssa-onlyキーワードを指定すると、生成されるタイプ7NSSA
LSAの伝播（P）ビットがゼロに設定されます。これらの LSAについては、エリア境界ルータで
タイプ 5外部 LSAに変換されません。NSSAエリアおよび標準エリアに接続されているエリア境
界ルータでは、nssa-onlyキーワードを指定した場合、ルートがNSSAエリアにのみ再配布されま
す。

connectedキーワードが設定されたルートでこのredistributeコマンドの影響を受けるのは、network
ルータコンフィギュレーションコマンドで指定されていないルートです。

default-metricコマンドでメトリックを指定しても、接続ルートのアドバタイズに使用するメト
リックには影響しません。

redistributeコマンドで指定された metric値は、default-metricコマンドで指定された metric値よ
りも優先されます。

Note

内部ゲートウェイプロトコル（IGP）または外部ゲートウェイプロトコル（EGP）の BGPへのデ
フォルトの再配布は、default-information originateルータコンフィギュレーションコマンドが指
定されない限り許可されません。

4バイト自律システム番号のサポート

シスコが採用している 4バイト自律システム番号は、自律システム番号の正規表現のマッチング
および出力表示形式のデフォルトとして asplain（たとえば、65538）を使用していますが、RFC
5396に記載されているとおり、4バイト自律システム番号を asplain形式および asdot形式の両方
で設定できます。4バイト自律システム番号の正規表現マッチングと出力表示のデフォルトをasdot
形式に変更するには、bgp asnotation dotコマンドを使用します。

Examples
次に、OSPFルートを BGPドメインに再配布する例を示します。

Device(config)# router bgp 109
Device(config-router)# redistribute ospf

次に、EIGRPルートを OSPFドメインに再配布する例を示します。

Device(config)# router ospf 110
Device(config-router)# redistribute eigrp
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次に、指定された EIGRPプロセスルートを OSPFドメインに再配布する例を示します。
EIGRP派生メトリックは 100に再マッピングされ、RIPルートは 200に再マッピングされ
ます。

Device(config)# router ospf 109
Device(config-router)# redistribute eigrp 108 metric 100 subnets
Device(config-router)# redistribute rip metric 200 subnets

次に、BGPルートを IS-ISに再配布する例を示します。リンクステートコストが 5に指定
され、メトリックタイプが外部に設定されます。外部というのは、内部メトリックより優

先順位が低いことを示します。

Device(config)# router isis
Device(config-router)# redistribute bgp 120 metric 5 metric-type external

次に、OSPFドメインにアプリケーションを再配布し、メトリック値 5を指定する例を示
します。

Device(config)# router ospf 4
Device(config-router)# redistribute application am metric 5

次に、ネットワーク 172.16.0.0を OSPF 1の外部 LSAとして設定する例を示します。コス
トは 100で維持されます。

Device(config)# interface ethernet 0
Device(config-if)# ip address 172.16.0.1 255.0.0.0
Device(config-if)# exit
Device(config)# ip ospf cost 100
Device(config)# interface ethernet 1
Device(config-if)# ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
!
Device(config)# router ospf 1
Device(config-router)# network 10.0.0.0 0.255.255.255 area 0
Device(config-if)# exit
Device(config-router)# redistribute ospf 2 subnet
Device(config)# router ospf 2
Device(config-router)# network 172.16.0.0 0.255.255.255 area 0

次に、BGPルートを OSPFに再配布し、asplain形式のローカルの 4バイト自律システム
番号を割り当てる例を示します。

Device(config)# router ospf 2
Device(config-router)# redistribute bgp 65538

次に、構成で redistribute connected metric 1000 subnetsコマンドから connected metric
1000 subnetsオプションを削除して、redistribute connectedコマンドをそのままにする例
を示します。

Device(config-router)# no redistribute connected metric 1000 subnets

次に、構成で redistribute connected metric 1000 subnetsコマンドから metric 1000 オプ
ションを削除して、 redistribute connected subnetsコマンドをそのままにする例を示しま
す。
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Device(config-router)# no redistribute connected metric 1000

次に、構成で redistribute connected metric 1000 subnetsコマンドから subnetsオプション
を削除して、redistribute connected metric 1000コマンドをそのままにする例を示します。

Device(config-router)# no redistribute connected subnets

次に、redistribute connectedコマンドと redistribute connectedコマンドに設定されたすべ
てのオプションを構成から削除する方法を示します。

Device(config-router)# no redistribute connected

次に、EIGRPルートが名前付き EIGRP構成の EIGRPプロセスに再配布される例を示しま
す。

Device(config)# router eigrp virtual-name
Device(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 1
Device(config-router-af)# topology base
Device(config-router-af-topology)# redistribute eigrp 6473 metric 1 1 1 1 1

次に、EIGRP構成で再配布を設定および無効化する例を示します。 EIGRPの場合、コマ
ンドの no形式は実行コンフィギュレーションから redistributeコマンドセット全体を削
除することに注意してください。

Device(config)# router eigrp 1
Device(config-router)# network 0.0.0.0
Device(config-router)# redistribute eigrp 2 route-map x
Device(config-router)# redistribute ospf 1 route-map x
Device(config-router)# redistribute bgp 1 route-map x
Device(config-router)# redistribute isis level-2 route-map x
Device(config-router)# redistribute rip route-map x

Device(config)# router eigrp 1
Device(config-router)# no redistribute eigrp 2 route-map x
Device(config-router)# no redistribute ospf 1 route-map x
Device(config-router)# no redistribute bgp 1 route-map x
Device(config-router)# no redistribute isis level-2 route-map x
Device(config-router)# no redistribute rip route-map x
Device(config-router)# end

Device# show running-config | section router eigrp 1

router eigrp 1
network 0.0.0.0

次に、OSPF構成で再配布を設定または無効化する例を示します。コマンドのno形式は、
実行コンフィギュレーションの redistributeコマンドから指定されたキーワードのみを削
除することに注意してください。

Device(config)# router ospf 1
Device(config-router)# network 0.0.0.0
Device(config-router)# redistribute eigrp 2 route-map x
Device(config-router)# redistribute ospf 1 route-map x
Device(config-router)# redistribute bgp 1 route-map x
Device(config-router)# redistribute isis level-2 route-map x
Device(config-router)# redistribute rip route-map x
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Device(config)# router ospf 1
Device(config-router)# no redistribute eigrp 2 route-map x
Device(config-router)# no redistribute ospf 1 route-map x
Device(config-router)# no redistribute bgp 1 route-map x
Device(config-router)# no redistribute isis level-2 route-map x
Device(config-router)# no redistribute rip route-map x
Device(config-router)# end

Device# show running-config | section router ospf 1

router ospf 1
redistribute eigrp 2
redistribute ospf 1
redistribute bgp 1
redistribute rip
network 0.0.0.0

次に、BGPの再配布からルートマップフィルタのみを削除する例を示します。再配布自
体はフィルタなしで有効なままになります。

Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# no redistribute eigrp 2 route-map x

次に、BGPへの EIGRP再配布を削除する例を示します。
Device(config)# router bgp 65000
Device(config-router)# no redistribute eigrp 2

Related Commands DescriptionCommand

OSPFルーティングドメインにデフォルトルートを生成し
ます。

default-information originate (OSPF)

BGPルーティングプロセスを設定します。router bgp

EIGRPアドレスファミリプロセスを設定します。router eigrp
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redistribute（IPv6）
あるルーティングドメインから別のルーティングドメインに IPv6ルートを再配布するには、IPv6
アドレスファミリコンフィギュレーションモードで redistributeコマンドを使用します。再配布
をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

redistribute protocol [process-id][include-connected {level-1 | level-1-2 | level-2}][as-number][metric
metric-value] {metric-type type-value}[nssa-only][tagtag-value][route-map map-tag]

no redistribute protocol [process-id][include-connected {level-1 | level-1-2 | level-2}][as-number][metric
metric-value] {metric-type type-value}[nssa-only][tagtag-value][route-map map-tag]

Syntax Description ルートの再配布元のプロトコルです。bgp、connected、eigrp、isis、lisp、nd、
omp、ospf（ospfv3）、rip、または staticのいずれかのキーワードを指定でき
ます。

protocol

（オプション）bgpキーワードまたは eigrpキーワードの場合、プロセス IDは
16ビットの 10進数の自律システム番号です。

isisキーワードの場合、プロセス IDはルーティングプロセスのわかりやすい名
前を定義する任意の値です。Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）
プロセスはルータごとに1つだけ指定できます。ルーティングプロセスの名前
を作成することは、ルーティングを設定するときに名前を使用することを意味

します。

ospfキーワードの場合、プロセス IDは IPv6のOpen Shortest Path First（OSPF）
ルーティングプロセスをイネーブルにするときに管理目的で割り当てられた番

号です。

ripキーワードの場合、プロセス IDは IPv6 Routing Information Protocol（RIP）
ルーティングプロセスのわかりやすい名前を定義する任意の値です。

process-id

（オプション）ソースプロトコルから学習したルートと、ソースプロトコルが

動作しているインターフェイス上の接続先プレフィックスを、ターゲットプロ

トコルで再配布できるようにします。

include-connected

IS-IS用に、レベル 1ルートが他の IPv6ルーティングプロトコルに個別に再配
布されることを指定します。

level-1

IS-IS用に、レベル 1とレベル 2の両方のルートが他の IPv6ルーティングプロ
トコルに再配布されることを指定します。

level-1-2

IS-IS用に、レベル 2ルートが他の IPv6ルーティングプロトコルに個別に再配
布されることを指定します。

level-2

（オプション）再配布ルートの自律システム番号です。as-number
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（オプション）同じルータ上の一方の OSPFプロセスから他方の OSPFプロセ
スに再配布する場合、メトリック値を指定しないと、メトリックは一方のプロ

セスから他方のプロセスへ存続します。他のプロセスを OSPFプロセスに再配
布するときに、メトリック値を指定しない場合、デフォルトのメトリックは20
です。

metric
metric-value

（オプション）ルーティングドメインにアドバタイズされるデフォルトのルー

トに関連付けられる外部リンクタイプを指定します。次の 2つの値のいずれか
にすることができます。

• 1：タイプ 1外部ルート

• 2：タイプ 2外部ルート

metric-typeキーワードに値が指定されていない場合、Cisco IOSソフトウェア
は、タイプ 2外部ルートを受け入れます。

metric-type
type-value

（オプション）再配布されるルートをNot-So-StubbyArea（NSSA）に制限しま
す。

nssa-only

（オプション）各外部ルートに付加する 32ビットの 10進値を指定します。こ
れは OSPF自体には使用されません。自律システム境界ルータ（ASBR）間で
情報を通信するために使用できます。何も指定しない場合、BGPおよび外部
ゲートウェイプロトコル（EGP）からのルートにはリモート自律システムの番
号が使用され、その他のプロトコルには 0が使用されます。

tag tag-value

（オプション）この送信元ルーティングプロトコルから現在のルーティングプ

ロトコルへのルートのインポートをフィルタリングするためにチェックする

ルートマップを指定します。route-mapキーワードを指定しない場合、すべて
のルートが再配布されます。このキーワードを指定し、ルートマップタグが

表示されていない場合、ルートはインポートされません。

route-map

（オプション）設定されているルートマップの ID。map-tag

Command Modes ルータコンフィギュレーション（config-router）アドレスファミリコンフィギュレーション
（config-router-af）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されま

した。

Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines キーワードを変更またはディセーブルにしても、他のキーワードの状態には影響しません。

ルートの再配布が include-connectedキーワードを指定して設定されている場合、それらは IS-IS
で無視されます。インターフェイスにおいて IS-ISからプレフィックスがアドバタイズされるの
は、インターフェイスで IS-ISが実行されている場合かインターフェイスがパッシブとして設定さ
れている場合です。
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IPv6ルーティングプロトコルから学習されたルートは、レベル 1では IPv6 IS-IS、レベル 2では接
続エリアに再配布されます。level-1-2キーワードを使用すると、1つのコマンドでレベル 1とレベ
ル 2の両方のルートが許可されます。

IPv6 RIPの場合、redistributeコマンドを使用すると、スタティックルートが直接接続されたルー
トのようにアドバタイズされます。

スタティックルートを直接接続されたルートとしてアドバタイズする場合、設定に誤りがあると

ルーティングループが発生する可能性があります。

Note

再配布された IPv6RIPルーティング情報は、ルータコンフィギュレーションモードのdistribute-list
prefix-listコマンドで常にフィルタリングされます。distribute-list prefix-listコマンドを使用する
ことにより、管理者が意図するルートだけが、受信側のルーティングプロトコルに転送されます。

IPv6 RIPの redistributeコマンドで指定された metric値は、default-metricコマンドを使用して指
定された metric値よりも優先されます。

IPv4では、プロトコルを再配布する場合、プロトコルが実行されているインターフェイスのサブ
ネットもデフォルトで再配布されます。IPv6では、これはデフォルトの動作ではありません。IPv6
でプロトコルが実行されているインターフェイスのサブネットを再配布するには、include-connected
キーワードを使用します。IPv6では、送信元プロトコルがBGPの場合、この機能はサポートされ
ません。

Note

no redistributeコマンドを設定すると、クライアントプロトコルが IS-ISまたは EIGRPの場合にパ
ラメータ設定が無視されます。

IS-ISのレベル 1とレベル 2を削除すると、IS-IS再配布が完全に削除されます。IS-ISレベルの設
定は redistributeコマンドを使用してのみ設定できます。

ルートタイプの値をすべて削除すると、デフォルトの再配布タイプが OSPFv3に戻ります。

外部ルートが NSSAに再配布されたときに伝搬ビット（Pビット）をクリアするには、nssa-only
キーワードを指定します。これにより、対応するNSSA外部リンクステートアドバタイズメント
（LSA）が他のエリアに変換されなくなります。

Examples
次に、IPv6BGPルートを再配布するように IPv6 IS-ISを設定する例を示します。メトリッ
クとして 5を指定し、メトリックタイプを 1に設定しています。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router isis
Device(config-router)# address-family ipv6
Device(config-router-af)# redistribute bgp 64500 metric 5 metric-type 1

次に、IPv6 BGPルートを ciscoという名前の IPv6 RIPルーティングプロセスに再配布する
例を示します。
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Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router rip cisco
Device(config-router)# redistribute bgp 42

次に、IS-IS for IPv6ルートを OSPFv3 for IPv6ルーティングプロセス 1に再配布する例を
示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router ospfv3 1
Device(config-router)# address-family ipv6
Device(config-router-af)# redistribute isis 1 metric 32 metric-type 1 tag 85

IPルーティングコマンド
79

IPルーティングコマンド

redistribute（IPv6）



redistribute maximum-prefix（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）に再配布されるプレフィックスの数を制限したり、OSPFに再配
布されたプレフィックスが最大数を超えたときに警告メッセージを生成したりするには、ルータ

コンフィギュレーションモードで redistribute maximum-prefixコマンドを使用します。この値を
削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

redistribute maximum-prefix maximum[percentage][warning-only]
no redistribute

Syntax Description OSPFに再配布できる IPまたは IPv6プレフィックスの最大数を指定する 1～
4294967295の整数。

キーワードwarning-onlyを設定すると、maximum値でシステムが警告メッセージ
のログを記録するまでに OSPFに再配布できるプレフィックスの数が指定されま
す。再配布数に制限はありません。

OSPFに再配布できる IPまたは IPv6プレフィックスの最大数、またはシステムが
警告メッセージのログを記録するまでに OSPFに再配布できるプレフィックス数
は、キーワード warning-onlyが指定されているかどうかで異なります。

引数 maximumのデフォルト値はありません。

warning-onlyキーワードも設定されている場合は、この値によって再配布が制限
されることはありません。その場合は、再配布されるプレフィックスがこの値に

達すると警告メッセージが記録される、契機となる数に過ぎません。

maximum

（任意）1～ 100の整数で、警告メッセージが生成されるしきい値として%で指
定します。

デフォルトは 75%です。

percentage

（任意）引数 maximumで定義されたプレフィックス数を超えたときに警告メッ
セージのログが記録されるようにします。追加の再配布が防止されることはあり

ません。

warning-only

Command Default デフォルトは 75%です。

Command Modes ルータコンフィギュレーション（config-router）アドレスファミリコンフィギュレーション
（config-router-af）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Fuji 16.9.2
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Usage Guidelines ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）のOSPFへの再配布などにより、大量の IPまたは IPv6
プレフィックスが OSPFに挿入されると、ネットワークが深刻なフラッディング状態になるおそ
れがあります。プレフィックスの再配布数を制限すると、この潜在的な問題を回避できます。

redistribute maximum-prefixコマンドを設定した場合は、プレフィックスの再配布数が設定の最
大値に達したときに、それ以上のプレフィックスは再配布されません（warning-onlyキーワード
が設定されている場合を除きます）。

Examples
次に、プレフィックスの再配布数が 600の 85%（510個のプレフィックス）に達した場合
とルートの再配布数が600に達した場合にそれぞれ警告メッセージを記録するように設定
する例を示します。ただし、再配布されるルート数は制限されません。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router ospfv3 11
Device(config-router)# address-family ipv6
Device(config-router-af)# redistribute eigrp 10 subnets
Device(config-router-af)# redistribute maximum-prefix 600 85 warning-only

次に、OSPFv3プロセスに再配布できるプレフィックスの最大数を 10に設定する例を示
します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router ospfv3 10
Device(config-router)# address-family ipv6 unicast
Device(config-router-af)# redistribute maximum-prefix 10
Device(config-router-af)# redistribute connected
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route-map
ルーティングプロトコル間でルートを再配布する条件を定義するか、ポリシールーティングをイ

ネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで route-mapコマンドを使用し
ます。エントリを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number] ordering-seq sequence-name
no route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number] ordering-seq sequence-name

Syntax Description ルートマップ名。map-tag

（任意）ルートマップに一致するルートのみを転送または再配布で

きます。

permit

（任意）ルートマップに一致するルートの転送または再配布をブ

ロックします。

deny

（任意）すでに同じ名前で設定されているルートマップリスト内

の新しいルートマップの位置を指定する番号。

sequence-number

（任意）指定された文字列に基づいてルートマップを順序付けま

す。

ordering-seq sequence-name

Command Default ポリシールーティングが有効になっておらず、ルーティングプロトコル間でルートを再配布する

条件が設定されていません。

Command Modes グローバルコンフィギュレーション（config）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines route-mapコマンドを使用して、ルートマップコンフィギュレーションモードを開始します。

ルートを再配布するか、またはパケットにポリシールーティングを適用するには、ルートマップ

を使用します。ここでは、これらの両方の目的について説明します。

再配布

あるルーティングプロトコルから別のルーティングプロトコルにルートを再配布する条件を定義

するには、route-mapグローバルコンフィギュレーションコマンドと、matchおよび set route-map
コンフィギュレーションコマンドを使用します各 route-mapコマンドには、matchおよび setコ
マンドのリストが関連付けられています。matchコマンドは match criteria（現在の route-mapコ
マンドで再配布が許可される条件）を指定します。setコマンドは、setactions（matchコマンドに
よって適用される基準が満たされた場合に実行される再配布アクション）を指定します。route-map
コマンドが有効で、ユーザがアクションを指定しなかった場合、permitアクションがデフォルト
で適用されます。no route-mapコマンドは、ルートマップを削除します。
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matchルートマップコンフィギュレーションコマンドには、複数の形式があります。matchコマ
ンドはどのような順序でも実行できます。また、setコマンドで指定された set actionsに従って、
ルートが採譜されるようにすべての matchコマンドが一致している必要があります。matchコマ
ンドの no形式を使用すると、指定した一致基準が削除されます。

ルーティングプロセス間でルートを再配布する方法を詳細に制御する必要がある場合にルート

マップを使用します。宛先ルーティングプロトコルは routerグローバルコンフィギュレーショ
ンコマンドを使用して指定します。ソースルーティングプロトコルは redistributeルータコン
フィギュレーションコマンドを使用して指定します。ルートマップの設定方法の例については、

例のセクションを参照してください。

ルートマップに従ってルートを通過する場合は、ルートマップに複数の要素を持たせることがで

きます。route-mapコマンドに関連した 1つ以上の match句に一致しないルートはすべて無視さ
れます。つまり、アウトバウンドルートマップではルートはアドバタイズされず、インバウンド

ルートマップでは受け入れられません。一部のデータのみを変更する場合は、2つ目のルートマッ
プセクションに明示的に matchを指定して設定します。

redistributeルータコンフィギュレーションコマンドでは、map-tag引数で指定されたルートマッ
プを参照します。複数のルートマップで同じマップタグ名を共有できます。

このルートマップの一致基準が満たされた場合、permitキーワードが指定されていると、設定ア
クションに従ってルートが再配布されます。ポリシールーティングの場合、パケットはポリシー

に従ってルーティングされます。一致基準が満たされなかった場合、permitキーワードが指定さ
れていると、同じマップタグを持つ次のルートマップがテストされます。あるルートが、同じ名

前を共有するルートマップセットの一致基準のいずれをも満たさない場合、そのセットによる再

配布は行われません。

ルートマップの一致基準が満たされている場合でも、denyキーワードが指定されているとルート
は再配布されません。ポリシールーティングの場合、パケットはポリシーに従ってルーティング

されません。また、同じマップタグ名を共有しているルートマップは検証されません。パケット

がポリシールーティングの対象にならない場合、通常の転送アルゴリズムが使用されます。

ポリシールーティング

ルートマップには、ポリシールーティングをイネーブルにするというもう 1つの用途がありま
す。ポリシールーティングパケットの条件を定義するには、route-mapコマンドに加えて、ip
policy route-mapまたは ipv6 policy route-mapコマンド、matchおよび setコマンドを使用します。
matchコマンドは、ポリシールーティングが行われる条件を指定します。setコマンドは、match
コマンドによって適用される条件が満たされている場合に実行するルーティングアクションを指

定します。明らかな最短パスとは異なる方法でルートパケットにポリシーを適用することを推奨

します。

sequence-number引数を使用した場合の動作は次のとおりです。

•提供されたタグでエントリが定義されていない場合、sequence-number引数を 10にしたエン
トリが作成されます。

•指定されているタグで定義されているエントリが1つのみの場合、そのエントリが route-map
コマンドのデフォルトエントリになります。このエントリの sequence-number引数は変わりま
せん。
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•指定されたタグによって複数のエントリが定義されている場合、sequence-number引数が必要
であることを伝えるエラーメッセージが表示されます。

no route-map map-tagコマンドが指定されると（sequence-number引数なし）、ルートマップ全体
が削除されます。

Examples
次に、ホップカウントが 1の Routing Information Protocol（RIP）ルートを Open Shortest
PathFirst（OSPF）に再配布する例を示します。これらのルートは、メトリックが5、メト
リックタイプが type1、タグが 1の外部リンクステートアドバタイズメント（LSA）とし
て OSPFに再配布されます。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router ospf 109
Device(config-router)# redistribute rip route-map rip-to-ospf
Device(config-router)# exit
Device(config)# route-map rip-to-ospf permit
Device(config-route-map)# match metric 1
Device(config-route-map)# set metric 5
Device(config-route-map)# set metric-type type1
Device(config-route-map)# set tag 1

次に、IPv6の場合にホップカウントが 1の RIPルートを OSPFに再配布する例を示しま
す。これらのルートは、タグが 42、メトリックタイプが type1の外部 LSAとして OSPF
に再配布されます。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 router ospf 1
Device(config-router)# redistribute rip one route-map rip-to-ospfv3
Device(config-router)# exit
Device(config)# route-map rip-to-ospfv3
Device(config-route-map)# match tag 42
Device(config-route-map)# set metric-type type1

次の、名前付きコンフィギュレーションの例では、ホップカウントが1のEnhanced Interior
Gateway Routing Protocol（EIGRP）アドレスを再配布する方法を示します。これらのアド
レスは、メトリックが 5、タグが 1の外部アドレスとして EIGRPに再配布されます。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router eigrp virtual-name1
Device(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 4453
Device(config-router-af)# topology base
Device(config-router-af-topology)# redistribute eigrp 6473 route-map
virtual-name1-to-virtual-name2
Device(config-router-af-topology)# exit-address-topology
Device(config-router-af)# exit-address-family
Device(config-router)# router eigrp virtual-name2
Device(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 6473
Device(config-router-af)# topology base
Device(config-router-af-topology)# exit-af-topology
Device(config-router-af)# exit-address-family
Device(config)# route-map virtual-name1-to-virtual-name2
Device(config-route-map)# match tag 42
Device(config-route-map)# set metric 5
Device(config-route-map)# set tag 1
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Related Commands DescriptionCommand

インターフェイスでポリシールーティングに使用するルートマップを特

定します。

ip policy route-map

インターフェイス上に IPv6 PBRを設定します。ipv6 policy route-map

ルーティングテーブルからの値と照合します。match

EIGRPアドレスファミリプロセスを設定します。router eigrp

接続先のルーティングプロトコルの値を設定します。set

設定されたすべてのルートマップ、または指定した 1つのルートマップ
だけを表示します。

show route-map
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router-id
固定ルータ IDを使用するには、ルータコンフィギュレーションモードで router-idコマンドを使
用します。Open Shortest Path First（OSPF）で以前のOSPFルータ IDの動作を強制するには、この
コマンドの no形式を使用します。

router-id ip-address
no router-id ip-address

Syntax Description IPアドレス形式でのルータ ID。ip-address

Command Default OSPFルーティングプロセスは定義されません。

Command Modes ルータコンフィギュレーション

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines IPアドレス形式で各ルータに任意の値を定義できます。ただし、それぞれ固有のルータ IDにする
必要があります。

すでにアクティブになっている（ネイバーが存在する）OSPFルータプロセスでこのコマンドを
使用すると、次回のリロード時または手動のOSPFプロセスの再起動時に、新しいルータ IDが使
用されます。OSPFプロセスを手動で再起動するには、clear ip ospfコマンドを使用します。

Examples
次に、固定ルータ IDを指定する例を示します。

router-id 10.1.1.1

Related Commands DescriptionCommand

OSPFルーティングプロセス IDに基づいて再配布をクリアします。clear ip ospf

OSPFルーティングプロセスを設定します。router ospf
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router eigrp
EIGRPルーティングプロセスを設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで
router eigrpコマンドを使用します。EIGRPルーティングプロセスを削除するには、このコマンド
の no形式を使用します。

router eigrp {autonomous-system-numbervirtual-instance-name}
no router eigrp {autonomous-system-numbervirtual-instance-name}

Syntax Description 別の EIGRPアドレスファミリルートに対するサービスを識別するた
めの自律システム番号。ルーティング情報にタグを付加するためにも

使用されます。有効範囲は 1～ 65535です。

autonomous-system-number

EIGRP仮想インスタンス名。この名前は、単一ルータ上のすべてのア
ドレスファミリルータプロセスで一意でなければいけませんが、ルー

タ間で一意である必要はありません。

virtual-instance-name

Command Default EIGRPプロセスは設定されていません。

Command Modes グローバルコンフィギュレーション（config）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines autonomous-system-number引数を使用して router eigrpコマンドを設定すると、自律システム（AS）
設定と呼ばれる EIGRP設定が作成されます。EIGRP AS設定により、ルーティング情報のタギン
グに使用できる EIGRPルーティングインスタンスが作成されます。

引数 virtual-instance-nameを指定して router eigrpコマンドを設定すると、EIGRP名前付きコンフィ
ギュレーションと呼ばれるEIGRP設定が作成されます。EIGRP名前付きコンフィギュレーション
自体は、EIGRPルーティングインスタンスを作成しません。EIGRP名前付きコンフィギュレー
ションは、ルーティングに使用される、アドレスファミリコンフィギュレーションを定義する際

に必要なベースコンフィギュレーションです。

Examples
次に、EIGRPプロセス 109を設定する例を示します。
Device(config)# router eigrp 109

次に、EIGRPアドレスファミリルーティングプロセスを設定し、これに virtual-nameと
いう名前を割り当てる例を示します。

Device(config)# router eigrp virtual-name
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router ospfv3
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）のルータコンフィギュレーションモードを開始す
るには、グローバルコンフィギュレーションモードで router ospfv3コマンドを使用します。

router ospfv3 [process-id]

Syntax Description （任意）内部 ID。ここで使用される番号は、OSPFv3ルーティングプロセスをイネー
ブルにするときに管理目的で割り当てられた番号です。範囲は 1～ 65535です。

process-id

Command Default OSPFv3ルーティングプロセスはデフォルトではディセーブルになっています。

Command Modes グローバルコンフィギュレーション（config）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines router ospfv3コマンドは、OSPFv3ルータコンフィギュレーションモードを開始するために使用
します。このモードから、IPv6または IPv4のアドレスファミリコンフィギュレーションモード
を開始し、IPv6または IPv4アドレスファミリを設定できます。

Examples
次に、OSPFv3ルータコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router ospfv3 1
Device(config-router)#

Related Commands 説明コマンド

IPv6アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

address-family ipv6

IPルーティングコマンド
88

IPルーティングコマンド
router ospfv3



send-lifetime
キーチェーンの認証キーが送信できる期間を設定するには、send-lifetimeコマンドをキーチェー
ンキーコンフィギュレーションモードで使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンド

の no形式を使用します。

send-lifetime [ local ] start-time { infinite end-time | duration seconds }
no send-lifetime

Syntax Description ローカルタイムゾーンで時刻を指定します。local

keyコマンドで指定したキーが送信できる開始時刻です。構文は次のいずれ
かにすることができます。

hh : mm : ss month date year

hh : mm : ss date month year

• hh：時間

• mm：分

• ss：秒

• month：月の最初の 3文字

• date：日（1～ 31）

• year：年（4桁）

デフォルトの開始時刻で、指定できる最初の日付は 1993年 1月 1日です。

start-time

キーは start-time値以降、送信可能です。infinite

キーは、start-time値から end-time値まで、送信可能です。シンタックスは、

start-time値と同じです。end-timeは start-time値の後である必要があります。
デフォルトの終了時刻は無限の期間です。

end-time

キーが送信可能な時間の長さ（秒単位）指定できる範囲は1～864000です。duration seconds

Command Default 期限なし（開始時刻は 1993年 1月 1日、終了時刻は無期限）

Command Modes キーチェーンキーコンフィギュレーション（config-keychain-key）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines start-time値と、infinite、end-time、または duration secondsのいずれかの値を指定します。
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キーにライフタイムを設定する場合は、Network Time Protocol（NTP）または時刻同期方式を実行
することを推奨します。

最後のキーが期限切れになった場合、認証は続行されますが、エラーメッセージが生成されま

す。認証を無効にするには、手動で有効な最後のキーを削除する必要があります。

Examples
次の例では、chain1という名前のキーチェーンが設定されます。Key1という名前のキー
は、午後 1時 30分から午後 3時 30分まで承認され、午後 2時から午後 3時まで送信され
ます。Key2という名前のキーは、午後 2時 30分から午後 4時 30分まで承認され、午後
3時から午後 4時まで送信されます。この重複により、キーの移行またはルータの設定時
間の不一致に対処できます。時間の違いを処理するために、前後に 30分間の余裕が設け
られています。

Device(config)# interface GigabitEthernet1/0/1
Device(config-if)# ip rip authentication key-chain chain1
Device(config-if)# ip rip authentication mode md5
Device(config-if)# exit
Device(config)# router rip
Device(config-router)# network 172.19.0.0
Device(config-router)# version 2
Device(config-router)# exit
Device(config)# key chain chain1
Device(config-keychain)# key 1
Device(config-keychain-key)# key-string key1
Device(config-keychain-key)# accept-lifetime 13:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Device(config-keychain-key)# send-lifetime 14:00:00 Jan 25 1996 duration 3600
Device(config-keychain-key)# exit
Device(config-keychain)# key 2
Device(config-keychain)# key-string key2
Device(config-keychain)# accept-lifetime 14:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Device(config-keychain)# send-lifetime 15:00:00 Jan 25 1996 duration 3600

次に、chain1という名前のキーをEIGRPアドレスファミリに設定する例を示します。Key1
という名前のキーは、午後 1時 30分から午後 3時 30分まで承認され、午後 2時から午後
3時まで送信されます。Key2という名前のキーは、午後 2時 30分から午後 4時 30分ま
で承認され、午後3時から午後4時まで送信されます。この重複により、キーの移行また
はルータの設定時間の不一致に対処できます。時間の違いを処理するために、前後に 30
分間の余裕が設けられています。

Device(config)# router eigrp 10
Device(config-router)# address-family ipv4 autonomous-system 4453
Device(config-router-af)# network 10.0.0.0
Device(config-router-af)# af-interface ethernet0/0
Device(config-router-af-interface)# authentication key-chain trees
Device(config-router-af-interface)# authentication mode md5
Device(config-router-af-interface)# exit
Device(config-router-af)# exit
Device(config-router)# exit
Device(config)# key chain chain1
Device(config-keychain)# key 1
Device(config-keychain-key)# key-string key1
Device(config-keychain-key)# accept-lifetime 13:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Device(config-keychain-key)# send-lifetime 14:00:00 Jan 25 1996 duration 3600
Device(config-keychain-key)# exit
Device(config-keychain)# key 2
Device(config-keychain-key)# key-string key2
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Device(config-keychain-key)# accept-lifetime 14:30:00 Jan 25 1996 duration 7200
Device(config-keychain-key)# send-lifetime 15:00:00 Jan 25 1996 duration 3600

Related Commands DescriptionCommand

キーチェーンの認証キーが有効として受信される期間を設定しま

す。

accept-lifetime

キーチェーンの認証キーを識別します。key

ルーティングプロトコルの認証をイネーブルにするために必要な認

証キーチェーンを定義します。

key chain

キーの認証文字列を指定します。key-string (authentication)

認証キーの情報を表示します。show key chain
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show ip eigrp interfaces
Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）用に設定されたインターフェイスに関する情
報を表示するには、ユーザ EXECまたは特権 EXECモードで show ip eigrp interfacesコマンドを
使用します。

show ip eigrp [vrf vrf-name ] [autonomous-system-number] interfaces [type number] [detail]

Syntax Description （任意）指定された仮想ルーティング/転送（VRF）インスタンスに関
する情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）出力をフィルタリングする必要がある自律システム番号。autonomous-system-number

（任意）インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オン
ラインヘルプ機能を使用します。

type

（任意）インターフェイスまたはサブインターフェイスの番号です。

ネットワーキングデバイスに対する番号付け構文の詳細については、

疑問符（?）のオンラインヘルプ機能を使用してください。

number

（任意）特定のEIGRPプロセスのEIGRPインターフェイスに関する詳
細情報を表示します。

detail

Command Modes ユーザ EXEC (>)

特権 EXEC（#）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines アクティブな EIGRPインターフェイスと EIGRP固有のインターフェイス設定と統計情報を表示
するには、show ip eigrp interfacesコマンドを使用します。オプションの type number引数と detail
キーワードは任意の順序で入力できます。

インターフェイスが指定される場合、そのインターフェイスに関する情報だけが表示されます。

それ以外は、EIGRPが動作しているすべてのインターフェイスに関する情報が表示さます。

自律システムが指定された場合、指定された自律システムについてのルーティングプロセスのみ

が表示されます。指定されない場合、すべての EIGRPプロセスが表示されます。

このコマンドは、EIGRP名前付きコンフィギュレーションおよび EIGRP自律システムコンフィ
ギュレーションに関する情報を表示するために使用できます。

このコマンドは、 show eigrp address-family interfacesコマンドと同じ情報を表示します。シスコ
では、show eigrp address-family interfacesコマンドを使用することを推奨しています。
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Examples
次に、show ip eigrp interfacesコマンドの出力例を示します。

Device#show ip eigrp interfaces

EIGRP-IPv4 Interfaces for AS(60)
Xmit Queue Mean Pacing Time Multicast Pending

Interface Peers Un/Reliable SRTT Un/Reliable Flow Timer Routes
Di0 0 0/0 0 11/434 0 0
Et0 1 0/0 337 0/10 0 0
SE0:1.16 1 0/0 10 1/63 103 0
Tu0 1 0/0 330 0/16 0 0

次の show ip eigrp interfaces detailコマンドの出力例は、アクティブなすべての EIGRPイ
ンターフェイスに関する詳細情報を表示します。

Device#show ip eigrp interfaces detail

EIGRP-IPv4 Interfaces for AS(1)
Xmit Queue PeerQ Mean Pacing Time Multicast Pending

Interface Peers Un/Reliable Un/Reliable SRTT Un/Reliable Flow Timer Routes
Et0/0 1 0/0 0/0 525 0/2 3264 0
Hello-interval is 5, Hold-time is 15
Split-horizon is enabled
Next xmit serial <none>
Packetized sent/expedited: 3/0
Hello's sent/expedited: 6/2
Un/reliable mcasts: 0/6 Un/reliable ucasts: 7/4
Mcast exceptions: 1 CR packets: 1 ACKs suppressed: 0
Retransmissions sent: 1 Out-of-sequence rcvd: 0
Topology-ids on interface - 0
Authentication mode is not set

次の show ip eigrp interfaces detailコマンドの出力例は、no-ecmp-modeオプションととも
に no ip next-hop selfコマンドが設定されている特定のインターフェイスに関する詳細情
報を表示します。

Device#show ip eigrp interfaces detail tunnel 0

EIGRP-IPv4 Interfaces for AS(1)
Xmit Queue PeerQ Mean Pacing Time Multicast Pending

Interface Peers Un/Reliable Un/Reliable SRTT Un/Reliable Flow Timer Routes
Tu0/0 2 0/0 0/0 2 0/0 50 0
Hello-interval is 5, Hold-time is 15
Split-horizon is disabled
Next xmit serial <none>
Packetized sent/expedited: 24/3
Hello's sent/expedited: 28083/9
Un/reliable mcasts: 0/19 Un/reliable ucasts: 18/64
Mcast exceptions: 5 CR packets: 5 ACKs suppressed: 0
Retransmissions sent: 52 Out-of-sequence rcvd: 2
Next-hop-self disabled, next-hop info forwarded, ECMP mode Enabled
Topology-ids on interface - 0
Authentication mode is not set

次の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。
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Table 5: show ip eigrp interfacesフィールドの説明

説明フィールド

EIGRPが設定されるインターフェイス。Interface

直接接続された EIGRPネイバーの数。Peers

インターフェイス上の特定のピアに送信するためにキューに入れられた

信頼性の低いパケットと信頼性の高いパケットの数。

PeerQ Un/Reliable

信頼性の低い送信キューおよび信頼性の高い送信キューに残っているパ

ケットの数。

Xmit Queue Un/Reliable

平均スムーズラウンドトリップ時間（SRTT）間隔（秒単位）。Mean SRTT

インターフェイスからEIGRPパケット（信頼性の低いパケットおよび信
頼性の高いパケット）を送信するタイミングを決定するために使用され

るペーシング時間（秒単位）。

Pacing Time Un/Reliable

デバイスがマルチキャスト EIGRPパケットを送信する最大秒数。Multicast Flow Timer

送信キュー内で送信を待機しているルートの数。Pending Routes

インターフェイス上のネイバーにパケットを送信するために準備された

EIGRPルートの数、および複数のルートが 1つのパケットに格納された
回数。

Packetized sent/expedited

インターフェイス上で送信された EIGRP helloパケットの数と、迅速化
されたパケットの数。

Hello’s sent/expedited

Related Commands DescriptionCommand

EIGRPに設定されているアドレスファミリインターフェ
イスに関する情報を表示します。

show eigrp address-family interfaces

EIGRPによって検出されたネイバーを表示します。show ip eigrp neighbors
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show ip eigrp neighbors
Enhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）によって検出されたネイバーを表示するには、
特権 EXECモードで show ip eigrp neighborsコマンドを使用します。

show ip eigrp [vrf vrf-name ] [autonomous-system-number] neighbors [static | detail] [interface-type
interface-number]

Syntax Description （任意）指定された VPNルーティングおよび転送（VRF）イン
スタンスに関する情報を表示します。

vrf vrf-name

（任意）自律システム番号固有の出力が表示されます。autonomous-system-number

（任意）スタティックネイバーを表示します。static

（任意）詳細なネイバー情報を表示します。detail

（任意）インターフェイス固有の出力が表示されます。interface-type interface-number

Command Modes 特権 EXEC（#）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines show ip eigrp neighborsコマンドは、EIGRP名前付きコンフィギュレーションおよび EIGRP自律
システムコンフィギュレーションに関する情報を表示するために使用できます。動的および静的

ネイバー状態を表示するには、show ip eigrp neighborsコマンドを使用します。このコマンドを使
用して、特定のタイプのトランスポート問題をデバッグすることもできます。

このコマンドは、 show eigrp address-family neighborsコマンドと同じ情報を表示します。シスコ
では、show eigrp address-family neighborsコマンドを使用することを推奨しています。

Examples
次に、show ip eigrp neighborsコマンドの出力例を示します。

Device#show ip eigrp neighbors

H Address Interface Hold Uptime SRTT RTO Q Seq
(sec) (ms) Cnt Num

0 10.1.1.2 Et0/0 13 00:00:03 1996 5000 0 5
2 10.1.1.9 Et0/0 14 00:02:24 206 5000 0 5
1 10.1.2.3 Et0/1 11 00:20:39 2202 5000 0 5

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。
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Table 6: show ip eigrp neighborsフィールドの説明

説明フィールド

EIGRPピアの IPアドレスAddress

ルータがピアから helloパケットを受信するインターフェイスInterface

ピアのダウンを宣言する前に、EIGRPがピアからのヒアリングを待機する時間
（秒）。

Hold

ローカルルータが最初にこのネイバーからヒアリングしてからの経過時間（時:分:
秒）。

Uptime

スムーズラウンドトリップ時間。これは、EIGRPパケットがこのネイバーに送信さ
れる際に必要な時間およびローカルルータがそのパケットの確認応答を受信する際

にかかる時間（ミリ秒単位）の数字です。

SRTT

RetransmissionTimeout（再送信のタイムアウト）（ミリ秒）。これは、再送信キュー
からネイバーへパケットを再送信するまでソフトウェアが待機する時間です。

RTO

ソフトウェアが送信を待機するEIGRPパケット（アップデート、クエリー、応答）
の数。

Q Cnt

このネイバーから受信した最新アップデート、クエリー、または応答パケットのシー

ケンス番号。

Seq Num

次に、show ip eigrp neighbors detailコマンドの出力例を示します。

Device#show ip eigrp neighbors detail

EIGRP-IPv4 VR(foo) Address-Family Neighbors for AS(1)
H Address Interface Hold Uptime SRTT RTO Q Seq

(sec) (ms) Cnt Num
0 192.168.10.1 Gi2/0 12 00:00:21 1600 5000 0 3

Static neighbor (Lisp Encap)
Version 8.0/2.0, Retrans: 0, Retries: 0, Prefixes: 1
Topology-ids from peer - 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

Table 7: show ip eigrp neighbors detailフィールドの説明

説明フィールド

このカラムは、指定されたネイバーとの間で確立されたピアリングセッションの順

番を示します。順番は、0から始まる連続した番号で指定されます。
H

EIGRPピアの IPアドレスAddress

ルータがピアから helloパケットを受信するインターフェイスInterface
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説明フィールド

ピアのダウンを宣言する前に、EIGRPがピアからのヒアリングを待機する時間
（秒）。

Hold

このネイバーからのルートが LISPによってカプセル化されたことを示します。Lisp Encap

ローカルルータが最初にこのネイバーからヒアリングしてからの経過時間（時:分:
秒）。

Uptime

スムーズラウンドトリップ時間。これは、EIGRPパケットがこのネイバーに送信さ
れる際に必要な時間およびローカルルータがそのパケットの確認応答を受信する際

にかかる時間（ミリ秒単位）の数字です。

SRTT

RetransmissionTimeout（再送信のタイムアウト）（ミリ秒）。これは、再送信キュー
からネイバーへパケットを再送信するまでソフトウェアが待機する時間です。

RTO

ソフトウェアが送信を待機するEIGRPパケット（アップデート、クエリー、応答）
の数。

Q Cnt

このネイバーから受信した最新アップデート、クエリー、または応答パケットのシー

ケンス番号。

Seq Num

指定されたピアが実行中のソフトウェアバージョン。Version

パケットを再送信した回数。Retrans

パケットの再送を試行した回数。[Retries]

Related Commands DescriptionCommand

EIGRPによって検出されたネイバーを表示します。show eigrp address-family neighbors
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show ip eigrp topology
Enhanced InteriorGatewayRouting Protocol（EIGRP）トポロジテーブルのエントリを表示するには、
ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで show ip eigrp topologyコマンドを使用します。

show ip eigrp topology [network [mask]prefix | active | all-links | detail-links | frr | pending | secondary-paths
| summary | zero-successors]

Syntax Description （任意）ネットワークアドレス。network

（任意）ネットワークマスク。mask

（任意）<network>/<length>形式のネットワークプレフィックス（例：
192.168.0.0/16）。

prefix

（任意）アクティブ状態にあるすべてのトポロジエントリを表示します。active

（任意）（到達不能な後継ソースを含む）EIGRPトポロジテーブル内の全エン
トリを表示します。

all-links

（任意）追加詳細のあるすべてのトポロジエントリを表示します。detail-links

（任意）EIGRPトポロジテーブルに設定されているループフリー代替のリスト
を表示します。

frr

（任意）ネイバーからのアップデートを待機しているか、ネイバーへの応答を

待機している、EIGRPトポロジテーブル内のすべてのエントリを表示します。
pending

（任意）トポロジのセカンダリパスを表示します。secondary-paths

（任意）EIGRPトポロジテーブルの要約を表示します。summary

（任意）サクセサがゼロの使用可能なルートを表示します。zero-successors

Command Default このコマンドがオプションのキーワードなしで使用される場合、フィージブルサクセサのあるト

ポロジエントリだけが表示され、実行可能なパスだけが表示されます。

Command Modes ユーザ EXEC (>)

特権 EXEC（#）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

frrキーワードが導入されました。Cisco IOS XE Amsterdam 17.3.1
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Usage Guidelines show ip eigrp topologyコマンドを使用して、トポロジエントリ、実行可能なパス、実行不可能な
パス、メトリック、および状態を表示します。このコマンドは、引数またはキーワードなしで使

用して、フィージブルサクセサと実行可能なパスを持つトポロジエントリのみを表示することが

できます。all-linksキーワードは、実行可能かどうかにかかわらずすべてのパスを表示し、
detail-linksキーワードはこれらのパスに関する追加の詳細を表示します。

EIGRP名前付きコンフィギュレーションおよび EIGRP自律システムコンフィギュレーションに
関する情報を表示するには、このコマンドを使用します。このコマンドは、 show eigrp
address-family topologyコマンドと同じ情報を表示します。シスコでは、show eigrp address-family
topologyコマンドを使用することを推奨しています。

Examples
次に、show ip eigrp topologyコマンドの出力例を示します。

Device# show ip eigrp topology

EIGRP-IPv4 Topology Table for AS(1)/ID(10.0.0.1)
Codes: P - Passive, A - Active, U - Update, Q - Query, R - Reply,

r - Reply status, s - sia status
P 10.0.0.0/8, 1 successors, FD is 409600

via 192.0.2.1 (409600/128256), Ethernet0/0
P 192.16.1.0/24, 1 successors, FD is 409600

via 192.0.2.1 (409600/128256), Ethernet0/0
P 10.0.0.0/8, 1 successors, FD is 281600

via Summary (281600/0), Null0
P 10.0.1.0/24, 1 successors, FD is 281600

via Connected, Ethernet0/0

次の show ip eigrp topology prefixコマンドの出力例は、単一のプレフィックスに関する詳
細情報を表示します。表示されるプレフィックスは EIGRP内部ルートです。
Device# show ip eigrp topology 10.0.0.0/8

EIGRP-IPv4 VR(vr1) Topology Entry for AS(1)/ID(10.1.1.2) for 10.0.0.0/8
State is Passive, Query origin flag is 1, 1 Successor(s), FD is 82329600, RIB is 643200
Descriptor Blocks:
10.1.1.1 (Ethernet2/0), from 10.1.1.1, Send flag is 0x0

Composite metric is (82329600/163840), route is Internal
Vector metric:
Minimum bandwidth is 16000 Kbit
Total delay is 631250000 picoseconds
Reliability is 255/255
Load is ½55
Minimum MTU is 1500
Hop count is 1
Originating router is 10.1.1.1

次の show ip eigrp topology prefixコマンドの出力例は、単一のプレフィックスに関する詳
細情報を表示します。表示されるプレフィックスは EIGRP外部ルートです。
Device# show ip eigrp topology 192.16.1.0/24

EIGRP-IPv4 Topology Entry for AS(1)/ID(10.0.0.1) for 192.16.1.0/24
State is Passive, Query origin flag is 1, 1 Successor(s), FD is 409600, RIB is 643200
Descriptor Blocks:
172.16.1.0/24 (Ethernet0/0), from 10.0.1.2, Send flag is 0x0

Composite metric is (409600/128256), route is External
Vector metric:
Minimum bandwidth is 10000 Kbit
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Total delay is 6000 picoseconds
Reliability is 255/255
Load is ½55
Minimum MTU is 1500
Hop count is 1
Originating router is 192.16.1.0/24
External data:
AS number of route is 0
External protocol is Connected, external metric is 0
Administrator tag is 0 (0x00000000)

次の show ip eigrp topology prefixコマンドの出力例は、EIGRPトポロジで no-ecmp-mode
キーワードを指定しないで no ip next-hop-selfコマンドを設定した場合の等コストマルチ
パス（ECMP）モード情報を表示します。ECMPモードは、アドバタイズされているパス
に関する情報を提供します。複数のサクセサが存在する場合、一番上のパスがすべてのイ

ンターフェイス上のデフォルトパスとしてアドバタイズされ、出力に「ECMP Mode:
Advertise by default」と表示されます。デフォルトパス以外のパスがアドバタイズされる
場合は、「ECMP Mode: Advertise out <Interface name>」と表示されます。

トポロジテーブルには、特定のプレフィックスのルートエントリが表示されます。ルー

トは、メトリック、ネクストホップ、およびインフォソースに基づいてソートされます。

DynamicMultipointVPN（DMVPN）シナリオでは、同じメトリックとネクストホップを持
つルートがインフォソースに基づいてソートされます。ECMPのトップルートは常にア
ドバタイズされます。

Device# show ip eigrp topology 192.168.10.0/24

EIGRP-IPv4 Topology Entry for AS(1)/ID(10.10.100.100) for 192.168.10.0/24
State is Passive, Query origin flag is 1, 2 Successor(s), FD is 284160
Descriptor Blocks:
10.100.1.0 (Tunnel0), from 10.100.0.1, Send flag is 0x0

Composite metric is (284160/281600), route is Internal
Vector metric:
Minimum bandwidth is 10000 Kbit
Total delay is 1100 microseconds
Reliability is 255/255
Load is ½55
Minimum MTU is 1400
Hop count is 1
Originating router is 10.10.1.1
ECMP Mode: Advertise by default
10.100.0.2 (Tunnel1), from 10.100.0.2, Send flag is 0X0
Composite metric is (284160/281600), route is Internal
Vector metric:
Minimum bandwidth is 10000 Kbit
Total delay is 1100 microseconds
Reliability is 255/255
Load is ½55
Minimum MTU is 1400
Hop count is 1
Originating router is 10.10.2.2
ECMP Mode: Advertise out Tunnel1

次の show ip eigrp topology all-linksコマンドの出力例は、実行可能でないものを含むすべ
てのパスを表示します。

Device# show ip eigrp topology all-links

EIGRP-IPv4 Topology Table for AS(1)/ID(10.0.0.1)
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Codes: P - Passive, A - Active, U - Update, Q - Query, R - Reply,
r - reply Status, s - sia Status

P 172.16.1.0/24, 1 successors, FD is 409600, serno 14
via 10.10.1.2 (409600/128256), Ethernet0/0
via 10.1.4.3 (2586111744/2585599744), Serial3/0, serno 18

次の show ip eigrp topology detail-linksコマンドの出力例は、ルートに関する追加の詳細
情報を表示します。

Device# show ip eigrp topology detail-links

EIGRP-IPv4 Topology Table for AS(1)/ID(10.0.0.1)
Codes: P - Passive, A - Active, U - Update, Q - Query, R - Reply,

r - reply Status, s - sia Status
P 10.0.0.0/8, 1 successors, FD is 409600, serno 6

via 10.10.1.2 (409600/128256), Ethernet0/0
P 172.16.1.0/24, 1 successors, FD is 409600, serno 14

via 10.10.1.2 (409600/128256), Ethernet0/0
P 10.0.0.0/8, 1 successors, FD is 281600, serno 3

via Summary (281600/0), Null0
P 10.1.1.0/24, 1 successors, FD is 281600, serno 1

via Connected, Ethernet0/0

次の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。
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Table 8: show ip eigrp topologyフィールドの説明

説明フィールド

このトポロジテーブルエントリの状態。Passive
および Activeは、宛先に関する EIGRP状態を参
照します。Update、Query、およびReplyは、送信
されているパケットのタイプを参照します。

• P - Passive：このルートに対して EIGRP計算
が実行されていないことを示します。

• A - Active：このルートに対して EIGRP計算
が実行されていることを示します。

• U - Update：このルートに対して保留アップ
デートパケットが送信を待機していることを

示します。

• Q - Query：このルートに対して保留クエリー
パケットが送信を待機していることを示しま

す。

• R-Reply：このルートに対して保留応答パケッ
トが送信を待機していることを示します。

• r - Reply status：EIGRPがこのルートに対して
クエリーを送信し、指定されたパスからの応

答を待機しています。

• s - sia status：EIGRPクエリーパケットが
stuck-in-active（SIA）ステータスであること
を示します。

Codes

サクセサの数。この数値は、IPルーティングテー
ブル内のネクストホップの数に対応します。

successorsが大文字で表示される場合、ルートま
たはネクストホップは遷移状態です。

successors

シリアル番号。serno
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説明フィールド

フィジブルディスタンス。フィージブルディス

タンスは、宛先に到達するための最適なメトリッ

クか、ルートがアクティブになったときに認識さ

れた最適なメトリックです。この値はフィジビリ

ティ条件チェックに使用されます。レポートされ

たデバイスのディスタンスがフィージブルディス

タンス未満の場合、フィージビリティコンディ

ションが満たされて、そのルートはフィージブル

サクセサになります。ソフトウェアは、パスを

フィージブルサクセサだと判断した後は、その宛

先にクエリーを送信する必要はありません。

FD

パッシブルートをアドバタイズするネクストホッ

プアドレス。

via

Related Commands 説明コマンド

EIGRPアドレスファミリトポロジテーブル内のエントリを
表示します。

show eigrp address-family topology
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show ip eigrp traffic
送受信した Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）パケット数を表示するには、特権
EXECモードで show ip eigrp trafficコマンドを使用します。

show ip eigrp [vrf {vrf-name | *}] [autonomous-system-number] traffic

Syntax Description （任意）指定されたVRFに関する情報を表示します。vrf vrf-name

（任意）すべての VRFに関する情報を表示します。vrf *

（任意）自律システム番号。autonomous-system-number

Command Modes 特権 EXEC（#）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines このコマンドは、EIGRP名前付きコンフィギュレーションおよび EIGRP自律システム（AS）コ
ンフィギュレーションに関する情報を表示するために使用できます。

このコマンドは、 show eigrp address-family trafficコマンドと同じ情報を表示します。シスコで
は、show eigrp address-family trafficコマンドを使用することを推奨しています。

Examples
次に、show ip eigrp traffic コマンドの出力例を示します。

Device#show ip eigrp traffic
EIGRP-IPv4 Traffic Statistics for AS(60)
Hellos sent/received: 21429/2809
Updates sent/received: 22/17
Queries sent/received: 0/0
Replies sent/received: 0/0
Acks sent/received: 16/13
SIA-Queries sent/received: 0/0
SIA-Replies sent/received: 0/0
Hello Process ID: 204
PDM Process ID: 203
Socket Queue: 0/2000/2/0 (current/max/highest/drops)
Input Queue: 0/2000/2/0 (current/max/highest/drops)

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

Table 9: show ip eigrp trafficフィールドの説明

説明フィールド

送受信された helloパケットの数Hellos sent/received

送受信されたアップデートパケットの数Updates sent/received
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説明フィールド

送受信されたクエリーパケットの数Queries sent/received

送受信された応答パケットの数Replies sent/received

送受信される確認応答パケットの数Acks sent/received

送受信される Stuck in Activeクエリーパケット数SIA-Queries sent/received

送受信される Stuck in Active応答パケットのスタック数SIA-Replies sent/received

helloプロセス IDHello Process ID

プロトコル依存モジュール IOSプロセス IDPDM Process ID

IPから EIGRP helloプロセスへのソケットキューカウンタSocket Queue

EIGRP helloプロセスから EIGRP PDMへのソケットキューカウンタInput queue

Related Commands DescriptionCommand

送受信された EIGRPパケットの数を表示します。show eigrp address-family traffic
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show ip ospf
Open Shortest Path First（OSPF）ルーティングプロセスに関する一般情報を表示するには、ユーザ
EXECまたは特権 EXECモードで showipospfコマンドを使用します。

show ip ospf [process-id]

Syntax Description （任意）プロセス ID。この引数を指定すると、指定されたルーティングプロセスの
情報だけが追加されます。

process-id

Command Modes ユーザ EXEC、特権 EXEC

Command History 変更内容メインラインリリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Examples
次に、特定の OSPFプロセス IDを指定しないで入力されたときの、showipospfコマンド
の出力例を示します。

Device#show ip ospf

Routing Process "ospf 201" with ID 10.0.0.1 and Domain ID 10.20.0.1
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
SPF schedule delay 5 secs, Hold time between two SPFs 10 secs
Minimum LSA interval 5 secs. Minimum LSA arrival 1 secs
LSA group pacing timer 100 secs
Interface flood pacing timer 55 msecs
Retransmission pacing timer 100 msecs
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 2. 2 normal 0 stub 0 nssa
External flood list length 0

Area BACKBONE(0)
Number of interfaces in this area is 2
Area has message digest authentication
SPF algorithm executed 4 times
Area ranges are
Number of LSA 4. Checksum Sum 0x29BEB
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless LSA 3
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

Area 172.16.26.0
Number of interfaces in this area is 0
Area has no authentication
SPF algorithm executed 1 times
Area ranges are

192.168.0.0/16 Passive Advertise
Number of LSA 1. Checksum Sum 0x44FD

IPルーティングコマンド
106

IPルーティングコマンド
show ip ospf



Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless LSA 1
Number of indication LSA 1
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

Cisco IOS Release 12.2(18)SXE、12.0(31)S、および 12.4(4)T

次に、BFD機能がOSPFプロセス123でイネーブルされているかどうか確認する showipospf
コマンドの出力例を示します。この出力では、対応するコマンド出力が太字で表示されて

います。

Device#show ip ospf

Routing Process "ospf 123" with ID 172.16.10.1
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Incremental-SPF disabled
Minimum LSA interval 5 secs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x000000
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x000000
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 1. 1 normal 0 stub 0 nssa
External flood list length 0
BFD is enabled
Area BACKBONE(0)

Number of interfaces in this area is 2
Area has no authentication
SPF algorithm last executed 00:00:03.708 ago
SPF algorithm executed 27 times
Area ranges are
Number of LSA 3. Checksum Sum 0x00AEF1
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 0x000000
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

Table 10: show ip ospfフィールドの説明

説明フィールド

プロセス IDおよび OSPFルータ ID。Routing process “ospf 201” with ID
10.0.0.1

サポートされるサービスタイプの数（タイプ 0のみ）Supports...
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説明フィールド

SPF計算の遅延時間（秒単位）。SPF schedule delay

リンクステートアドバタイズメント間の最小間隔（秒単

位）。

Minimum LSA interval

設定されている LSAグループペーシングタイマー（秒
単位）。

LSA group pacing timer

設定されている LSAフラッドペーシングタイマー（ミ
リ秒単位）。

Interface flood pacing timer

設定されている LSA再送信ペーシングタイマー（ミリ
秒単位）。

Retransmission pacing timer

外部リンクステートアドバタイズメントの数。Number of external LSA

不透明リンクステートアドバタイズメントの数。Number of opaque AS LSA

デマンド回線外部および不透明リンクステートアドバタ

イズメントの数。

Number of DCbitless external and opaque
AS LSA

do not age外部および不透明リンクステートアドバタイ
ズメントの数。

Number of DoNotAge external and opaque
AS LSA

ルータに設定されているエリアの数。Number of areas in this router is

外部フラッドリストの長さ。External flood list length

BFDが OSPFプロセスでイネーブルにされています。BFD is enabled

次に、Type-5 LSA機能の OSPF Forwarding Address Suppressionが設定されている場合の
showipospfコマンドの出力からの抜粋を示します。

Device#show ip ospf
.
.
.
Area 2

Number of interfaces in this area is 4
It is a NSSA area
Perform type-7/type-5 LSA translation, suppress forwarding address

.

.

.
Routing Process "ospf 1" with ID 192.168.0.1
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Incremental-SPF disabled
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Minimum LSA interval 5 secs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 0. 0 normal 0 stub 0 nssa
External flood list length 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

Table 11: show ip ospfフィールドの説明

説明フィールド

OSPFエリアおよびタグ。Area

エリアで設定されているインターフェイスの数。Number of interfaces...

指定できるタイプは、内部、エリア境界、または自律シス

テム境界です。

It is...

プロセス IDおよび OSPFルータ ID。Routing process “ospf 1” with ID
192.168.0.1

サポートされるサービスタイプの数（タイプ 0のみ）Supports...

起動時の SPF計算の遅延時間。Initial SPF schedule delay

連続するSPF計算間の最小ホールド時間（ミリ秒単位）。Minimum hold time

連続するSPF計算間の最大ホールド時間（ミリ秒単位）。Maximum wait time

増分 SPF計算のステータス。Incremental-SPF

リンクステートアドバタイズメント間の最小間隔（秒単

位）、およびリンクステートアドバタイズメント間の最小

到着時間（ミリ秒単位）。

Minimum LSA...

設定されている LSAグループペーシングタイマー（秒単
位）。

LSA group pacing timer

設定されている LSAフラッドペーシングタイマー（ミリ
秒単位）。

Interface flood pacing timer

設定されている LSA再送信ペーシングタイマー（ミリ秒
単位）。

Retransmission pacing timer

受信した LSAの数およびタイプNumber of...

外部リンクステートアドバタイズメントの数。Number of external LSA
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説明フィールド

不透明リンクステートアドバタイズメントの数。Number of opaque AS LSA

デマンド回線外部および不透明リンクステートアドバタイ

ズメントの数。

Number of DCbitless external and
opaque AS LSA

do not age外部および不透明リンクステートアドバタイズ
メントの数。

Number of DoNotAge external and
opaque AS LSA

タイプ別にリストされたルータに設定されているエリアの

数。

Number of areas in this router is

外部フラッドリストの長さ。External flood list length

次に、showipospfコマンドの出力例を示します。この例では、ユーザが、
redistributionmaximum-prefixコマンドを使用して再配布ルートの制限を 2000に設定して
います。SPFスロットリングは timersthrottlespfコマンドを使用して設定されました。

Device#show ip ospf 1
Routing Process "ospf 1" with ID 10.0.0.1
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
It is an autonomous system boundary router
Redistributing External Routes from,

static, includes subnets in redistribution
Maximum limit of redistributed prefixes 2000
Threshold for warning message 75%

Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

Table 12: show ip ospfフィールドの説明

説明フィールド

プロセス IDおよび OSPFルータ ID。Routing process “ospf 1” with ID
10.0.0.1

サポートされているサービスのタイプの数。Supports ...

指定できるタイプは、内部、エリア境界、または自律システ

ム境界ルータです。

It is ...

再配布されたルートのプロトコル別リスト。Redistributing External Routes from

再配布ルートの数の制限を指定するために

redistributionmaximum-prefixコマンドに設定されている値。

Maximum limit of redistributed
prefixes
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説明フィールド

redistributionmaximum-prefixコマンドで設定された、警告
メッセージを表示するために必要な再配布ルートのしきい値

の割合。デフォルトは、最大値の 75%です。

Threshold for warning message

SPFスロットリングの初期 SPFスケジュールまでの遅延（ミ
リ秒単位）。timersthrottlespfコマンドを使用して設定されま
す。

Initial SPF schedule delay

SPFスロットリングの 2つの連続する SPF計算間の最小ホー
ルド時間（ミリ秒単位）。timersthrottlespfコマンドを使用し
て設定されます。

Minimum hold time between two
consecutive SPFs

SPFスロットリングの 2つの連続する SPF計算間の最大ホー
ルド時間（ミリ秒単位）。timersthrottlespfコマンドを使用し
て設定されます。

Maximum wait time between two
consecutive SPFs

ルータのエリアの数、エリアアドレスなど。Number of areas

次に、showipospfコマンドの出力例を示します。この例では、ユーザが、LSAスロット
リングを設定しています。これらの出力行は太字で示されます。

Device#show ip ospf 1
Routing Process "ospf 4" with ID 10.10.24.4
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Incremental-SPF disabled
Initial LSA throttle delay 100 msecs
Minimum hold time for LSA throttle 10000 msecs

Maximum wait time for LSA throttle 45000 msecs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 1. 1 normal 0 stub 0 nssa
External flood list length 0

Area 24
Number of interfaces in this area is 2
Area has no authentication
SPF algorithm last executed 04:28:18.396 ago
SPF algorithm executed 8 times
Area ranges are
Number of LSA 4. Checksum Sum 0x23EB9
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
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Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

次に、showipospfコマンドの例を示します。この例では、ユーザが、
redistributionmaximum-prefixコマンドを使用して再配布ルートの制限を 2000に設定して
います。SPFスロットリングは timersthrottlespfコマンドを使用して設定されました。

Device#show ip ospf 1
Routing Process "ospf 1" with ID 192.168.0.0
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
It is an autonomous system boundary router
Redistributing External Routes from,

static, includes subnets in redistribution
Maximum limit of redistributed prefixes 2000
Threshold for warning message 75%

Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

Table 13: show ip ospfフィールドの説明

説明フィールド

プロセス IDおよび OSPFルータ ID。Routing process “ospf 1” with ID
192.168.0.0

サポートされている TOSの数。Supports ...

指定できるタイプは、内部、エリアボーダーまたは自律シス

テム境界ルータです。

It is ...

再配布されたルートのプロトコル別リスト。Redistributing External Routes from

再配布ルートの数の制限を指定するために

redistributionmaximum-prefixコマンドに設定されている値。

Maximum limit of redistributed
prefixes

redistributionmaximum-prefixコマンドで設定された、警告
メッセージを表示するために必要な再配布ルートのしきい値

の割合。デフォルトは、最大値の 75%です。

Threshold for warning message

SPFスロットリングの初期 SPFスケジュールまでの遅延（ミ
リ秒単位）。timersthrottlespfコマンドを使用して設定されま
す。

Initial SPF schedule delay

SPFスロットリングの 2つの連続する SPF計算間の最小ホー
ルド時間（ミリ秒単位）。timersthrottlespfコマンドを使用し
て設定されます。

Minimum hold time between two
consecutive SPFs
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説明フィールド

SPFスロットリングの 2つの連続する SPF計算間の最大ホー
ルド時間（ミリ秒単位）。timersthrottlespfコマンドを使用し
て設定されます。

Maximum wait time between two
consecutive SPFs

ルータのエリアの数、エリアアドレスなど。Number of areas

次に、showipospfコマンドの出力例を示します。この例では、ユーザが、LSAスロット
リングを設定しています。これらの出力行は太字で示されます。

Device#show ip ospf 1
Routing Process "ospf 4" with ID 10.10.24.4
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Incremental-SPF disabled
Initial LSA throttle delay 100 msecs
Minimum hold time for LSA throttle 10000 msecs
Maximum wait time for LSA throttle 45000 msecs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 1. 1 normal 0 stub 0 nssa
External flood list length 0

Area 24
Number of interfaces in this area is 2
Area has no authentication
SPF algorithm last executed 04:28:18.396 ago
SPF algorithm executed 8 times
Area ranges are
Number of LSA 4. Checksum Sum 0x23EB9
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0
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show ip ospf border-routers
エリア境界ルータ（ABR）および自律システム境界ルータ（ASBR）に対する内部 Open Shortest
Path First（OSPF）ルーティングテーブルエントリを表示するには、特権 EXECモードで
showipospfborder-routersコマンドを使用します。

show ip ospf border-routers

Syntax Description このコマンドには引数またはキーワードはありません。

Command Modes 特権 EXEC

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Examples
次に、showipospfborder-routersコマンドの出力例を示します。

Device#show ip ospf border-routers
OSPF Process 109 internal Routing Table
Codes: i - Intra-area route, I - Inter-area route
i 192.168.97.53 [10] via 172.16.1.53, Serial0, ABR, Area 0.0.0.3, SPF 3
i 192.168.103.51 [10] via 192.168.96.51, Serial0, ABR, Area 0.0.0.3, SPF 3
I 192.168.103.52 [22] via 192.168.96.51, Serial0, ASBR, Area 0.0.0.3, SPF 3
I 192.168.103.52 [22] via 172.16.1.53, Serial0, ASBR, Area 0.0.0.3, SPF 3

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

Table 14: show ip ospf border-routers フィールドの説明

説明フィールド

宛先のルータ ID192.168.97.53

このルートを使用するコスト[10]

宛先に対するネクストホップvia 172.16.1.53

発信インターフェイスのインターフェイスタイプSerial0

宛先のルータタイプ。ABR、ASBRまたはこれら両方のいずれかです。ABR

このルートが学習されるエリアのエリア ID。Area

このルートをインストールする Shortest Path First（SPF）計算の内部番号。SPF 3
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show ip ospf database
特定のルータのOpen Shortest Path First（OSPF）データベースに関連する情報リストを表示するに
は、EXECモードで showipospfdatabaseコマンドを使用します。

show ip ospf [process-id area-id] database
show ip ospf [process-id area-id] database [adv-router [ip-address]]
show ip ospf [process-id area-id] database [asbr-summary] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [asbr-summary] [link-state-id] [adv-router [ip-address]]
show ip ospf [process-id area-id] database [asbr-summary] [link-state-id] [self-originate]
[link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [database-summary]
show ip ospf [process-id] database [external] [link-state-id]
show ip ospf [process-id] database [external] [link-state-id] [adv-router [ip-address]]
show ip ospf [process-id area-id] database [external] [link-state-id] [self-originate] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [network] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [network] [link-state-id] [adv-router [ip-address]]
show ip ospf [process-id area-id] database [network] [link-state-id] [self-originate] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [nssa-external] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [nssa-external] [link-state-id] [adv-router [ip-address]]
show ip ospf [process-id area-id] database [nssa-external] [link-state-id] [self-originate] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [router] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [router] [adv-router [ip-address]]
show ip ospf [process-id area-id] database [router] [self-originate] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [self-originate] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [summary] [link-state-id]
show ip ospf [process-id area-id] database [summary] [link-state-id] [adv-router [ip-address]]
show ip ospf [process-id area-id] database [summary] [link-state-id] [self-originate] [link-state-id]

Syntax Description （任意）内部 ID。ローカルで割り当てられ、任意の正の整数を使用できま
す。ここで使用される数は、OSPFルーティングプロセスをイネーブルにす
るときに管理目的で割り当てられた数です。

process-id

（任意）特定のエリアを定義するために使用する networkルータコンフィ
ギュレーションコマンドで定義された OSPFアドレス範囲に関連付けられ
るエリア番号。

area-id

（任意）指定ルータのすべてのLSAを表示します。IPアドレスを指定しな
い場合、ローカルルータ自体の情報が表示されます（これは self-originate
の場合と同じです）。

adv-router
[ip-address
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（任意）アドバタイズメントによって説明されるインターネット環境の部

分。入力値は、アドバタイズメントの LSタイプにより異なります。IPア
ドレス形式で入力する必要があります。

リンクステートアドバタイズメントがネットワークを示す場合、link-state-id
では、次のいずれかの形式を使用できます。

ネットワークの IPアドレス（タイプ 3サマリーリンクアドバタイズメン
トおよび自律システム外部リンクアドバタイズメントなどの場合）。

リンクステート IDから取得された派生アドレス（ネットワークのサブネッ
トマスクを使用してネットワークリンクアドバタイズメントのリンクス

テート IDをマスクすることによって、ネットワークの IPアドレスが生成
されることに注意してください）。

リンクステートアドバタイズメントにルータの説明が記載されている場合

は、必ず、リンクステート IDが、記載されたルータの OSPFルータ IDに
なります。

自律システム外部アドバタイズメント（LSタイプ=5）がデフォルトのルー
トを説明する場合、そのリンクステート IDはデフォルトの宛先（0.0.0.0）
に設定されます。

link-state-id

（任意）自律システム境界ルータサマリーLSA限定の情報を表示します。asbr-summary

（任意）データベースの各エリアの各LSAタイプの数および合計を表示し
ます。

database-summary

（任意）外部 LSAの情報だけを表示します。external

（任意）ネットワーク LSAの情報だけを表示します。network

（任意）NSSA外部 LSAの情報だけを表示します。nssa-external

（任意）ルータ LSAの情報だけを表示します。router

（任意）自己生成 LSA（ローカルルータから）だけ表示します。self-originate

（任意）サマリー LSAの情報だけを表示します。summary

Command Modes EXEC

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines このコマンドは、さまざまな形式で、異なる OSPFリンクステートアドバタイズメントに関する
情報を提供します。
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Examples
次に、引数やキーワードが使用されていないときの showipospfdatabaseコマンドの出力例
を示します。

Device#show ip ospf database
OSPF Router with id(192.168.239.66) (Process ID 300)

Displaying Router Link States(Area 0.0.0.0)
Link ID ADV Router Age Seq# Checksum Link count

172.16.21.6 172.16.21.6 1731 0x80002CFB 0x69BC 8
172.16.21.5 172.16.21.5 1112 0x800009D2 0xA2B8 5
172.16.1.2 172.16.1.2 1662 0x80000A98 0x4CB6 9
172.16.1.1 172.16.1.1 1115 0x800009B6 0x5F2C 1
172.16.1.5 172.16.1.5 1691 0x80002BC 0x2A1A 5
172.16.65.6 172.16.65.6 1395 0x80001947 0xEEE1 4
172.16.241.5 172.16.241.5 1161 0x8000007C 0x7C70 1
172.16.27.6 172.16.27.6 1723 0x80000548 0x8641 4
172.16.70.6 172.16.70.6 1485 0x80000B97 0xEB84 6

Displaying Net Link States(Area 0.0.0.0)
Link ID ADV Router Age Seq# Checksum

172.16.1.3 192.168.239.66 1245 0x800000EC 0x82E
Displaying Summary Net Link States(Area 0.0.0.0)

Link ID ADV Router Age Seq# Checksum
172.16.240.0 172.16.241.5 1152 0x80000077 0x7A05
172.16.241.0 172.16.241.5 1152 0x80000070 0xAEB7
172.16.244.0 172.16.241.5 1152 0x80000071 0x95CB

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

Table 15: show ip ospf Databaseフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号Link ID

アドバタイズルータの ID。ADVRouter

リンクステート経過時間Age

リンクステートシーケンス番号（以前の、または重複した LSAを検出します）Seq#

リンクステートアドバタイズメントの詳細な内容の FletcherチェックサムChecksum

ルータで検出されたインターフェイスの数Link count

次に、asbr-summaryキーワードを指定した場合の showipospfdatabaseコマンドの出力例
を示します。

Device#show ip ospf database asbr-summary
OSPF Router with id(192.168.239.66) (Process ID 300)

Displaying Summary ASB Link States(Area 0.0.0.0)
LS age: 1463
Options: (No TOS-capability)
LS Type: Summary Links(AS Boundary Router)
Link State ID: 172.16.245.1 (AS Boundary Router address)
Advertising Router: 172.16.241.5
LS Seq Number: 80000072
Checksum: 0x3548
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Length: 28
Network Mask: 0.0.0.0 TOS: 0 Metric: 1

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

Table 16: show ip ospf database asbr-summaryフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号OSPF Router with id

OSPFプロセス IDProcess ID

リンクステート経過時間LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0のみ）Options

リンクステートタイプLS Type

リンクステート ID（自律システム境界ルータ）Link State ID

アドバタイズルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス（以前の、または重複したLSAを検出します）。LS Seq Number

LSのチェックサム（リンクステートアドバタイズメントの詳細な内容の
Fletcherチェックサム）

Checksum

LSAの長さ（バイト単位）Length

実行されたネットワークマスクNetwork Mask

サービスのタイプ。TOS

リンクステートメトリックMetric

次に、externalキーワードを指定した場合の showipospfdatabaseコマンドの出力例を示し
ます。

Device#show ip ospf database external
OSPF Router with id(192.168.239.66) (Autonomous system 300)

Displaying AS External Link States
LS age: 280
Options: (No TOS-capability)
LS Type: AS External Link
Link State ID: 10.105.0.0 (External Network Number)
Advertising Router: 172.16.70.6
LS Seq Number: 80000AFD
Checksum: 0xC3A
Length: 36
Network Mask: 255.255.0.0

Metric Type: 2 (Larger than any link state path)
TOS: 0
Metric: 1
Forward Address: 0.0.0.0
External Route Tag: 0
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次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

Table 17: show ip ospf database externalフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号OSPF Router with id

OSPF自律システム番号（OSPFプロセス ID）Autonomous system

リンクステート経過時間LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0のみ）Options

リンクステートタイプLS Type

リンクステート ID（外部ネットワーク番号）。Link State ID

アドバタイズルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス番号（以前の、または重複した LSAを検出しま
す）

LS Seq Number

LSのチェックサム（LSAの詳細な内容の Fletcherチェックサム）。Checksum

LSAの長さ（バイト単位）Length

実行されたネットワークマスクNetwork Mask

外部タイプ。Metric Type

サービスのタイプ。TOS

リンクステートメトリックMetric

転送アドレス。アドバタイズされた宛先へのデータトラフィックは、この

アドレスに転送されます。転送アドレスが0.0.0.0に設定されている場合は、
代わりに、データトラフィックがアドバタイズメントの送信元に転送され

ます。

Forward Address

外部ルートタグ、各外部ルートに関連付けられる 32ビットフィールド。こ
れは、OSPFプロトコル自体では使用されません。

External Route Tag

次に、networkキーワードを指定した場合の showipospfdatabaseコマンドの出力例を示し
ます。

Device#show ip ospf database network
OSPF Router with id(192.168.239.66) (Process ID 300)

Displaying Net Link States(Area 0.0.0.0)
LS age: 1367
Options: (No TOS-capability)
LS Type: Network Links
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Link State ID: 172.16.1.3 (address of Designated Router)
Advertising Router: 192.168.239.66
LS Seq Number: 800000E7
Checksum: 0x1229
Length: 52
Network Mask: 255.255.255.0

Attached Router: 192.168.239.66
Attached Router: 172.16.241.5
Attached Router: 172.16.1.1
Attached Router: 172.16.54.5
Attached Router: 172.16.1.5

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

Table 18: show ip ospf database networkフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号OSPF Router with id

OSPFプロセス IDProcess ID 300

リンクステート経過時間LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0のみ）Options

リンクステートタイプLS Type:

指定ルータのリンクステート IDLink State ID

アドバタイズルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス（以前の、または重複したLSAを検出します）。LS Seq Number

LSのチェックサム（リンクステートアドバタイズメントの詳細な内容の
Fletcherチェックサム）

Checksum

LSAの長さ（バイト単位）Length

実行されたネットワークマスクNetwork Mask

ルータタイプの定義AS Boundary Router

ネットワークに関連付けられるルータの IPアドレス別リストAttached Router

次に、routerキーワードを指定した場合の showipospfdatabaseコマンドの出力例を示しま
す。

Device#show ip ospf database router
OSPF Router with id(192.168.239.66) (Process ID 300)
Displaying Router Link States(Area 0.0.0.0)
LS age: 1176
Options: (No TOS-capability)
LS Type: Router Links
Link State ID: 172.16.21.6
Advertising Router: 172.16.21.6
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LS Seq Number: 80002CF6
Checksum: 0x73B7
Length: 120
AS Boundary Router
155 Number of Links: 8
Link connected to: another Router (point-to-point)
(link ID) Neighboring Router ID: 172.16.21.5
(Link Data) Router Interface address: 172.16.21.6
Number of TOS metrics: 0
TOS 0 Metrics: 2

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

Table 19: show ip ospf database routerフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号OSPF Router with id

OSPFプロセス IDProcess ID

リンクステート経過時間LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0のみ）Options

リンクステートタイプLS Type

リンクステート IDLink State ID

アドバタイズルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス（以前の、または重複したLSAを検出します）。LS Seq Number

LSのチェックサム（リンクステートアドバタイズメントの詳細な内容の
Fletcherチェックサム）

Checksum

LSAの長さ（バイト単位）Length

ルータタイプの定義AS Boundary Router

アクティブリンクの数Number of Links

リンクタイプlink ID

ルータインターフェイスアドレスLink Data

タイプオブサービスメトリック（タイプ 0限定）TOS

次に、summaryキーワードを指定した場合の showipospfdatabaseコマンドの出力例を示
します。

Device#show ip ospf database summary
OSPF Router with id(192.168.239.66) (Process ID 300)

Displaying Summary Net Link States(Area 0.0.0.0)
LS age: 1401
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Options: (No TOS-capability)
LS Type: Summary Links(Network)
Link State ID: 172.16.240.0 (summary Network Number)
Advertising Router: 172.16.241.5
LS Seq Number: 80000072
Checksum: 0x84FF
Length: 28
Network Mask: 255.255.255.0 TOS: 0 Metric: 1

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

Table 20: show ip ospf database summaryフィールドの説明

説明フィールド

ルータ ID番号OSPF Router with id

OSPFプロセス IDProcess ID

リンクステート経過時間LS age

サービスオプションのタイプ（タイプ 0のみ）Options

リンクステートタイプLS Type

リンクステート ID（サマリーネットワーク番号）。Link State ID

アドバタイズルータの ID。Advertising Router

リンクステートシーケンス（以前の、または重複したLSAを検出します）。LS Seq Number

LSのチェックサム（リンクステートアドバタイズメントの詳細な内容の
Fletcherチェックサム）

Checksum

LSAの長さ（バイト単位）Length

実行されたネットワークマスクNetwork Mask

サービスのタイプ。TOS

リンクステートメトリックMetric

次に、database-summaryキーワードを指定した場合の showipospfdatabaseコマンドの出
力例を示します。

Device#show ip ospf database database-summary
OSPF Router with ID (10.0.0.1) (Process ID 1)
Area 0 database summary
LSA Type Count Delete Maxage
Router 3 0 0
Network 0 0 0
Summary Net 0 0 0
Summary ASBR 0 0 0
Type-7 Ext 0 0 0
Self-originated Type-7 0

Opaque Link 0 0 0
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Opaque Area 0 0 0
Subtotal 3 0 0

Process 1 database summary
LSA Type Count Delete Maxage
Router 3 0 0
Network 0 0 0
Summary Net 0 0 0
Summary ASBR 0 0 0
Type-7 Ext 0 0 0
Opaque Link 0 0 0
Opaque Area 0 0 0
Type-5 Ext 0 0 0

Self-originated Type-5 200
Opaque AS 0 0 0
Total 203 0 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

Table 21: show ip ospf database database-summaryフィールドの説明

説明フィールド

エリア番号Area 0 database summary

最初のカラムで特定されたタイプの LSAの数Count

エリアのルータ LSAの数Router

エリアのネットワーク LSAの数Network

エリアの要約 LSAの数Summary Net

エリアの要約自律システム境界ルータ（ASBR）リンクステートアド
バタイズメントの数

Summary ASBR

タイプ 7 LSAの数Type-7 Ext

自動送信タイプ 7 LSASelf-originated Type-7

タイプ 9 LSAの数Opaque Link

タイプ 10 LSAカウントOpaque Area

エリアの LSAの合計Subtotal

エリア内で「Deleted」とマークされたリンクステートアドバタイズ
メントの数。

Delete

エリア内で「Maxaged」とマークされたリンクステートアドバタイ
ズメントの数。

Maxage

プロセスのデータベースサマリーProcess 1 database summary

最初のカラムで特定されたタイプの LSAの数Count
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説明フィールド

プロセスのルータ LSAの数Router

プロセスのネットワーク LSAの数Network

プロセスのサマリー LSAの数Summary Net

プロセスの要約自律システム境界ルータ（ASBR）リンクステートア
ドバタイズメントの数

Summary ASBR

タイプ 7 LSAの数Type-7 Ext

タイプ 9 LSAの数Opaque Link

タイプ 10 LSAの数Opaque Area

タイプ 5 LSAの数Type-5 Ext

自動送信タイプ 5 LSAの数Self-Originated Type-5

タイプ 11 LSAの数Opaque AS

プロセスの LSAの合計Total

プロセス内で「Deleted」とマークされたリンクステートアドバタイ
ズメントの数。

Delete

プロセス内で「Maxaged」とマークされたリンクステートアドバタ
イズメントの数。

Maxage
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show ip ospf interface
Open Shortest Path First（OSPF）に関連するインターフェイス情報を表示するには、ユーザ EXEC
または特権 EXECモードで show ip ospf interfaceコマンドを使用します。

show ip [ospf] [process-id] interface [type number] [brief] [multicast] [topology {topology-name
| base}]

Syntax Description （任意）プロセス ID番号。この引数を指定すると、指定されたルーティ
ングプロセスの情報だけが追加されます。指定できる範囲は 1～ 65535
です。

process-id

（任意）インターフェイスタイプ。引数 typeを指定すると、指定された
インターフェイスタイプの情報だけが追加されます。

type

（任意）インターフェイス番号。引数 numberを指定すると、指定され
たインターフェイス番号の情報だけが追加されます。

number

（任意）OSPFインターフェイス、状態、アドレスとマスク、およびデ
バイスのエリアに関する簡単な概要情報を表示します。

brief

（任意）マルチキャスト情報を表示します。multicast

（任意）ネームドトポロジインスタンスに関するOSPF関連情報を表示
します。

topology topology-name

（任意）基本トポロジに関する OSPF関連情報を表示します。topology base

Command Modes ユーザ EXEC (>)

特権 EXEC（#）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Examples
次に、イーサネットインターフェイス 0/0が指定されている場合の show ip ospf interface
コマンドの出力例を示します。

Device#show ip ospf interface ethernet 0/0

Ethernet0/0 is up, line protocol is up
Internet Address 192.168.254.202/24, Area 0
Process ID 1, Router ID 192.168.99.1, Network Type BROADCAST, Cost: 10
Topology-MTID Cost Disabled Shutdown Topology Name

0 10 no no Base
Transmit Delay is 1 sec, State DR, Priority 1
Designated Router (ID) 192.168.99.1, Interface address 192.168.254.202

IPルーティングコマンド
125

IPルーティングコマンド
show ip ospf interface



Backup Designated router (ID) 192.168.254.10, Interface address 192.168.254.10
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
oob-resync timeout 40
Hello due in 00:00:05

Supports Link-local Signaling (LLS)
Cisco NSF helper support enabled
IETF NSF helper support enabled
Index 1/1, flood queue length 0
Next 0x0(0)/0x0(0)
Last flood scan length is 1, maximum is 1
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 192.168.254.10 (Backup Designated Router)

Suppress hello for 0 neighbor(s)

Cisco IOSリリース 12.2(33)SRBでは、次の show ip ospf interface brief topology VOICEコ
マンドの出力例には、Multitopology Routing（MTR）VOICEトポロジがインターフェイス
コンフィギュレーションで設定されていることなどの、情報の概要が示されます。

Device#show ip ospf interface brief topology VOICE

VOICE Topology (MTID 10)
Interface PID Area IP Address/Mask Cost State Nbrs F/C
Lo0 1 0 10.0.0.2/32 1 LOOP 0/0
Se2/0 1 0 10.1.0.2/30 10 P2P 1/1

次の show ip ospf interface brief topology VOICEコマンドの出力例では、インターフェイ
スに対するMTR VOICEトポロジの詳細が示されています。キーワード briefを指定せず
にこのコマンドを入力すると、詳細が表示されます。

Device#show ip ospf interface topology VOICE

VOICE Topology (MTID 10)
Loopback0 is up, line protocol is up

Internet Address 10.0.0.2/32, Area 0
Process ID 1, Router ID 10.0.0.2, Network Type LOOPBACK
Topology-MTID Cost Disabled Shutdown Topology Name

10 1 no no VOICE
Loopback interface is treated as a stub Host Serial2/0 is up, line protocol is up
Internet Address 10.1.0.2/30, Area 0
Process ID 1, Router ID 10.0.0.2, Network Type POINT_TO_POINT
Topology-MTID Cost Disabled Shutdown Topology Name

10 10 no no VOICE
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
oob-resync timeout 40
Hello due in 00:00:03

Supports Link-local Signaling (LLS)
Cisco NSF helper support enabled
IETF NSF helper support enabled
Index 1/1, flood queue length 0
Next 0x0(0)/0x0(0)
Last flood scan length is 1, maximum is 1
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 10.0.0.1

Suppress hello for 0 neighbor(s)

Cisco IOSリリース 12.2(33)SRCでは、次の show ip ospf interfaceコマンドの出力例は、設
定された存続可能時間（TTL）の制限に関する詳細を表示します。
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Device#show ip ospf interface ethernet 0
.
.
.
Strict TTL checking enabled
! or a message similar to the following is displayed
Strict TTL checking enabled, up to 4 hops allowed
.
.
.

次の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。

Table 22: show ip ospf interfaceフィールドの説明

説明フィールド

物理リンクのステータス、およびプロトコルの動作ステータ

ス。

Ethernet

OSPFプロセス IDProcess ID

OSPFエリア。Area

インターフェイスに割り当てられる管理コスト。Cost

インターフェイスの動作状態。State

OSPFネイバーカウント。Nbrs F/C

インターフェイス IPアドレス、サブネットマスク、およびエ
リアアドレス。

Internet Address

MTRトポロジのMultitopology Identifier（MTID）。ピアに送信
する情報が関連付けられるトポロジをプロトコルが識別できる

ように割り当てられている番号。

Topology-MTID

転送遅延（秒単位）、インターフェイスステート、およびデ

バイスプライオリティ。

Transmit Delay

指定ルータ IDおよび各インターフェイス IPアドレス。Designated Router

バックアップ指定ルータ IDおよび各インターフェイス IPアド
レス。

Backup Designated router

タイマーインターバルの設定。Timer intervals configured

次の helloパケットがこのインターフェイスから送信されるま
での時間（秒単位）。

Hello

使用できるホップは 1つだけです。Strict TTL checking enabled

一定のホップカウントが明示的に設定されています。Strict TTL checking enabled, up to
4 hops allowed
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説明フィールド

ネットワークネイバーの数、および隣接ネイバーのリスト。Neighbor Count
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show ip ospf neighbor
OpenShortest PathFirst（OSPF）ネイバー情報をインターフェイス単位で表示するには、特権EXEC
モードで showipospfneighborコマンドを使用します。

show ip ospf neighbor [interface-type interface-number] [neighbor-id] [detail] [summary
[per-instance]]

Syntax Description （任意）特定の OSPFインターフェイスに関連付けられるタイプお
よび番号。

interface-type
interface-number

（任意）ネイバーホスト名または A.B.C.D形式の IPアドレス。neighbor-id

（任意）指定されたすべてのネイバーの詳細を表示します（すべて

のネイバーをリストします）。

detail

（任意）すべてのネイバーの総数サマリーを表示します。summary

（任意）各ネイバー状態のネイバーの総数を表示します。設定され

た OSPFインスタンスごとに出力が個別に出力されます。
per-instance

Command Modes 特権 EXEC（#）

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Examples
次の show ip ospf neighborコマンドの出力例では、各ネイバーのサマリー情報が 1行に表
示されています。

Device#show ip ospf neighbor

Neighbor ID Pri State Dead Time Address Interface
10.199.199.137 1 FULL/DR 0:00:31 192.168.80.37 Ethernet0
172.16.48.1 1 FULL/DROTHER 0:00:33 172.16.48.1 Fddi0
172.16.48.200 1 FULL/DROTHER 0:00:33 172.16.48.200 Fddi0
10.199.199.137 5 FULL/DR 0:00:33 172.16.48.189 Fddi0

次に、ネイバー IDと一致するネイバーに関するサマリー情報を示す出力例を示します。

Device#show ip ospf neighbor 10.199.199.137

Neighbor 10.199.199.137, interface address 192.168.80.37
In the area 0.0.0.0 via interface Ethernet0
Neighbor priority is 1, State is FULL
Options 2
Dead timer due in 0:00:32
Link State retransmission due in 0:00:04

Neighbor 10.199.199.137, interface address 172.16.48.189
In the area 0.0.0.0 via interface Fddi0
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Neighbor priority is 5, State is FULL
Options 2
Dead timer due in 0:00:32
Link State retransmission due in 0:00:03

インターフェイスとネイバー IDを指定すると、次に示す出力例のように、インターフェ
イスのネイバー IDと一致するネイバーが表示されます。

Device#show ip ospf neighbor ethernet 0 10.199.199.137

Neighbor 10.199.199.137, interface address 192.168.80.37
In the area 0.0.0.0 via interface Ethernet0
Neighbor priority is 1, State is FULL
Options 2
Dead timer due in 0:00:37
Link State retransmission due in 0:00:04

また、次に示す出力例のように、ネイバー IDなしでインターフェイスを指定して、指定
したインターフェイスのすべてのネイバーを表示することもできます。

Device#show ip ospf neighbor fddi 0

ID Pri State Dead Time Address Interface
172.16.48.1 1 FULL/DROTHER 0:00:33 172.16.48.1 Fddi0
172.16.48.200 1 FULL/DROTHER 0:00:32 172.16.48.200 Fddi0
10.199.199.137 5 FULL/DR 0:00:32 172.16.48.189 Fddi0

次に、show ip ospf neighbor detailコマンドの出力例を示します。

Device#show ip ospf neighbor detail

Neighbor 192.168.5.2, interface address 10.225.200.28
In the area 0 via interface GigabitEthernet1/0/0
Neighbor priority is 1, State is FULL, 6 state changes
DR is 10.225.200.28 BDR is 10.225.200.30
Options is 0x42
LLS Options is 0x1 (LR), last OOB-Resync 00:03:08 ago
Dead timer due in 00:00:36
Neighbor is up for 00:09:46
Index 1/1, retransmission queue length 0, number of retransmission 1
First 0x0(0)/0x0(0) Next 0x0(0)/0x0(0)
Last retransmission scan length is 1, maximum is 1
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum is 0 msec

次の表で、この出力で表示される重要なフィールドについて説明します。

Table 23: show ip ospf neighbor detailフィールドの説明

説明フィールド

ネイバールータ ID。Neighbor

インターフェイスの IPアドレス。interface address

OSPFネイバーが認識されるエリアおよびインターフェイス。In the area
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説明フィールド

ネイバーおよびネイバー状態のルータプライオリティ。Neighbor priority

OSPFステート一方のOSPFネイバーが TTLセキュリティをイネー
ブルにしている場合、接続のもう一方は、INIT状態のネイバーを
示します。

State

ネイバーが作成されて以降の状態変化の数。この値は、

clearipospfcountersneighborコマンドを使用してリセットできます。

state changes

インターフェイスの指定ルータのルータ IDDR is

インターフェイスのバックアップ指定ルータのルータ IDBDR is

hello packet optionsフィールドの内容（Eビット専用。可能な値は
0および 2です。2はエリアがスタブでないことを示し、0はエリ
アがスタブであることを示します）。

Options

時:分:秒形式で指定される時刻前に実行されたリンクローカルシグ
ナリングおよびアウトオブバンド（OOB）リンクステートデータ
ベース再同期。これは、ノンストップフォワーディング（NSF）情
報です。このフィールドは、最後に成功した NSF対応ルータとの
アウトオブバンド再同期化を示します。

LLS Options..., last
OOB-Resync

Cisco IOSソフトウェアがネイバーデッドを宣言するまでの予想時
間（時:分:秒形式）。

Dead timer due in

ネイバーが二方向状態になってからの時間（時:分:秒形式）。Neighbor is up for

エリア規模および自律システム規模の再送信キューのネイバーの位

置。

Index

再送信キューのエレメントの数retransmission queue length

アップデートパケットがフラッディング中に再送信された回数。number of retransmission

フラッディング詳細のメモリ位置。First

フラッディング詳細のメモリ位置。Next

最後の再送信パケット内のリンクステートアドバタイズメント

（LSA）の数
Last retransmission scan length

任意の再送信パケットで送信された LSAの最大数maximum

最後の再送信パケットの構築にかかった時間。Last retransmission scan time

任意の再送信パケットの構築にかかった最大時間（ミリ秒単位）。maximum
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次に、各ネイバーのサマリー情報を 1行に表示する show ip ospf neighborコマンドの出
力例を示します。一方の OSPFネイバーが TTLセキュリティをイネーブルにしている場
合、接続のもう一方は、INIT状態のネイバーを示します。

Device#show ip ospf neighbor

Neighbor ID Pri State Dead Time Address Interface
10.199.199.137 1 FULL/DR 0:00:31 192.168.80.37 Ethernet0
172.16.48.1 1 FULL/DROTHER 0:00:33 172.16.48.1 Fddi0
172.16.48.200 1 FULL/DROTHER 0:00:33 172.16.48.200 Fddi0
10.199.199.137 5 FULL/DR 0:00:33 172.16.48.189 Fddi0
172.16.1.201 1 INIT/DROTHER 00.00.35 10.1.1.201 Ethernet0/0

Cisco IOS Release 15.1(3)S

次の show ip ospf neighborコマンドの出力例は、ネイバーの視点からネットワークを示
しています。

Device#show ip ospf neighbor 192.0.2.1
OSPF Router with ID (192.1.1.1) (Process ID 1)

Area with ID (0)

Neighbor with Router ID 192.0.2.1:
Reachable over:
Ethernet0/0, IP address 192.0.2.1, cost 10

SPF was executed 1 times, distance to computing router 10

Router distance table:
192.1.1.1 i [10]
192.0.2.1 i [0]
192.3.3.3 i [10]
192.4.4.4 i [20]
192.5.5.5 i [20]

Network LSA distance table:
192.2.12.2 i [10]
192.2.13.3 i [20]
192.2.14.4 i [20]
192.2.15.5 i [20]

次に、show ip ospf neighbor summaryコマンドの出力例を示します。

Device#show ip ospf neighbor summary

Neighbor summary for all OSPF processes

DOWN 0
ATTEMPT 0
INIT 0
2WAY 0
EXSTART 0
EXCHANGE 0
LOADING 0
FULL 1
Total count 1 (Undergoing NSF 0)
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次に、show ip ospf neighbor summary per-instanceコマンドの出力例を示します。

Device#show ip ospf neighbor summary

OSPF Router with ID (1.0.0.10) (Process ID 1)

DOWN 0
ATTEMPT 0
INIT 0
2WAY 0
EXSTART 0
EXCHANGE 0
LOADING 0
FULL 1
Total count 1 (Undergoing NSF 0)

Neighbor summary for all OSPF processes

DOWN 0
ATTEMPT 0
INIT 0
2WAY 0
EXSTART 0
EXCHANGE 0
LOADING 0
FULL 1
Total count 1 (Undergoing NSF 0)

Table 24: show ip ospf neighbor summary および show ip ospf neighbor summary per-instance のフィールドの
説明

説明フィールド

当該ネイバーから情報（hello）を受信していませんが、この状態でも、そのネイ
バーに helloパケットを送信することは可能です。

DOWN

この状態は、Non-Broadcast Multi-Access（NBMA）環境内の手動で設定されたネイ
バーに対してのみ有効です。Attemptステートでは、ルータは、デッド時間間隔内
に helloを受信しなかったネイバーにポーリング時間間隔ごとにユニキャスト hello
パケットを送信します。

ATTEMPT

この状態は、ルータがネイバーから受信した helloパケットに、受信側ルータの ID
が含まれていなかったことを意味します。ルータがネイバーから helloパケットを
受信すると、有効な helloパケットを受信した確認として、送信側のルータ IDを
helloパケットにリストします。

INIT

このネイバー状態は、ルータ間で双方向通信が確立されていることを意味します。2WAY

この状態は、2つの隣接ルータ間の隣接関係を作成する最初のステップです。この
ステップの目標は、どのルータがアクティブであるかを決定し、最初のDDシーケ
ンス番号を決定することです。この状態以上のネイバーの会話は、隣接関係と呼ば

れます。

EXSTART
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説明フィールド

この状態では、OSPFルータがDatabaseDescriptor（DBD）パケットを交換します。
Database Descriptorにはリンクステートアドバタイズメント（LSA）ヘッダーだけ
が含まれ、リンクステートデータベース全体のコンテンツが記述されます。各DBD
パケットにはシーケンス番号があり、そのシーケンス番号を増分するのは、セカン

ダリルータによって明示的に確認されているアクティブルータだけです。また、こ

のステートで、ルータはリンクステート要求パケットとリンクステートアップデー

トパケット（LSA全体を含む）を送信します。受信したDBDの内容は、ルータリ
ンクステートデータベースに含まれる情報と比較され、ネイバーに新規または最

新のリンクステート情報があるかどうかがチェックされます。

EXCHANGE

この状態では、リンクステート情報の実際の交換が行われます。DBDからの情報
に基づいて、ルータはリンクステート要求パケットを送信します。次に、ネイバー

は、リンクステートアップデートパケットで要求されたリンクステート情報を提

供します。隣接中に、デバイスは古いLSAまたは不足しているLSAを受信すると、
リンクステート要求パケットを送信してその LSAを要求します。すべてのリンク
ステートアップデートパケットが確認されます。

LOADING

この状態では、デバイスは互いに完全隣接ネイバーとなっています。すべてのデバ

イスおよびネットワーク LSAが交換され、デバイスのデータベースは完全に同期
化されます。

Fullは、OSPFデバイスの通常のステートです。デバイスが別の状態でスタックし
ている場合は、隣接関係の形成に問題があることを示しています。唯一の例外は、

2-wayステートです。2-wayステートは、ブロードキャストネットワークでは通常
です。デバイスは、DRおよびBDRだけでFullステートに達します。ネイバーは、
常に互いを 2-wayと見なします。

FULL
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show ip ospf virtual-links
OpenShortest PathFirst（OSPF）仮想リンクのパラメータと現在の状態を表示するには、EXECモー
ドで showipospfvirtual-linksコマンドを使用します。

show ip ospf virtual-links

Syntax Description このコマンドには引数またはキーワードはありません。

Command Modes EXEC

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines showipospfvirtual-linksコマンドで表示される情報は、OSPFルーティング操作のデバッグに役立
ちます。

Examples
次に、showipospfvirtual-linksコマンドの出力例を示します。

Device#show ip ospf virtual-links
Virtual Link to router 192.168.101.2 is up
Transit area 0.0.0.1, via interface Ethernet0, Cost of using 10
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Hello due in 0:00:08
Adjacency State FULL

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

Table 25: show ip ospf virtual-links フィールドの説明

説明フィールド

OSPFネイバー、およびそのネイバーとのリンクがアップ
またはダウン状態であるか指定します。

Virtual Link to router 192.168.101.2 is up

仮想リンクが形成される移行エリア。Transit area 0.0.0.1

仮想リンクが形成されるインターフェイス。via interface Ethernet0

仮想リンクを介して OSPFネイバーに到達するときのコ
スト。

Cost of using 10

仮想リンクの移行遅延（秒単位）。Transmit Delay is 1 sec

OSPFネイバーの状態。State POINT_TO_POINT

リンクに設定されるさまざまなタイマー間隔。Timer intervals...
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説明フィールド

ネイバーからの次の helloの予想時間。Hello due in 0:00:08

ネイバー間の隣接状態。Adjacency State FULL
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summary-address（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）の集約アドレスを作成するには、ルータコンフィギュレーション
モードで summary-addressコマンドを使用します。デフォルトに戻す場合は、このコマンドの no
形式を入力します。

summary-address commandsummary-address {ip-address mask | prefix mask} [not-advertise] [tag
tag] [nssa-only]
no summary-address {ip-address mask | prefix mask} [not-advertise] [tag tag] [nssa-only]

Syntax Description アドレスの範囲を表すために指定するサマリーアドレス。ip-address

サマリールートに使用される IPサブネットマスク。mask

宛先の IPルートプレフィックス。prefix

（任意）指定されたプレフィックス/マスクペアと一致するルートを抑制します。
このキーワードは OSPFだけに適用されます。

not-advertise

（任意）ルートマップを介した再配布を制御する「一致」値として使用できるタ

グ値を指定します。このキーワードは OSPFだけに適用されます。
tag tag

（任意）指定したプレフィックスに対して生成されるサマリールートがある場

合、そのサマリールートの nssa-only属性を設定します。これにより、サマリー
が Not-So-Stubby-Area（NSSA）エリアに制限されます。

nssa-only

Command Default このコマンドの動作は、デフォルトではディセーブルです。

Command Modes ルータコンフィギュレーション

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines 他のルーティングプロトコルから学習したルートを集約できます。サマリーのアドバタイズに使

用されるメトリックは、すべての特定ルートの中で最小のメトリックです。このコマンドは、ルー

ティングテーブルの容量縮小に有効です。

このコマンドを OSPFに対して使用すると、OSPF自律システム境界ルータ（ASBR）により、こ
のアドレスの対象となる再配布されるすべてのルートの集約として、1つの外部ルートがアドバ
タイズされます。OSPFの場合、このコマンドでは、OSPF内に再配布される他のルーティングプ
ロトコルからのルートだけが集約されます。OSPFエリア間のルート集約には area rangeコマン
ドを使用します。

OSPFは summary-address 0.0.0.0 0.0.0.0コマンドをサポートしていません。
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Examples
次の例では、集約アドレス10.1.0.0にアドレス10.1.1.0、10.1.2.0、10.1.3.0などが含まれて
います。外部 LSAでは、アドレス 10.1.0.0だけがアドバタイズされます。

Device(config)#summary-address 10.1.0.0 255.255.0.0

Related Commands DescriptionCommand

エリア境界でルートを統合および集約します。area range

OSPFの単純パスワード認証を使用しているネイバールータが使用
するパスワードを割り当てます。

ip ospf authentication-key

OSPF Message Digest 5（MD5）認証をイネーブルにします。ip ospf message-digest-key
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timers throttle spf
Open Shortest Path First（OSPF）最短パス優先（SPF）スロットリングをオンにするには、適切な
コンフィギュレーションモードで timers throttle spfコマンドを使用します。OSPF SPFスロット
リングをオフにするには、このコマンドの no形式を使用します。

timers throttle spf spf-start spf-hold spf-max-wait
no timers throttle spf spf-start spf-hold spf-max-wait

Syntax Description 変更後の SPF計算をスケジューリングするための初期遅延（ミリ秒単位）。値の
範囲は 1～ 600000です。IPv6の OSPFでは、デフォルト値は 5000です。

spf-start

2つの連続する SPF計算の間の最小ホールド時間（ミリ秒単位）。値の範囲は 1
～ 600000です。IPv6の OSPFでは、デフォルト値は 10,000です。

spf-hold

2つの連続する SPF計算の間の最大待機時間（ミリ秒単位）。値の範囲は 1～
600000です。IPv6の OSPFでは、デフォルト値は 10,000です。

spf-max-wait

Command Default SPFスロットリングは設定されていません。

Command Modes IPv6ルータコンフィギュレーション（config-rtr）用のアドレスファミリコンフィギュレーショ
ン（config-router-af）ルータアドレスファミリトポロジコンフィギュレーション
（config-router-af-topology）ルータコンフィギュレーション（config-router）OSPF

Command History 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Usage Guidelines SPF計算間の初回待機時間は、spf-start引数で指定される時間（ミリ秒単位）です。連続する各待
機間隔は、待機時間が引数 spf-max-waitで指定した最大時間（ミリ秒単位）に達するまで、現在
のホールドレベル（ミリ秒単位）の 2倍となります。値がリセットされるまで、または SPF計算
間でリンクステートアドバタイズメント（LSA）が受信されるまで、従属待機時間は最大のまま
残ります。

Release 12.2(33)SRB

マルチトポロジルーティング（MTR）機能を使用する予定の場合は、このOSPFルータコンフィ
ギュレーションコマンドをトポロジ対応にするために、ルータアドレスファミリトポロジコン

フィギュレーションモードで timers throttle spfコマンドを実行する必要があります。

Release 15.2(1)T

OSPFv3プロセスに接続されたインターフェイスで ospfv3 network manetコマンドを設定すると、
spf-start、spf-hold、および spf-max-wait引数のデフォルト値は、それぞれ 1000ミリ秒、1000ミリ
秒、および 2000ミリ秒に短縮されます。
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Examples
次に、timers throttle spfコマンドの遅延、ホールド、および最大間隔の各値がそれぞれ
5、1000、および 90,000ミリ秒に設定されるようにルータを設定する例を示します。

router ospf 1
router-id 10.10.10.2
log-adjacency-changes
timers throttle spf 5 1000 90000
redistribute static subnets
network 10.21.21.0 0.0.0.255 area 0
network 10.22.22.0 0.0.0.255 area 00

次に、timers throttle spfコマンドの遅延、ホールド、および最大間隔の各値がそれぞれ
500、1000、および 10,000ミリ秒に設定されるように IPv6を使用したルータを設定する
例を示します。

ipv6 router ospf 1
event-log size 10000 one-shot
log-adjacency-changes
timers throttle spf 500 1000 10000

Related Commands DescriptionCommand

ネットワークタイプをモバイルアドホックネットワーク（MANET）に
設定します。

ospfv3 network manet
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


